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1551年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Nilakendra/Tohaan di Majaya｣(~1567年)
1551年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ﾒｰｸ｣(~1564年)
1551年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｺｯﾃ王国国王｢ﾀﾞﾙﾏﾊﾟｰﾗ｣(~15970527死去)
1551年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Hassan9世 Dhirukusa Loka｣(~1552年)
1551年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再位>ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ｢ｼｬｰ･ｱ･ﾘｰ｣(3回目~1552年3月)
1551年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｼｬｯｷはﾍﾟﾙｼｬに併合される
1551年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1561年)
1551年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｻｰﾋﾌﾞ1世ｷﾞﾚｲ｣
1551年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾏﾙｺ･ｶﾍﾟｯﾛ｣(~1553年)
1551年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾍﾝﾘｯｸ･ﾎﾙﾝ･ﾃｨﾙ･ｶﾝｶｽ｣(~1561年)
1551年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾃｹｵｸﾞﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1552年)
1551年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝ｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓｽｸ｣(~1554年)
1551年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第16代ﾊﾝ｢ﾃﾞｳﾞﾚﾄ1世ｷﾞﾚｲ｣(~15770629死去)
1551年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ｲｻﾞﾍﾞﾗ･ﾔｷﾞｪﾛﾝｶ｣､｢ｻﾎﾟﾔｲ･ﾔｰﾉｼｭ･ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄﾞ｣(~1556年)共同統治
1551年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｿﾌｨ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1553年)
1551年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公｢ｱﾝﾇ｣(~15671112死去)
1551年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｰ9世｣(~1556年)
1551年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾓﾛｯｺ|  |||ﾓﾛｯｺのｻｰﾄﾞ朝がﾄﾚﾑｾﾝに侵攻しｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀﾝが逃亡
1551年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾊﾞｶﾝ女伯｢ｸﾘｽﾃｨｰﾅ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~15800920死去)､4代ﾊﾞｶﾝ伯(妻の権利)｢ﾛﾊﾞｰﾄ･
  ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~1580年)
1551年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｵｯﾃ･ｳﾞｨﾃﾞ･ﾃｨﾙ･ﾋﾝﾃﾞﾗｯﾌﾟ｣(2回目~同年)⇒｢ｴｯｶﾞｰﾄ ﾊ
  ﾝﾈｿﾝ｣(~1553年)
1551年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan Ruiz de Miranda｣(~1554年)
1551年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~15700317死去)
1551年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｱﾙｷﾞﾝ長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾊﾞﾙﾃﾞｽ･ﾛｻﾚｽ｣
1551年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ﾎﾙﾍ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ｣
1551年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ｶﾙﾄﾞｰｿﾞ｣(~1
  555年)
1551年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾙｶ･ｽﾋﾟﾉﾗ｣(~15530104)
1551年1月11日-09:00|日本|愛知県刈谷市|天文19年12月5日|山口左馬助教継が今川方になったので､後詰を諦め
  た織田信秀は､刈谷城主(刈谷市城町)水野藤九郎守忠以下の赦免を条件に刈谷城を開城/松井宗信､刈谷城開城
  時に尾張衆が防いだ為､直ちに馳せ入り度々の合戦で同心･親類･被官､随分の者数多く討死
1551年1月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｯｾﾙ｣(~15550314死去)
1551年1月25日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|天文19年12月19日|島津貴久が居城を内城へ移す/父の島津忠良
  は加世田城に隠居
1551年1月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ﾘｽﾎﾞﾝ地震､死者2千人
1551年2月3日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天文19年12月28日|<坂戸城の戦い(越後国)>長尾景虎の家督相続に
  反対した坂戸城主長尾政景(上田長尾家当主｡上杉景勝の父)が坂戸城に籠り､謀反を起こす/景虎は､会津の黒
  川城主(会津若松市)の蘆名盛氏が政景に加担することを恐れて､ただちに蘆名氏の臣松本右京亮に政景謀反を
  伝え､先手を取った
1551年2月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Johann5世｣
1551年2月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Karl1世｣(~15610504死去)､｢Bernhard7世｣(~15700301
  死去)､｢Joachim Ernest｣(⇒1570年ｱﾝﾊﾙﾄ候~15861206死去)
1551年2月6日-09:00|日本|長崎県壱岐市|天文20年|異雪和尚[長門国大寧寺十三世]が龍蔵寺を開く
1551年2月6日-09:00|日本|北海道|天文20年|蝦夷地/蠣崎季広､ｱｲﾇと講和/瀬棚の酋長を上ﾉ国を置いて西蝦夷の
  長とし､知内の酋長を東蝦夷の長とす
1551年2月6日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|天文20年|<死去>伊勢神戸領主｢神戸具盛｣⇒子の｢神戸長盛｣が継ぐ(~
  天文21(1552)年死去)
1551年2月6日-09:00|日本|山梨県甲州市|天文20年|武田晴信､京都の仏師康清を招き､自らの肖像彫刻武田不動
  尊像(恵林寺保存)を造立させる
1551年2月20日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天文20年1月15日|<広瀬郷の戦い>長尾景虎が発智長芳の居城･板木
  城を攻撃し勝利
1551年2月27日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|天文20年1月22日|<死去>下野烏山領主｢那須高資｣大田原資晴と
  宇都宮広綱が千本城(千本資俊)に誘い出して謀殺⇒弟の｢那須資胤｣が継ぐ(~天正11年02月11日(15830403)死
  去)
1551年3月14日-09:00|日本|滋賀県大津市|天文20年2月7日|<志賀合戦>松永久秀･長頼兄弟､足利義藤･細川晴元
  らを志賀から追う/六角定頼が足利義藤･細川晴元らを支援､松永長頼に勝利
1551年3月17日-09:00|日本|滋賀県高島市|天文20年2月10日|足利義輝､近江･朽木に移座
1551年3月19日-09:00|日本|山梨県|天文20年2月12日|<出家改名>甲斐国守護｢武田晴信｣除髪⇒｢武田信玄｣を名
  乗る
1551年3月31日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|天文20年2月24日|<死去>上杉憲寛(不明)元関東管領
1551年4月-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団のﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ総督｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾚ･ﾃﾞ･ｳﾞｧﾘｴｽ｣(~8.14)
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1551年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1551年4月2日-09:00|日本|栃木県栃木市|天文20年2月26日|<死去>下野皆川領主｢皆川成勝｣⇒子の｢皆川俊宗｣が
  継ぐ(~天正元年09月11日(15731006)死去)
1551年4月4日-09:00|日本|京都府京都市左京区|天文20年2月28日|<鹿ｹ谷合戦>細川晴元･六角義賢の連合軍､京
  都鹿ヶ谷に放火して三好長慶軍と交戦するも退却
1551年4月12日 11:00|日本|京都府京都市|天文20年3月7日|夜､三好長慶が吉祥院の陣に伊勢貞孝を招き酒宴中､
  放火未遂があった
1551年4月15日-09:00|日本|群馬県藤岡市|天文20年3月10日|<第1次平井城合戦>北条氏康､関東管領山内上杉家
  を関東から追う(岩付太田資正や箕輪長野業正らは北条家に帰属)
1551年4月19日-09:00|日本|京都府京都市|天文20年3月14日|奉公衆の進士賢光､伊勢貞孝の屋敷で三好長慶の殺
  害を謀るも失敗
1551年4月20日-09:00|日本|京都府京都市|天文20年3月15日|細川晴元方の丹波勢､京都に進出.京都郊外を放火
1551年4月20日-09:00|日本|京都府京都市東山区|天文20年3月15日|香西元成･柳本･宇津･三好政勝と三好長虎率
  いる軍勢20000が戦い､長虎が勝利
1551年5月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1553年8月)
1551年5月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ摂政｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾚｱﾚｽ｣(~15510611)､｢ｴﾚﾅ(ｴﾚﾅ･ｷｬｻﾘﾝ)｣(~15510611)
1551年5月12日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<設立>ﾍﾟﾙｰ･王立ﾘﾏ大学(南北ｱﾒﾘｶ大陸最古の大学､⇒国立ｻﾝﾏﾙｺｽ大学)
1551年5月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾖﾊﾝ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ﾚｯｹ｣
1551年5月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ｶﾞﾚﾝ｣(~15570530没)
1551年5月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾛﾌﾄ長老｣(~15521209)
1551年6月2日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾀｰﾆｮ｣(~1558年没)
1551年6月8日-09:00|日本|大阪府東大阪市|天文20年5月5日|<若江城の変>河内守護代･遊佐長教が珠阿弥に暗殺
  される
1551年6月11日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ6世ﾚｱ｣(~15520901死去)
1551年6月23日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾍﾟﾀﾞｰ･ﾊﾝｿﾝ･ﾃｨﾙ･ｾﾑ･ｵｸﾞ･ﾌｫｽ｣
1551年6月24日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｲｪｽﾊﾟｰ･ﾌﾘｽ･ﾃｨﾙ･ｱｰﾙｽﾚﾌ｣(~15560623)
1551年6月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世､｢ｼｬﾄｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ勅令｣を出す/｢ｿﾙﾎﾞﾝﾇ｣の神学者の保証がな
  い一切の｢宗教書｣の印刷を禁止/ｶﾙｳﾞｧﾝ派が禁止される/ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄへの弾圧についての管轄を再び｢国王裁判所
  ｣とする
1551年6月29日-09:00|日本|長野県上田市|天文20年5月26日|武田方の真田幸隆の謀略により､村上方城主山田国
  政の小県郡戸石城落城/村上義清越後に亡命
1551年7月4日-09:00|日本|茨城県水戸市|天文20年6月|佐竹義昭､江戸忠通を臣従させる
1551年7月11日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|天文20年6月8日|日向伊東氏11代当主･伊東義祐､佐土原に大仏殿を建
  立
1551年7月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ｣
1551年7月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ｣(~同年消滅)
1551年8月2日-09:00|日本|宮崎県日南市|天文20年7月|伊東勢､鬼ヶ城を攻め落とし､木脇祐守を城主にあて､清
  武･加江田衆を守備兵とする
1551年8月11日-09:00|日本|福井県|天文20年7月10日|<死去>前若狭国守護｢若狭武田氏第6代当主･武田元光｣
1551年8月12日-09:00|日本|福島県|天文20年7月11日|陸奥/畠山･白川結城氏の仲介で､蘆名盛氏と田村隆顕が和
  睦
1551年8月14日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ/ﾏﾙﾀ|  |||ﾏﾙﾀ騎士団がﾄﾘﾎﾟﾘ(現代のﾘﾋﾞｱ)でｵｽﾏﾝ帝国に敗れｵｽﾏﾝ朝がﾘﾋﾞｱのﾄﾘﾎ
  ﾟﾘを占領
1551年8月15日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾑﾗﾄﾞ･ｱｶﾞ｣(~1556年)
1551年8月15日-09:00|日本|京都府京都市上京区|天文20年7月14日|<相国寺合戦>三好政勝･香西元成ら､丹波国
  より入京して相国寺に布陣｡松永久秀(三好長慶部将)ら､これを撃退/京都相国寺､三好軍と松永軍の戦闘によ
  り全焼
1551年8月21日-09:00|日本|群馬県藤岡市|天文20年7月20日|<第2次平井城合戦>北条氏康､平井城を開城
1551年9月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ代行｢ﾊﾘﾌｧ･ｻｯﾌｧ｣(~1552年5月)
1551年9月1日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天文20年8月1日|<坂戸城の戦い>坂戸城の長尾房長･政景父子は誓詞
  を送り長尾景虎に和平を申し出て降伏/景虎､ほぼ越後を掌握
1551年9月2日-09:00|日本|千葉県|天文20年8月2日|<死去>上総国大名｢真里谷信隆｣(親北条派)⇒子の｢真里谷信
  政｣が家督継承
1551年9月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣
1551年9月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ｴﾙﾝｽﾄ3世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世の息子(~15670402死
  去)
1551年9月12日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾒﾝﾄﾞｻ,ﾍﾟﾙｰ副王として着任
1551年9月13日-09:00|日本|長野県松本市|天文20年8月13日|武田晴信軍､小笠原長時の属城信濃国刈谷原城を攻
  略
1551年9月20日-09:00|日本|広島県|天文20年8月20日|<安芸争乱>陶隆房と毛利元就､連携して大内家に敵対.陶
  隆房は厳島を占拠.毛利元就は安芸銀山城を占拠
1551年9月22日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢沈連源｣(~15580604)
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1551年9月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公｢ﾚｵﾉｰﾙ｣(~15730807死去)
1551年9月23日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾓﾝﾃﾞﾊﾞﾙ侯･ﾃﾝﾃﾞｨﾗ伯ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~15520721没)
1551年9月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が､ｻﾞｸｾﾝで神聖ﾛｰﾏ皇帝軍を破る
1551年9月28日-09:00|日本|山口県山口市|天文20年8月28日|<大寧寺の変(周防国､長門国)>若山城から出陣した
  陶軍は､隆房率いる本隊が徳地口から､陶家臣の江良房栄･宮川房長率いる別働隊が防府口から山口に侵攻/杉･
  内藤の軍勢も呼応して陶軍の陣営に馳せ参じた/義隆は､大内氏館･築山館を出て多少でも防戦に有利な山麓の
  法泉寺に退き本堂に本陣を置き､嶽の観音堂･求聞寺山などを隆豊らが固めたが､一緒に逃亡した公家たちや近
  習らを除けば､義隆に味方した重臣は隆豊くらいであり､兵力も2,000～3,000人ほどしか集まらなかった/組織
  的な抵抗もほとんどできず､空となった大内氏館や周辺の近臣邸は､火をかけられたり､宝物を略取されたりし
  た
1551年9月29日-09:00|日本|京都府京都市|天文20年8月29日|<死去>二条尹房.陶晴賢の反乱に巻き込まれて殺害
  された(56歳)元関白､内大臣
1551年9月29日-09:00|日本|山口県山口市|天文20年8月29日|<大寧寺の変(周防国､長門国)>法泉寺の義隆軍は山
  口を放棄して長門に逃亡/法泉寺には､陶隆康が殿として残って討ち死に/継室のおさいの方は､山口宮野の妙
  喜寺(現在の常栄寺)に逃れた
1551年9月30日-09:00|日本|京都府舞鶴市|天文20年9月|丹後国加佐郡代官の殺害を発端として所領を失った加
  佐郡衆が､郡内所々に城郭を構えて武田氏と戦う
1551年9月30日-09:00|日本|熊本県|天文20年9月|肥後･大友義鎮､肥後北半を平定し､豊後岡城主･志賀親守を肥
  後守護代とする
1551年9月30日 01:00|日本|山口県長門市|天文20年9月1日|<死去>備後･安芸･周防･長門･石見･筑前･豊前国守護
  ｢大内義隆｣10時頃､陶晴賢の謀叛により逃亡先の長門の大寧寺で前関白二条尹房や三条公頼らと共に自害/45
  歳
1551年10月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾜ王｢ﾅﾗﾊﾟﾃｨ4世｣(~15550122)
1551年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾚｵｰﾈ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1551年10月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣ﾄﾞｰｾｯﾄ候(~15540223処刑剥奪)
1551年10月1日-09:00|日本|山口県|天文20年9月2日|大内義隆の嫡男･義尊は従者と共に逃亡するが陶方の追っ
  手によって殺害された/義隆の次男(義尊の弟)である問田亀鶴丸は､母方の祖父が内藤興盛の孫(興盛の娘の子
  )であることもあり助命された
1551年10月3日-09:00|日本|広島県東広島市|天文20年9月4日|<頭崎城合戦>毛利元就､東西条の大内領に兵を進
  め､義隆派の平賀隆保が籠もる頭崎城を攻め,隆保は頭崎城から逃亡して､槌山城の菅田宣眞の元に入った
1551年10月3日-09:00|日本|福岡県北九州市八幡西区|天文20年9月4日|<花尾城合戦>陶隆房､相良武任に勝利.相
  良武任は討死
1551年10月4日-09:00|日本|宮崎県日南市|天文20年9月5日|伊東軍､目井城を攻め､城主新納河内守を打ち取る
1551年10月8日-09:00|日本|広島県広島市安芸区|天文20年9月9日|<鳥籠山城合戦>毛利元就､阿曽沼隆郷に勝利/
  阿曽沼隆郷､隠居し阿曽沼広秀が家督継承
1551年10月8日-09:00|日本|福岡県糟屋郡須惠町|天文20年9月9日|<高鳥居城合戦>陶隆房､杉興運に勝利.杉興運
  は討死
1551年10月10日-09:00|日本|広島県東広島市|天文20年9月11日|毛利元就は､吉川･小早川･宍戸らと共に軍勢400
  0で大内義隆方槌山城を攻め降伏させた
1551年10月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣初代ｳｫﾘｯｸ伯(~15530822大逆罪で処
  刑･爵位剥奪)
1551年10月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~15700317死去)
1551年10月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣ｳｨﾙﾄｼｬｰ伯(~15720310死去)
1551年10月12日-09:00|日本|秋田県秋田市|天文20年9月13日|<死去>出羽湊領主｢安東(湊)堯季｣⇒子の｢安東(湊
  )茂季｣が継ぐ(~元亀元(1570)年)
1551年10月26日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾄﾞ･ｳﾘｰｽﾞ｣
1551年10月26日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｼﾞｮｱﾝ･ﾌﾟﾆｴｯﾄ｣(~15521022)
1551年11月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｻﾞｸｾﾝ選帝侯ﾓｰﾘｯﾂが､ﾏｸﾞﾃﾞﾌﾞﾙｸを占領
1551年11月10日-09:00|日本|広島県三原市|天文20年10月13日|小早川隆景は竹原小早川家の本拠･木村城を出て
  沼田小早川家の高山城に入った
1551年11月11日-09:00|日本|長野県大町市|天文20年10月14日|村上義清､丹生子城を攻め落とす
1551年11月21日-09:00|日本|長野県松本市|天文20年10月24日|<平瀬城合戦>信濃･武田晴信､小笠原長時属城･平
  瀬城(平瀬義兼)を攻略.平瀬義兼は自害
1551年11月22日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天文20年10月25日|<村中城の戦い>豊後の大友氏と結ぶ胤栄の旧家
  臣の土橋栄益が胤信を廃し龍造寺鑑兼を担いで村中城を攻撃/隆信は降伏開城して一敗地に塗れて蒲池鑑盛(
  柳川城主)を頼って筑後に落ち延びた/村中城には勝った龍造寺鑑兼が入った
1551年11月24日-09:00|日本|長野県安曇野市|天文20年10月27日|武田晴信､同郡小岩岳城を攻めるが失敗
1551年12月27日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天文20年12月|領主牧野出羽守保成代官渡部孫兵衛､素盞鳴神社(豊
  橋市長草町)薬師如来造営
1551年12月27日-09:00|日本|石川県|天文20年12月|<交替>能登国守護｢畠山義続｣隠居⇒｢畠山義綱｣(~永禄9年(1
  566)11月追放)
1552年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Baltasar Veloso｣(~同年)⇒｢Francisco L



1560迄(1476件)

  opes de Sousa(~1553年)
1552年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾛﾛ･ｽﾙﾀﾝ｢Kaicili Guzarate｣(~不詳)⇒｢Kodrat｣(~1605年)
1552年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏｳﾗﾅ･ﾊｻﾇﾃﾞｨﾝ｣(~1570年)
1552年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾞﾝﾃﾝ国王ｽｰﾅﾝ･ｸﾞﾇﾝｼﾞｬﾃｨ(ﾌｧﾚﾃﾊﾝ)がﾁﾚﾎﾞﾝ王国(西部ｼﾞｬﾜのｲｽﾗﾑ教国)建国､本拠地
  をﾊﾞﾝﾃﾝから移し引退/その子ﾊｻﾇｯﾃﾞｨﾝ(ﾊｻﾝ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ)が後を継ぐ(～1570)
1552年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Ibrahim Shah｣(~1555年)
1552年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Nelveli Maran｣(~1564年)
1552年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ﾅｳﾙｰｽﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾝ(ﾊﾞﾗｸ･ﾊﾝ)｣ｱ
  ﾌﾞﾙ=ﾊｲﾙの子ｾｳﾞｨﾝﾁ･ﾎｰｼﾞｬの子(~1556年)
1552年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｱｽﾄﾗﾊﾝ･ﾊﾝ｢ﾔﾑｸﾞﾙﾁ｣(3回目~1554年)
1552年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｻﾑｼ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1555年)
1552年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾃｨﾐｼｮｱﾗのﾋﾞﾗｲｴｯﾄはｵｽﾏﾝ帝国の一部
1552年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ｽﾞﾙﾂ伯･ｸﾚｯﾄｶﾞｳ方伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣
1552年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ﾕｳｪﾅﾘｽ･ｸﾚﾀﾞｰ｣(~1580年)
1552年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞｲﾖﾝをﾌﾗﾝｽが占領(~15590403)
1552年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾗｽ･ｶｻｽが｢ｲﾝﾃﾞｨｱｽの破壊に関する簡潔な報告｣を刊
1552年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾌｨﾘﾍﾟ･ﾛﾎﾞ｣⇒｢ﾙｲ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~1556年)
1552年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Henry Stanley｣(~1570年)
1552年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌｱﾝ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｶﾌﾞﾚﾗ｣(~1555年)
1552年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ｾﾍﾟﾀﾞ｣(~1554年)
1552年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ市長｢ｱﾛﾝｿ･ｵﾙﾃｨｽ･ｱﾙｹﾞﾀ｣(~1553年)
1552年1月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世､ﾄﾞｲﾂのｻﾞｸｾﾝ選帝侯ﾓｰﾘｯﾂらﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ諸侯(｢ｼｭﾏﾙｶﾙﾃﾞﾝ同盟
  ｣)と｢同盟｣し､｢ｼｬﾝﾎﾞｰﾙ条約｣を結ぶ/神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ5世に対抗し､｢ﾄﾞｲﾂ･ﾌﾗﾝｽ戦争｣を始める(～1553年)
1552年1月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼｰﾓｱ｣反逆罪で処刑される(誕生1506年)
1552年1月23日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|天文20年12月28日|日向伊東氏11代当主･伊東義祐､大仏殿に大仏を安
  置
1552年1月26日-09:00|日本|岐阜県|天文21年|<追放>美濃国守護｢土岐頼芸｣滅亡⇒<就任>美濃領主｢斎藤道三｣(~
  天文23(1554)年03月隠居)
1552年1月26日-09:00|日本|徳島県阿波市|天文21年|松永久秀､｢松永城(犬墓城)｣を阿波国阿波郡(徳島県阿波市
  )に築く
1552年1月26日-09:00|日本|長崎県南島原市|天文21年|<交替>肥前高来郡一円領主｢有馬晴純｣⇒嫡男の｢有馬義
  貞｣(~元亀元(1570)年隠居)
1552年1月26日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|天文21年|<死去>伊勢神戸領主｢神戸長盛｣⇒子の｢神戸利盛｣が継ぐ(~
  1559(永禄2)年)死去)
1552年1月26日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｱﾙﾀﾝ軍が北ﾓﾝｺﾞﾙでｵｲﾗｰﾄに大勝しｶﾗｺﾙﾑを奪回
1552年1月26日-09:00|日本|大阪府|天文21年1月|<交替>摂津国守護｢細川晴元｣隠居⇒｢細川氏綱｣(~永禄6年12月
  20日(15640104)死去)
1552年1月26日-09:00|日本|京都府|天文21年1月|<交替>丹波国守護｢細川晴元｣隠居⇒｢細川氏綱｣(~永禄6(1563)
  年12月20日死去)
1552年1月27日-09:00|日本|滋賀県|天文21年1月2日|<死去>近江国守護｢六角定頼｣⇒｢六角義賢｣が継ぐ(~弘治3(
  1557)年隠居)
1552年2月4日-09:00|日本|新潟県|天文21年1月10日|上野･関東管領･上杉憲政､北条氏康に平井城を追われ､越後
  国主長尾景虎を頼る
1552年2月5日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天文21年1月11日|上杉龍若丸は小田原に連行され一宮に於て誅殺
  される
1552年2月5日-09:00|日本|山口県宇部市|天文21年1月中旬|陶隆房は､周防大崎に蟄居する杉重矩を攻め､重矩は
  長門万倉(宇部市)の長興寺に逃れるが追い詰められ自害
1552年2月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣
1552年2月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣ﾊｲﾝﾘﾋ5世の息子(~15570104死去)ﾖﾊﾝ･ｱ
  ﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世と共同統治
1552年2月9日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｴｽｹ･ﾋﾞﾙﾃﾞ･ﾃｨﾙ･ｽｳﾞｧﾝﾎﾙﾑ｣
1552年2月9日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事代行｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｽ･ﾃｨﾙ･ﾍｯｾﾗｶﾞｰ｣(2回目~15590107)
1552年2月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世､神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ5世に宣戦布告
1552年2月22日-09:00|日本|京都府京都市|天文21年1月28日|<天文の和議>足利義輝､三好長慶と和睦/足利義輝
  は細川昭元(晴元嫡子)を伴い近江国より帰洛
1552年2月25日-09:00|日本|大阪府|天文21年2月|<交替>河内･紀伊国守護｢畠山政国｣隠居⇒｢畠山高政｣(~永禄3(
  1560)年10月)
1552年2月25日-09:00|日本|千葉県千葉市|天文21年2月|下総･里見義尭､生実･有吉城を攻撃,破れて上総に退却
1552年3月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶｻﾞﾝ･ﾊﾝ｢ﾔﾃﾞｨｶﾞﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~10月)
1552年3月5日-09:00|日本|大阪府大東市|天文21年2月10日|河内下半国守護代･安見直政､飯盛城下に｢数奇の座
  敷｣を造営し河内上半国守護代･萱振を招待し酒宴半ばで萱振主従10人を斬殺後,直ちに家臣を高屋城下に向か
  わせ萱振屋敷を襲撃させ萱振一族の子女全てを殺害
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1552年3月5日-09:00|日本|新潟県|天文21年2月10日|関東管領上杉憲政､後北条氏に追われ､越後の長尾景虎を頼
  る
1552年3月6日-09:00|日本|埼玉県児玉郡神川町|天文21年2月11日|北条氏康､関東管領上杉氏傘下･安保泰広の御
  嶽城を落とす
1552年3月16日-09:00|日本|大阪府大東市|天文21年2月21日|安見宗房､萱振賢継を飯盛城に招いて暗殺
1552年3月16日-09:00|日本|埼玉県児玉郡神川町|天文21年2月21日|北条氏康､御嶽城を落とす
1552年3月16日-09:00|日本|千葉県千葉市緑区|天文21年2月下旬|里見義堯､北条氏の拠点有吉城を攻めたが破れ
  て上総に退却
1552年3月21日-09:00|日本|京都府京都市|天文21年2月26日|<任命>室町幕府準管領｢細川氏綱｣(~永禄6(1563)年
  12月20日死去)
1552年3月25日-09:00|日本|群馬県藤岡市|天文21年3月|<平井城攻略戦>北条氏康が､関東管領である上杉憲政の
  居城の平井城を攻略/憲政は､越後国へ逃亡
1552年3月26日-09:00|日本|新潟県|天文21年3月2日|<改姓>越後国主｢長尾景虎｣上杉憲政から名跡を譲られる⇒
  ｢上杉景虎｣
1552年3月27日-09:00|日本|愛知県名古屋市千種区|天文21年3月3日|<死去>尾張国末森城主｢織田信秀｣病で/42
  歳⇒長男｢織田信長｣が家督を嗣ぐ
1552年3月27日-09:00|日本|山口県|天文21年3月3日|<就任>周防･長門国主｢大内義長｣大友晴英が周防山口に入
  り大内氏を嗣ぎ改名(~弘治3(1557)年4月3日自害断絶)
1552年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾃﾞｨ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾞ･ﾃﾞｨ･ｶﾞｽﾊﾟｰﾚ｣
1552年4月1日-09:00|日本|長野県上田市|天文21年3月8日|<時田合戦(常田合戦)>上原昌辰､上原昌成らが討死
1552年4月6日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Fernando Coutinho2世｣(~1573年)
1552年4月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世､ﾌﾗﾝｽ北東部ﾛﾚｰﾇ地方のﾛﾚｰﾇ､ﾄｩｰﾙ､ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝを抜き,帝国都市ﾒｯﾂ
  占領
1552年4月14日-09:00|日本|福井県|天文21年3月21日|<若狭遠敷合戦>粟屋一族の牢人衆粟屋右馬允､遠敷郡に攻
  め入り武田信方と戦って敗退
1552年4月16日-09:00|日本|福岡県|天文21年3月23日|宗像家の鍋寿丸(宗像氏貞)擁立派は､側室の子である鍋寿
  丸を当主に据えるため､先代当主の正室母子を山田館にて斬殺
1552年4月24日-09:00|日本|  ||天文21年4月|<死去>十四屋宗伍(不明)茶人
1552年4月25日-09:00|日本|岡山県|天文21年4月2日|<交替>備前国守護｢浦上宗景｣⇒｢尼子晴久｣(~永禄3(1560)1
  2月24日死去);<交替>美作国守護｢赤松晴政｣⇒｢尼子晴久｣(~永禄3(1560)12月24日死去)
1552年4月25日-09:00|日本|島根県|天文21年4月2日|<任命>出雲･隠岐国守護｢尼子晴久｣(~永禄3(1560)12月24日
  死去)
1552年4月25日-09:00|日本|鳥取県|天文21年4月2日|<任命>因幡･伯耆国守護｢尼子晴久｣(~永禄3(1560)12月24日
  死去)
1552年4月25日-09:00|日本|広島県|天文21年4月2日|<任命>備中･備後国守護｢尼子晴久｣(~永禄3(1560)12月24日
  死去)
1552年5月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｻﾗ･ﾗｲｽ｣(~1556年)
1552年5月4日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天文21年4月中旬|<佐和山城合戦>京極高広が佐和山城を攻撃,六角義
  賢は荒神山に本陣を置いて高広軍に対峙するが敗れ高広方は佐和山城を占領
1552年5月4日-09:00|日本|長野県|天文21年4月11日|<常田合戦>村上義清､武田晴信に勝利
1552年5月10日-09:00|日本|愛知県名古屋市緑区|天文21年4月17日|<赤塚の戦い(尾張国)>鳴海城主の山口教継
  が駿河の今川義元に寝返り､子の教吉を鳴海城に置き､笠寺城を修築して今川方の葛山長嘉･岡部元信･三浦義
  就･飯尾乗連･浅井政敏を引き入れると､自らは桜中村城に立て籠もった/織田信長は兵800で那古野城を出陣し
  小鳴海に移動し､三の山へ登った/山口教吉が三の山の東､鳴海からは北にある赤塚に1500の兵で出陣して来た
  ので信長も赤塚に進軍し､両者は先陣を繰り出して戦闘に突入/矢戦の後､槍戦となり､巳の刻より午の刻(おお
  よそ午前10時から正午ごろ)まで乱戦が続けられた/信長側は30騎が討ち死にした/勝敗は付かず､元々は味方
  同士で顔見知りの間柄だったため､敵陣に逃げ込んだ馬はお互いに返し合い､生け捕りになった者も交換して
  帰陣
1552年5月24日-09:00|日本|愛知県西尾市|天文21年5月|尾張国金蓮寺に釈迦涅槃図が寄進される
1552年6月15日-09:00|日本|大阪府|天文21年5月23日|畠山高政が河内に侵攻.畠山尚誠､敗れて没落
1552年6月15日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|天文21年5月23日|<第2次八上城の戦い>(4月25日~)三好長慶､丹
  波に出陣し八上城を攻めるが波多野晴通が防ぐ
1552年6月18日-09:00|日本|愛知県豊田市|天文21年5月26日|<大給城北沢水手戦い>今川方東条松平甚太郎忠茂､
  大給松平親乗を攻め,松平忠茂被官石原藤二郎･蜂谷又一郎･加納甚三･松平彦一･小者藤若が敵三人を討ち取る
1552年6月22日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督兼総司令官代行｢ｴｸﾞﾓﾝ伯爵ﾗﾓﾗﾙ⇒ｹﾞ
  ﾙﾀﾞｰ元帥ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾌｧﾝ･ﾛｯｾﾑ(~1555年)⇒ﾒﾝﾍ伯ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘﾒｳ｣(~15570518)
1552年6月22日-09:00|日本|広島県三原市|天文21年6月|小早川隆景が新高山城を築城して本拠とする
1552年7月7日-09:00|日本|福井県|天文21年6月16日|<改名>越前国守護｢(越前朝倉氏第11代当主)朝倉延景｣⇒｢
  朝倉義景｣
1552年7月21日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾟﾙｰ副王｢ﾓﾝﾃﾞﾊﾞﾙ侯･ﾃﾝﾃﾞｨﾗ伯ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣
1552年7月21日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ暫定副王｢ﾒﾙｷｵｰﾙ･ﾌﾞﾗﾎﾞｰ･ﾃﾞ･ｻﾗﾋﾞｱ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ｣(~15560629)
1552年8月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂのﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄが､新教諸侯を解放してﾓｰﾘﾂとﾊﾟｯｻｳ条約を結び､信教の自由を
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  認める
1552年8月2日-09:00|日本|滋賀県米原市|天文21年7月12日|<太尾山城合戦>六角義賢､京極高延･浅井久政らに勝
  利.浅井久政は六角家の傘下に入る
1552年8月13日-09:00|日本|広島県福山市|天文21年7月23日|備後･毛利元就､備後滝山城(宮光寄)を攻略/三次(
  江田氏)､庄原(山内氏)を服属させ､備後制圧
1552年8月16日-09:00|日本|長野県上水内郡小川村|天文21年7月26日|信濃水内郡小川城の大日向直政･直武父子
  ､嫡男直経を謀殺して家中の反武田を一掃
1552年8月20日-09:00|日本|群馬県沼田市|天文21年8月|越後国春日山城主｢長尾景虎｣は平子孫太郎や庄田定賢
  らを先鋒として始めて三国峠を越して関東へ発向し､沼田城を攻める北条軍を撃退
1552年8月20日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天文21年8月|<佐和山城の戦い>京極高広が六角義賢の佐和山城を占
  領
1552年8月20日-09:00|日本|長野県上水内郡小川村|天文21年8月|水内郡小川城の大日向讃岐入道が武田への帰
  属を申し入れる
1552年8月31日-09:00|日本|長野県安曇野市|天文21年8月12日|甲斐国守護｢武田晴信｣､安曇郡小岩嶽城(小笠原
  長時)を攻略
1552年9月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｽﾃﾌｧﾝ6世ﾚｱ｣
1552年9月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼﾞｮﾝ1世ﾖﾙﾃﾞｱ｣(~12日)
1552年9月3日-09:00|日本|愛知県あま市|天文21年8月15日|清洲城守護代織田信友家宰の坂井大膳らが信長に敵
  対し松葉城･深田城を奪い､松葉城主織田伊賀守･深田城主織田右衞門尉信次を監禁
1552年9月4日-09:00|日本|愛知県あま市|天文21年8月16日|<萱津合戦>織田信長は叔父の守山城主織田信光を援
  軍として清洲軍と萱津で交戦/清洲軍を破り松葉城･深田城を取り戻す
1552年9月5日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣ｶｻﾞﾝ攻撃.ｶｻﾞﾝの町に構築した地下道爆破､ｶｻﾞﾝ陥落
1552年9月12日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ4世ﾗﾌﾟｼｭﾈｱﾇ｣(~15611118)
1552年9月19日-09:00|日本|大阪府|天文21年9月|<就任>河内国守護｢畠山高政｣(~永禄3(1560)年10月没落)
1552年9月27日-09:00|日本|  ||天文21年9月9日|<死去>鷹司兼輔(73歳)元関白､左大臣
1552年10月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ5世が5万の大軍で､ｷﾞｰｽﾞ公ﾌﾗﾝｿﾜが立て籠もるﾌﾗﾝｽ北東部ﾛﾚｰﾇ地
  方のﾒｯｽを包囲/ｷﾞｰｽﾞ公ﾌﾗﾝｿﾜがこれを撃退
1552年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ﾋﾟｴﾛ･ﾄﾝﾃｨｰﾆ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･
  ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1552年10月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣が､ｶｻﾞﾝ･ﾊｰﾝ国のｶｻﾞﾝ市を征服/ｶｻﾞﾝ･ﾊｰﾝ国は滅亡
1552年10月17日-09:00|日本|広島県東広島市|天文21年9月29日|平賀隆保が自身の命と引き換えに槌山城に籠る
  兵の助命を毛利隆元､吉川元春に申し出/隆元･元春は隆保の申し出を了承し隆保は自害
1552年10月18日-09:00|日本|広島県|天文21年10月|尼子軍､備後福永城攻撃.毛利軍救援し､これを破る
1552年10月18日-09:00|日本|静岡県牧之原市|天文21年10月|天用栄龍､福田山掉月庵(榛原町細江)開山
1552年10月20日-09:00|日本|京都府京都市西京区|天文21年10月3日|三好長慶､松永甚介3千と合流し､細川晴元
  党の潜伏地域を焼き討ち.京都西岡に放火し三鈷寺･善峰寺などが炎上
1552年10月22日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾐｶｴﾙ･ﾃﾞｽﾍﾟｸﾞ｣(~15560413)
1552年11月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾙｲｼﾞ･ｸﾞﾘｯﾃｨ｣(~1554年11月)
1552年11月6日-09:00|日本|京都府|天文21年10月20日|細川晴元党香西元成､内藤貞正(八木城主､氏綱党)を撃破
  し､河瀬城(大堰川流域､位置不詳)奪取
1552年11月9日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾄｰﾏｽ･ｷｭｰｻﾞｯｸ卿｣｢ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ｴｲﾙﾏｰ卿｣判事(~1553
  1119)
1552年11月12日-09:00|日本|広島県神石郡神石高原町|天文21年10月26日|毛利･大内両軍,神石郡高光より尼子
  軍を追落す
1552年11月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾗﾄﾞｩ8世ｲﾘｰ･ﾊｲﾀﾞｳﾙ｣(~1553年5月)
1552年11月15日-09:00|日本|京都府京都市北区|天文21年10月29日|幕府軍､京都船岡山に出張/細川晴元軍､蓮台
  野へ退く
1552年11月16日-09:00|日本|岐阜県山県市|天文21年11月|<大桑城の戦い>斎藤道三が大桑城を包囲/土岐頼芸は
  美濃国より落ち延び姻戚関係があった近江の六角義賢 の元へ身を寄せた
1552年11月16日-09:00|日本|京都府京都市東山区|天文21年11月|足利義輝､細川晴元の上洛に備え霊山城を築城
1552年11月19日-09:00|日本|千葉県市原市|天文21年11月4日|<椎津城合戦>里見義堯は土岐頼定(万喜城)､正木
  時茂(大多喜城)を先方に2千の兵で武田(真里谷)信政が北条氏の援軍を含む1千の兵で守る椎津城に押し寄せ､
  信政に勝利/真里谷信政は自害
1552年11月20日-09:00|日本|  ||天文21年11月5日|<死去>里村昌休(43歳)連歌師
1552年11月21日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾛｳﾚｲﾛ｣(~15530313)
1552年11月22日-09:00|日本|千葉県木更津市|天文21年11月7日|<死去>下総真里谷領主｢真里谷信応｣里見氏から
  離反し自害没落
1552年11月27日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天文21年11月12日|<河瀬城合戦>(10月28日~)三好長慶に攻められ八
  木城から敗走してきた香西･波多野連合軍を河瀬氏は匿い周囲を包囲されたため降伏
1552年12月3日-08:00|中国/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  ||明･嘉靖31年11月18日|<死去>｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ｣ﾏｶｵの沖の上川(ｻﾝｼｬﾝ)
  島で病没/46歳(誕生15060407)
1552年12月12日-09:00|日本|京都府京都市右京区|天文21年11月27日|将軍義輝･三好長慶の和議破綻/足利義輝､
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  新規築城の東山霊山城入城/細川晴元､高雄口から嵯峨に現われ､桂川を渡って西岡一帯の村落を焼打ち/郡城(
  ｺｵﾘ､右京区)･西院城を守備する三好長慶被官小泉秀清･中路修理亮らは小泉城を焼いて将軍義輝のいる霊山城
  に逃れる
1552年12月12日-09:00|日本|山梨県|天文21年11月27日|定恵院の死により武田家との婚姻関係が解消したため､
  今川義元の娘嶺松院を武田晴信の嫡男義信と婚姻させる
1552年12月13日-09:00|日本|京都府京都市東山区|天文21年11月28日|清水坂の戦い/細川晴元軍､京都霊山城を
  攻撃し五条口を焼く/建仁寺､兵火に炎上
1552年12月24日-09:00|日本|山口県|天文21年12月9日|周防国山口において､ｲｴｽﾞｽ会によって､日本初のｸﾘｽﾏｽが
  ､執行される
1552年12月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｷﾞｰｽﾞ公ﾌﾗﾝｿﾜ､神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ5世(ｱﾙﾊﾞ公6万)軍を撃退.ｱﾙﾊﾞ公軍､補給続か
  ず撤退開始.包囲戦動員6万のうち帰還1万2千
1552年12月27日-09:00|日本|茨城県古河市|天文21年12月12日|<交替>古河公方｢(4代)足利晴氏｣隠居⇒｢(5代)足
  利義氏｣(~天正11年01月21日(15830213)死去)
1552年12月30日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|天文21年12月15日|三倉俊宗等､三倉郷(大久保)の八幡宮を再建
  (森町三倉)
1553年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Cristovao de Sa｣(2期目~1555.11)
1553年-07:00|ﾗｵｽ|  |||ｾｰﾀｰﾃｨﾗｰﾄ王､ﾗｰﾝﾅｰﾀｲ王国の王位継承を主張しﾁｪﾝﾏｲへ派兵
1553年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾌﾞﾙﾊｰﾝ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ1世｣
1553年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱﾌﾏﾄﾞﾅｶﾞﾙ王国国王｢ﾌｻｲﾝ･ﾆｻﾞﾑ･ｼｬｰ1世｣(~1565年死去)
1553年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝宰相｢Ma'sum Beg Safavi｣(~1568年)
1553年-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｼﾞﾌﾞﾁ/ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱﾀﾞﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Ali ibn Umar Din｣(~1555年)
1553年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ﾏﾙｺ･ﾃﾞｨ･ﾆｯｺﾛ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣(~1555年)
1553年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾄﾞｩｶｷﾝｻﾞｰﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1556年)
1553年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ｼﾞｰｹﾞﾝﾎｰﾌｪﾝｱﾝｽﾃﾙ｣(~15580726)
1553年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<交替>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｸﾙﾑﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ｱﾙｷﾋﾞｱﾃﾞｽ｣解任国外追放⇒｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞ
  ﾘﾋ｣(~16030425死去)
1553年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<再任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｹﾞｵﾙｸ1世｣(~15580717)
1553年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ公｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｵﾙｼﾆ｣
1553年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ﾔﾝ｣(~1569年)
1553年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ｶﾞｼﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾄﾞｩｶﾞﾘ･ﾏﾙｺｯｸ･ﾍﾞｲ
  ｣(~1554年)
1553年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Pedro da Cunha｣(1期目~同年)⇒｢Joao Rodriges 
  Pereira｣(~同年)⇒｢Martim Correia da Silva｣(2期目~1555年)
1553年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Diane de Poitiers｣(~1562年)
1553年-01:00|ｽｲｽ|  |||ｶﾙｳﾞｧﾝが三位一体説を誤謬と主張したｾﾙｳﾞｪを火刑に処す
1553年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾙｼｶ､仏領に
1553年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾓｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~15810602死去剥奪)
1553年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾎﾟｰﾙ･ﾕｲﾄﾌｪﾙﾄ｣(~1554年)
1553年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Luis Serrano de Vigil｣(~1555
  年)
1553年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｺｰﾄﾆｰ｣(~15560918死去)
1553年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟｰ｣
1553年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽの黒人奴隷貿易船で黄熱病が猛威をふるい乗員の大半が死亡
1553年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Manuel de Utra Corte Real｣
1553年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Alvaro de Castro｣(~1573年)
1553年 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｱがﾁﾘのｱﾗｳｺ族と戦って敗北
1553年 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po At｣(~1579年)
1553年 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾇｴﾎﾞ･ｾｺﾞﾋﾞｱ(現ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ)のﾌﾞﾘｱ鉱山(現在のﾊﾞﾙｷｼﾒﾄ市近郊)でﾐｹﾞﾙにひきいられた
  黒人奴隷の反乱
1553年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｺﾞﾝｻﾛ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｱﾝｸﾞﾛ総督,首都をｻﾝﾁｱｺﾞからﾒｷｼｺに近いﾊﾊﾞﾅへ移転
1553年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾀﾞﾘｴﾝで,逃亡奴隷｢ﾊﾞﾘｬﾉ王｣の反乱が流血の事態に発展し,ｽﾍﾟｲﾝ副王ｶﾆｪﾃが仲裁に入
  る
1553年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ市長｢ﾆｺﾗｽ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｽ･ｱ･ﾗｶﾞ｣(1回目~同年)⇒｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｶﾊﾞﾛﾝ･ｲ･
  ｱﾙﾎﾞﾚﾀﾞ｣(~1555年)
1553年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||王立ﾒｷｼｺ大学,ｻﾝﾊﾟｳﾛ大学創立
1553年1月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｷﾞｰｽﾞ公ﾌﾗﾝｿﾜが立て籠もる､ﾌﾗﾝｽ北東部ﾛﾚｰﾇ地方のﾒｯｽを包囲していた､
  神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ5世が撤退
1553年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ:ｼﾞｬｺﾓ･ﾌﾟﾛﾓﾝﾄﾘｵ(~15550104)
1553年1月13日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｸｽｺ在住のﾌﾗﾝｼｽｺ･ｴﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾋﾛｰﾝを指導者とするｴﾝｺﾒﾝﾃﾞｰﾛの反乱
1553年1月13日-09:00|日本|長野県松本市|天文21年12月29日|小笠原長時･二木氏､立て籠もっていた安曇郡中塔
  城を脱出
1553年1月14日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡肝付町|天文22年|<交替>大隅高山領主｢肝付兼続｣隠居⇒嫡男｢肝付
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  良兼｣(~元亀2年07月30日(15710820)死去)
1553年1月14日-09:00|日本|長崎県対馬市|天文22年|<交替>対馬国主｢宗晴康｣隠居⇒｢宗義調｣(~永禄9(1566)年8
  月隠居)
1553年1月14日-09:00|日本|三重県伊勢市|天文22年|<交替>伊勢･志摩国守護｢北畠晴具｣隠居⇒長男の｢北畠具教
  ｣が継ぐ(~永禄6(1563)年隠居)
1553年1月19日-09:00|日本|長野県|天文22年1月6日|信濃国小笠原長時､武田氏に信濃を追われ､越後国の長尾景
  虎を頼る
1553年2月2日-09:00|日本|京都府京都市|天文22年1月20日|<退任>関白｢二条晴良｣
1553年2月4日-09:00|日本|京都府京都市|天文22年1月22日|<就任>関白｢一条兼冬｣(~天文23(554)年2月1日)
1553年2月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣
1553年2月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｶｰﾙ2世｣(~15770323死去)
1553年2月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾁｬｰﾏ･ﾗｰｼﾞｬ3世｣
1553年2月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾃｨﾝﾏ･ﾗｰｼﾞｬ2世｣(~1572年死去)
1553年2月25日-09:00|日本|宮崎県日南市|天文22年閏1月13日|伊東義祐､日向飫肥城(島津忠親)を攻める/島津
  忠親､これを迎撃
1553年3月7日-09:00|日本|大分県大分市|天文22年閏1月23日|府内の乱/一万田鑑相､宗像鑑久､服部右京助らが
  大友氏に謀反/大友義鎮に誅伐される
1553年3月13日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾈｼｽ｣(~同年)⇒｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｶﾞﾙｼｱ｣(~同年)⇒｢ﾍﾟﾄﾞ
  ﾛ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ｺﾚｲｱ｣(~同年)⇒｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｻ｣(1回目~同年)
1553年3月23日-09:00|日本|新潟県|天文22年2月10日|<死去>前越後国主｢長尾晴景｣(45歳)
1553年3月28日-09:00|日本|広島県|天文22年2月15日|毛利元就･三村家親の連合軍､尼子派の庄為資に勝利
1553年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｺﾞﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1553年4月2日-09:00|日本|京都府京都市|天文22年2月20日|三好長慶軍､細川晴元軍を京都西郊に於いて撃破
1553年4月8日-09:00|日本|京都府京都市右京区|天文22年2月26日|三好長慶､細川晴元の戦闘､山城の鳴滝で行わ
  れ､長慶方勝利
1553年4月8日-09:00|日本|京都府京都市左京区|天文22年2月26日|細川晴元が高尾五台山に城を築く
1553年4月8日-09:00|日本|静岡県|天文22年2月26日|今川義元が｢今川仮名目録｣追加二十一箇条を制定
1553年4月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの人文主義者･作家ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾗﾌﾞﾚｰ(1483~)巨大で荒唐無稽な物語｢ｶﾞﾙｶ
  ﾞﾝﾁｭｱとﾊﾟﾝﾀｸﾞﾘｭｴﾙの物語｣(1532～64年)を著した
1553年4月13日-09:00|日本|岡山県|天文22年3月|毛利元就･三村家親の連合軍､尼子派の庄為資に勝利/三村家親
  ､嫡男元資を庄家に養子
1553年4月13日-09:00|日本|徳島県徳島市|天文22年3月|<鑓場の戦い(阿波国)>自身の舅でもあった久米義広ら
  の持隆派家臣が反乱を起こしたが三好義賢は鑓場の戦いで彼らを滅ぼした
1553年4月13日-09:00|日本|長野県埴科郡坂城町|天文22年3月|村上方の埴科郡狐落城が､大須賀久兵衛の裏切り
  で落城
1553年4月20日-09:00|日本|京都府京都市東山区|天文22年3月8日|足利義藤(義輝)も三好長慶との和睦を破棄し
  て晴元方につき､霊山城へ入る
1553年4月22日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|天文22年3月10日|細川晴元の牢人衆が畑(丹波国)にて蜂起/討伐
  のため､三好長慶が松永久秀を遣わしてこれを破る
1553年4月28日-09:00|日本|京都府京都市右京区|天文22年3月16日|松永久秀が山城畑で細川晴元の兵と戦い､こ
  れを破る
1553年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<再任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾙﾁｬ3世羊飼候｣(2回目~1554年3月)
1553年5月13日-09:00|日本|広島県三次市|天文22年4月|備後比叡尾山城の三吉氏が毛利家に臣従
1553年5月14日 02:00|日本|長野県松本市|天文22年4月2日|昼近く､武田晴信が筑摩郡苅屋原城を攻落し城主太
  田長門守資忠は生捕られた
1553年5月14日 07:00|日本|長野県安曇野市|天文22年4月2日|夕刻過ぎ､武田晴信に攻められ塔原城が自落
1553年5月15日-09:00|日本|千葉県富津市|天文22年4月3日|小田原方の北條綱成が兵を発し海を渡って安房国の
  里見義弘を攻める
1553年5月15日-09:00|日本|長野県松本市|天文22年4月3日|武田軍､会田虚空城(会田清幸)を放火,攻略
1553年5月15日-09:00|日本|広島県三次市|天文22年4月3日|江田隆連,三谿郡旗返城に拠り,尼子方に寝返る
1553年5月17日-09:00|日本|長野県|天文22年4月5日|村上方の屋代政国･塩崎氏･石川氏等が武田に寝返る
1553年5月18日-09:00|日本|広島県三次市|天文22年4月6日|芸備の国衆,三谿郡吉舎で尼子軍を撃退
1553年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾝﾘｰ7世の曾孫娘のｼﾞｪｰﾝ･ｸﾞﾚｰが､ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公の息子のｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ･ﾀﾞｯﾄﾞﾘｰ
  と結婚
1553年5月21日-09:00|日本|長野県埴科郡坂城町|天文22年4月9日|村上方の埴科郡狐落城が､大須賀久兵衛の裏
  切りで落城;武田晴信､村上義清の埴科郡葛尾城を攻略/義清は小県郡に撤退,続いて義清､越後に敗走し､長尾
  景虎(謙信)に救援を求める
1553年5月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ第79代｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾄﾞﾅｰﾄ｣
1553年5月24日-09:00|日本|広島県三次市|天文22年4月12日|毛利軍,尼子方の三谿郡江田寄国固屋を攻略
1553年5月29日-09:00|日本|愛知県名古屋市緑区|天文22年4月17日|<赤塚の戦い>織田信長八百騎で那古野を南
  下し､中根村を通って三王山布陣｡山口九郎二郎教吉1500人で北赤塚に出陣/山口方先手足軽､清水又十郎･柘植
  宗十郎･中村与八郎･萩原助十郎･成田弥六･成田助四郎･芝山甚太郎･中島又二郎･祖父江久助･横江孫八･荒川又
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  蔵/織田方先手足軽､荒川与十郎･荒川喜右衛門･峰屋般若介･長谷川挨介･内藤勝介･青山藤六･戸田宗二郎･賀藤
  助丞｡山口方萩原助十郎･中島又二郎･祖父江久助･横江孫八討死｡織田方30騎討死/織田信長､発情期の牝馬を敵
  陣に駆け込ませ､敵の武者の牝馬を制御不能にする/織田信長､手勢を二手に分け一手は桜･中村･戸部砦を攻撃
  させ､救援のために赤塚に来た山口九郎二郎と戦闘
1553年5月29日-09:00|日本|愛知県名古屋市緑区|天文22年4月17日|山口教継､織田信長から離反.鳴海城は今川
  家に帰属
1553年6月3日-09:00|日本|長野県千曲市|天文22年4月22日|<更級八幡の戦い>長尾景虎(謙信)､北信濃の国人衆
  の支援に出陣し､麻績から進軍した武田先鋒軍を更級郡八幡で破り､諸氏は旧領を回復
1553年6月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第80代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾙｶﾝﾄﾆｵ･ﾄﾚｳﾞｨｻﾞﾝ｣(~1554年)
1553年6月4日-09:00|日本|長野県埴科郡坂城町|天文22年4月23日|村上義清は葛尾城奪回に成功し､小県郡塩田
  城に拠る
1553年6月7日-09:00|日本|広島県山県郡北広島町|天文22年4月26日|吉川元春,平賀広相と盟約を結ぶ
1553年6月12日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ暫定総督｢Juan Ruiz de Villegas y Maldona
  do｣
1553年6月12日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Alonso Arias de Villasinda｣(~1557年
  死去)
1553年6月14日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|天文22年5月4日|安見宗房､畠山氏配下城州上三郡守護代､大和鷹山
  城主･鷹山弘頼を高屋城で自刃させる
1553年6月20日-09:00|日本|広島県庄原市|天文22年5月10日|毛利軍,三上郡高表･信敷･本郷で尼子軍を撃退
1553年6月22日-09:00|日本|岡山県真庭市|天文22年5月12日|<美作勝山合戦>尼子軍3千が高田の村に討って出て
  きたので浦上軍は後藤勝基など美作勢2千でこれを迎撃.浦上軍美作勢の敗色が目立ってきたため浦上軍播磨
  勢7百余騎が尼子軍の横合いに攻めこみ突き崩した.しかし後詰めに控えていた尼子軍2千7百余騎が崩れる味
  方を助けるため浦上軍播磨勢に討ってかかってきた.宗景は備前勢1千5百を援軍として向かわせ、先陣を助け
  て攻め戦った/両軍入り乱れて戦ったが勝負がつかず日暮れになったので互いに兵を引き揚げ再び睨みあって
  対陣
1553年6月23日-09:00|日本|愛知県豊川市|天文22年5月13日|大檀那牧野出羽守保成･牧野伝三郎成元･牧野右馬
  允成定･岩瀬和泉守善性氏高･檀那竹本四郎左衛門成久､大恩寺阿弥陀堂(豊川市御津町広石)造営
1553年6月30日-09:00|日本|広島県庄原市|天文22年5月20日|毛利元就､尼子晴久を備後国萩瀬で破る
1553年7月2日-09:00|日本|岡山県真庭市|天文22年5月22日|<美作勝山合戦>尼子軍は5百騎が先陣となり､さらに
  1千騎がニ陣に備え宗景の先陣に対して撃ってかかる.浦上軍は小寺など播磨勢3千騎が備えを進めて戦ったが
  序々に浦上軍は不利になり散り散りになって引き退いた.浦上軍美作勢2千騎はこれに入れ替わって戦った.尼
  子軍も1千騎の部隊を投入､浦上軍もさらに播磨勢5千騎を投入.尼子軍もまた尼子紀伊守ら1万騎ばかりで攻め
  かかったため大軍が入り混じって乱戦となった.両軍は午後2時頃まで戦ったが浦上軍は多勢に無勢で尼子軍
  に敗れ前後一つになって敗走/浦上軍の先陣は打ち負け討ち取られた首級は750､討ち取った首級は330だった
1553年7月5日-09:00|日本|広島県庄原市|天文22年5月25日|毛利軍,恵蘇郡荻瀬で尼子軍を破る/尼子軍,同郡山
  内まで退く
1553年7月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ6世｣肺結核で/15歳(誕生15371012)ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ公が
  医物に毒を盛るよう指示したとの説もある
1553年7月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ﾓｰﾘｯﾂ｣戦死
1553年7月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｼﾞｰﾌｪﾙｼｬｳｾﾞﾝでｻｸｿﾆｱ選帝侯ﾓｰﾘｯﾂがﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ･ｱﾙｸﾋﾞｱﾃﾞｽを破
  る
1553年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ対立王位請求者｢ｼﾞｪｰﾝ･ｸﾞﾚｲ｣ｻﾌｫｰｸ公ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲとﾌﾗﾝｾｽ･ﾌﾞﾗﾝ
  ﾄﾞﾝの女子(~7.19廃位~15540212斬首刑16歳)
1553年7月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ選帝侯｢ｱｳｸﾞｽﾄ｣(~15860211死去)
1553年7月11日-09:00|日本|愛知県知立市|天文22年6月|今川義元､駿遠三の軍勢を以って､重原城(重原)山岡河
  内守伝五郎を攻取る
1553年7月13日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾀﾞ･ｺｽﾀ｣(~15580103)
1553年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾒｱﾘｰ1世(血塗れのﾒｱﾘｰ)｣ﾍﾝﾘｰ8世とｷｬｻﾘﾝ･ｵﾌﾞ･ｱﾗｺﾞﾝの女
  子(~15581117死去42歳)ｶﾄﾘｯｸ復帰政策が始まる
1553年7月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ対立王位請求者｢ｼﾞｪｰﾝ･ｸﾞﾚｲ｣(~15540212斬首刑16歳)
1553年7月27日-09:00|日本|徳島県|天文22年6月17日|<死去>阿波国守護｢細川持隆｣三好義賢に攻められ､自刃⇒
  三好義賢の子｢細川真之｣が継ぐ(~天正10年10月8日(15821103)死去滅亡)
1553年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｻﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄ｣先代の子(~15540825死去)
1553年8月5日-09:00|日本|千葉県富津市|天文22年6月26日|房州逆乱起こり､妙本寺日我､金谷城へ逃れる
1553年8月9日-08:00|中国|  ||明･嘉靖32年7月|河南で師尚詔の農民反乱がおこる
1553年8月11日-09:00|日本|大阪府高槻市|天文22年7月3日|三好長慶が芥川孫十郎の籠る芥川山城(摂津国)の東
  の山に陣取り芥川山城を攻める
1553年8月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｶﾙﾛ3世｣
1553年8月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｴﾏﾇｴｰﾚ･ﾌｨﾘﾍﾞﾙﾄ｣(~15800830死去)
1553年8月18日-09:00|日本|福島県伊達市|天文22年7月10日|陸奥/伊達晴宗､懸田俊宗を破り､これを滅ぼす
1553年8月20日-09:00|日本|愛知県|天文22年7月12日|<死去>尾張国守護｢斯波義統｣親今川方清須守護代｢織田信
  友｣の将坂井大膳･河尻左馬丞･織田三位に殺される(清洲城の変)/嫡男｢斯波義銀｣は織田信長を頼り那古屋城
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  に逃げる⇒以降､尾張国守護は不在
1553年8月20日-09:00|日本|滋賀県米原市|天文22年7月12日|<太尾山城合戦>六角義賢が京極高廣を擁した淺井
  久政と太尾山城で合戦に及び大勝し淺井氏を降伏させた
1553年8月21日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|天文22年7月13日|保田妙本寺兵禍焼失
1553年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公･初代ｳｫﾘｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣大逆罪で処刑･爵位剥
  奪(誕生1502年)
1553年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣先代の息子(~15541021死去)
1553年8月23日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｽﾚｲﾏﾝ1世が､ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝軍がｱﾅﾄﾘｱに侵攻したため､ｲﾗﾝ遠征に出発
1553年8月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王軍､ｼﾞｪﾉｳﾞｧ領｢ｺﾙｼｶ島｣を占領
1553年8月26日-09:00|日本|愛知県清須市|天文22年7月18日|<安食･成願寺の戦い>織田信長､柴田勝家ら7将で清
  洲城を攻める/清洲勢は山王口から攻め入った敵に対し安食村で防いだがかなわず､成願寺でも支えられず､つ
  いに清洲の町口まで追い詰められ反撃を試みたが､織田三位･河尻左馬丞･雑賀修理･原殿･八坂･高北･古沢七郎
  左衛門･浅野久蔵ら310人討死
1553年8月31日-09:00|日本|広島県三次市|天文22年7月23日|<高杉城合戦>毛利元就､祝甲斐守に勝利,三谿郡高
  杉城を攻略.祝甲斐守は討死
1553年9月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾙｲｽ･ﾀﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~15540429)
1553年9月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾃﾞ･ｿｰｻ｣(~1556年)
1553年9月2日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天文22年7月25日|龍造寺隆信は鹿江崎に上陸し､隆信追い落しに加わ
  った佐嘉周辺の諸将の居城･館を攻め落し
1553年9月4日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天文22年7月27日|肥前･龍造寺隆信､神代勝利を破り､佐嘉城に入る
1553年9月4日-09:00|日本|静岡県静岡市|天文22年7月27日|今川義元が山口左馬助義繼(教繼)･山口九郎二郎教
  吉を駿河へ招き切腹させる
1553年9月6日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｵﾒﾃﾞｽ｣
1553年9月8日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ｸﾞﾘｭｴﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾌﾞｰﾚﾙ｣(~15540102)
1553年9月8日-09:00|日本|京都府京都市東山区|天文22年8月1日|<船岡山合戦>三好長慶､足利義藤･細川晴元ら
  に勝利,霊山城陥落.足利義藤と細川晴元､京から近江朽木方面に逃避.室町幕府､瓦解(幕府の中絶)
1553年9月8日-09:00|日本|長野県小県郡長和町|天文22年8月1日|武田晴信(信玄)､村上方の小県郡和田城を攻め
  落とす
1553年9月11日-09:00|日本|長野県上田市|天文22年8月4日|村上方の武石城も自落し､高烏屋城は落城
1553年9月12日-09:00|日本|長野県上田市|天文22年8月5日|<滅亡>信濃葛尾領主｢村上義清｣武田晴信に最後の拠
  点､小県郡塩田城を攻略され越後国へ逃れる
1553年9月12日-09:00|日本|長野県上田市|天文22年8月5日|武田晴信の出現に驚いた小泉城の小泉重成は自ら小
  泉城を壊し､室賀城を誘って武田氏に降伏
1553年9月15日-09:00|日本|青森県八戸市|天文22年8月8日|八戸城攻撃/八戸宗暘､和を乞い､龍造寺長信に旧領
  を返還
1553年9月18日-09:00|日本|秋田県能代市|天文22年8月11日|<死去>出羽桧山領主｢安東舜季｣⇒子の｢安東愛季｣
  が継ぐ(⇒元亀元(1570)年湊家と統合⇒天正10(1582)年､出羽脇本~天正15年09月01日(15871002)病死)
1553年9月22日-09:00|日本|愛知県海部郡大治町|天文22年8月15日|坂井大膳(清洲城将)､坂井甚介･河尻与一･織
  田三位と共に尾張国松葉城を攻略､織田伊賀守(松葉城将)･織田右衛門尉(深田城将)を人質とし
1553年9月23日-09:00|日本|愛知県清須市|天文22年8月16日|織田信長(織田上総介信長)､尾張国那古野城を発し
  稲庭地の川端まで進撃/守山より織田孫三郎(織田信秀舎弟)が合流し､萱津口(海津口)を攻撃/織田信長(信長)
  ､清洲衆を撃破して清洲城まで進撃し苅田
1553年9月25日-09:00|日本|大阪府高槻市|天文22年8月18日|細川晴元の牢人衆･塩川伯耆守が池田(摂津国)にて
  蜂起し芥川山城(摂津国)の後詰に赴くが敗れる
1553年9月26日-09:00|日本|大阪府高槻市|天文22年8月19日|芥川孫十郎､安見直政に降伏し､攝津芥川城から退
  去する
1553年9月30日-09:00|日本|広島県竹原市|天文22年8月23日|平賀弘保,大檀那として,賀茂郡田万里八幡宮の社
  殿を再興
1553年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾘﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣
1553年10月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾄｲｶﾞﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~15560223)
1553年10月2日-09:00|日本|大阪府高槻市|天文22年8月25日|三好長慶､芥川山城に入城し､本拠を越水城から移
  す
1553年10月6日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｶﾗ･ｱｰﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~15550929)
1553年10月7日-09:00|日本|滋賀県高島市|天文22年8月30日|足利義藤､三好長慶との戦いに敗れ､朽木谷へ退く
1553年10月8日-09:00|日本|兵庫県神戸市|天文22年9月|松永久秀､三好長慶から｢滝山城｣(神戸市中央区)を預け
  られ､初めて｢城持大名｣となる(居住は京都)
1553年10月8日-09:00|日本|長野県|天文22年9月1日|<第一次川中島の戦い>村上義清や北信国衆の要請を受け長
  尾景虎が信濃へ侵攻､布施の戦い(現長野市篠ﾉ井)で武田軍の先鋒を破り､軍を進めて荒砥城(現千曲市上山田
  地区)を落とし､虚空蔵山城を攻略/武田軍は塩田城から反撃するが､小規模な戦闘に終わり両軍は撤退
1553年10月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ｱﾙﾌｫﾝｿ2世｣(~15971027死去)
1553年10月10日-09:00|日本|長野県東筑摩郡|天文22年9月3日|<第1回川中島戦い>景虎は青柳城(筑北村/東筑摩
  軍旧坂北村)を破り､麻績(東筑摩郡麻績村)､会田(松本市/東筑摩軍旧四賀村)まで取り返した
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1553年10月10日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|天文22年9月3日|松永久秀が弟長頼とともに丹波へ出陣､八上城
  に波多野与兵衛(晴通)と戦い敗れるが､退却時に三好政勝らに落とされた八木城を奪回して入る/長頼が内藤
  氏を嗣ぎ八木城主となる
1553年10月20日-09:00|日本|長野県千曲市|天文22年9月13日|<第1回川中島戦い>夜､塩田城にいた武田軍が麻績
  ､荒砥城に放火させ､反撃
1553年10月21日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|天文22年9月14日|入来院氏との岩剱城の戦､貴久側の郡山衆28名
  は蒲生郷新留にて敵8人を討ち取る
1553年10月24日-09:00|日本|長野県埴科郡坂城町|天文22年9月17日|長尾勢は坂木南条を放火したものの塩田城
  までもは攻略できず
1553年10月25日-09:00|日本|京都府亀岡市|天文22年9月18日|<数掛山城の戦い>三好長慶の家臣松永久秀､弟の
  長頼が､晴元方の波多野氏数掛山城を攻撃/しかし晴元方の援軍三好宗渭､香西元成による背後からの奇襲を受
  け敗北/この戦いで丹波守護代内藤国貞が討死したため､松永長頼が内藤家の居城八木城へ入り跡を継ぐ(後に
  内藤宗勝と名乗る)/この頃､三好長慶は摂津芥川山城を攻略､居城とする
1553年10月26日-09:00|日本|兵庫県養父市|天文22年9月19日|<第3次八上城の戦い>丹波･松永長頼(久秀弟)､八
  上城に丹波波多野晴通を攻めるが､香西元成の援軍に敗れ､退却時に三好政勝らに落とされた八木城を奪回/長
  頼が内藤氏を嗣ぎ八木城主となる
1553年10月27日-09:00|日本|新潟県|天文22年9月20日|<第一次川中島の戦い(信濃国)>塩田城に籠もった晴信が
  決戦を避けたため､景虎は一定の戦果を挙げたとして越後国へ引き揚げた
1553年11月7日-09:00|日本|  ||天文22年10月2日|<死去>山崎宗鑑(89歳)連歌師､俳諧師
1553年11月7日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|天文22年10月2日|比志島義弘､岩剱城にて参戦.家臣10人と共に戦
  死
1553年11月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｸｽｺでｽﾍﾟｲﾝ人入植者のﾋﾛﾝがｽﾍﾟｲﾝ支配に対して反乱/ｳｱﾏﾝｶﾞ(現ｱﾔｸｰﾁｮ
  ),ｱﾚｷﾊﾟの植民者もこれに同調
1553年11月12日-09:00|日本|山梨県|天文22年10月7日|<第1回川中島戦い>武田信玄も､塩田城をあとにし､甲斐
  に戻る
1553年11月13日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天文22年10月8日|<加与丁の戦い>龍造寺隆信は村中城に復帰して､
  蓮池城を攻撃.小田政光は城から打って出て加余丁で龍造寺氏と衝突するも､力及ばず敗れて城に逃げ帰った(
  その後､隆信に降伏して龍造寺氏の家臣となった)
1553年11月15日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|天文22年10月10日|石見･津和野三本松城主･吉見正頼､陶打
  倒を掲げて挙兵
1553年11月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｱﾝｿﾆｰ･ｾﾝﾄ･ﾚｼﾞｪ卿｣(5回目~15560526)
1553年11月24日-09:00|日本|広島県三次市|天文22年10月19日|<旗返城合戦>備後･毛利元就･大内軍､旗返城(江
  田隆連)を攻略/江良房栄が入城.亀山城主の小奴可隆盛は討死(山内隆通や多賀山通続らは毛利家に帰属)
1553年12月1日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天文22年10月26日|龍造寺隆信､龍造寺鑑兼を水江に下し､弟家信に与
  える
1553年12月25日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾁﾘ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｱ｣のｽﾍﾟｲﾝ軍,ｱﾗｳｺ軍に敗走中捕らえら
  れ,拷問の上処刑される
1553年12月25日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬｸﾞﾗ･ﾍﾞﾗｽｹｽ(2回目)｣｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞ･ｷﾛｶ
  ﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ｳｼﾞｮｱ(1回目)｣(~1555年2月)､対立総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱｷﾞｰﾚ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~1555年2月)
1553年12月31日-09:00|日本|滋賀県米原市|天文22年11月26日|<地頭山の戦い>六角義賢が浅井久政を撃破/浅井
  久政は六角氏の傘下に入る/京極高延は支持者を失い没落
1554年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾋﾝﾄﾞﾙ国
1554年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ3世｣
1554年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ3世｣(~1561年死去)
1554年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Aboobakuru2世 Asaalees Loka｣(~1557年)
1554年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｱｽﾄﾗﾊﾝ･ﾊﾝ｢ﾀﾞﾙｳｨｯｼｭ･ｱ･ﾘｰ｣(3回目~1556年)
1554年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾋｼﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ﾋﾟﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｸﾊﾞﾄﾞ･ﾊﾟ
  ｼｬ｣(~1557年)
1554年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝ｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ｿｳｻ｣(~1558年)
1554年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Alonso de Urrea｣(~1559年)
1554年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Anne de ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ｣(~15671112死去)
1554年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公(~1572年)､｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣ｻﾞｸｾﾝ
  公(~1566年)
1554年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾗ･ｵｽﾏﾝ･ｶｰﾝ｣(~1555年)
1554年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｱﾙｼﾞｪﾘｱのｼﾞｬｰﾝ朝を滅ぼす
1554年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾒﾙｶﾄﾙがﾖｰﾛｯﾊﾟの正方位地図を作成
1554年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ｸﾇｰﾄﾞ･ｽﾃﾝｾﾝ｣(~1560年)
1554年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan Lopez de Cepeda｣(~1557年)
1554年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨﾑ･ﾃﾞ･ｶﾙﾊﾞｰﾘｮ｣(~1564年)
1554年 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾌﾛﾘﾀﾞを根拠地とするﾌﾗﾝｽ人海賊ｼﾞｬｯｸ･ｿﾜｰﾙの率いるﾕｸﾞﾉｰ集団,ｻﾝﾁｱｺﾞの町を30日間に
  わたり占拠,略奪
1554年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ｱﾝﾌﾞﾛｼﾞｵ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(1回目~1556年)
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1554年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｲﾊﾞﾗ,ﾇｴﾊﾞ･ｶﾞﾘｼｱ北方のﾇｴﾊﾞ･ﾋﾞｽｶﾔ地方(現ｿﾉﾗおよびｼﾅﾛｱ州)を征服
1554年1月2日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾗ･ｻﾝｸﾞﾙ｣(~15570818没)
1554年1月2日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾏﾇｴﾙ｣
1554年1月6日-09:00|日本|広島県庄原市|天文22年12月3日|毛利家臣の宍戸隆家の説得により､備後甲山城の山
  内隆通が毛利方となる/備後蔀山城の多賀山氏が毛利家に臣従
1554年1月11日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾃﾞｨｯｶ｣(~15560306)
1554年1月16日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天文22年12月13日|戸田宣光､姜神明宮(豊橋市東田町)社殿1宇造営
1554年1月20日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ公(王位継承者)｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ｣(~15570611､ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ1世として
  即位)ﾝ･ﾏﾇｴﾙ｣
1554年1月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｰ･ﾄﾏｽ･ﾜｲｱｯﾄが､ﾒｱﾘｰ1世がｽﾍﾟｲﾝのﾌｪﾘﾍﾟと結婚することに反対してｹﾝﾄ州で
  反乱を起こす
1554年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ﾗｳﾀﾛ,ﾏﾘｸﾞｴﾆｭでもｽﾍﾟｲﾝ軍を打ち破る
1554年2月2日-09:00|日本|長野県木曽郡|天文23年|<死去>信濃木曽谷領主｢木曽義在｣病没⇒子の｢木曽義康｣が
  継ぐ(~天正7(1579)年死去)
1554年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･光宝1年|大越莫朝･光宝と改元(-1561)
1554年2月2日-09:00|日本|愛知県知多市|天文23年1月|今川軍､寺本に砦を築き､松平越前守長勝を置き､謀り事
  をもって寺本城(知多市寺本)降し､小川城(水野下野守信元)の糧道絶つ
1554年2月2日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|天文23年1月|太原崇孚､大龍山臨済寺で｢歴代序略｣出版(中国の歴
  史書)雪斎弟楽全軒建乗善得寺で｢聚分韻略｣出版(静岡で印刷第一号)
1554年2月3日-09:00|日本|兵庫県丹波市|天文23年1月2日|<黒井城の乗っ取り戦>赤井直正は荻野秋清へ年初の
  挨拶に黒井城に出向いき､荻野秋清を暗殺し黒井城を乗っ取ってしまう
1554年2月4日-09:00|日本|静岡県浜松市|天文23年1月3日|井伊信濃守直盛29歳､竜潭寺阿弥陀堂(浜松市北区引
  佐町井伊谷)建立
1554年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>前ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ対立王位請求者｢ｼﾞｪｰﾝ･ｸﾞﾚｲ｣斬首刑/16歳(誕生1537年)
1554年2月19日-09:00|日本|宮崎県西都市|天文23年1月18日|伊東義祐､本拠を佐土原から都於郡に移す
1554年2月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ公･ﾄﾞｰｾｯﾄ候｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣処刑剥奪
1554年2月25日 07:20|日本|愛知県知多郡東浦町|天文23年1月24日|<村木砦の戦い(尾張国)>辰の刻(8時)､織田
  信長が斎藤道三援軍とともに村木砦に攻撃開始/織田軍が攻め続けたことで村木砦側は負傷者･死者が増え､つ
  いに降伏/申の下刻(16時20分)ごろ､戦闘終了
1554年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾊﾟﾄﾗｼｭｸ良候｣(~15571224没)
1554年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1554年3月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣(~15651021死去)
1554年3月4日-09:00|日本|京都府京都市|天文23年2月1日|<死去>関白｢一条兼冬｣/一条内基が家督継承(関白職
  は3月2日まで空位)
1554年3月5日-09:00|日本|静岡県富士市|天文23年2月2日|今川軍､吉良義昭を攻める為､西三河へ向かった後､北
  条氏康､織田信長と通じ､3万率いて駿河に侵攻､吉原･柏原郷(富士市)に陣
1554年3月13日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾀﾏｽ･ｸﾞﾛﾌ･ﾅｰﾀﾞｽﾃﾞｨ･ﾅｰﾀﾞｽﾃﾞｨ･ｴｽ･ﾌｫｶﾞﾗｽﾌ
  ｪﾙﾃﾞｨ｣(~15620602没)
1554年3月15日-09:00|日本|  ||天文23年2月12日|<改名>室町幕府13代将軍｢足利義藤｣⇒｢足利義輝｣
1554年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世がﾛﾝﾄﾞﾝ搭に幽閉される
1554年4月 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Alonso Esteves｣(~1555年)
1554年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲﾉﾁｪﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗﾝｸﾃｨ｣｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾃﾞｨ･ｴｳﾞｧﾝｼﾞｪﾘｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1554年4月2日-09:00|日本|岐阜県|天文23年3月|<交替>美濃国領主｢斎藤道三｣隠居⇒子の｢斎藤義龍｣(~永禄4年5
  月11日(15610623)死去)
1554年4月2日-09:00|日本|佐賀県|天文23年3月|三溝口の戦い/高木鑑房､龍造寺隆信に和を乞うが隆信､警戒し
  殺す
1554年4月2日-09:00|日本|静岡県|天文23年3月|武田信玄､今川救援のため駿河に出兵し､北条軍と刈屋川で戦う
1554年4月2日-08:00|中国|  ||明･嘉靖33年3月|明が銭法を改正し銀1分を導入､私造の悪銭の使用を禁止
1554年4月3日-09:00|日本|京都府京都市|天文23年3月2日|<就任>関白｢近衛前久｣(~永禄11(1568)年11月)
1554年4月4日-09:00|日本|静岡県富士市|天文23年3月3日|<善徳寺会盟>今川義元と武田晴信と北条氏康､同盟を
  締結
1554年4月4日-09:00|日本|山口県山口市|天文23年3月3日|<三本松城の戦い>大内軍に攻められ三本松城の支城
  である賀年城(城主の波多野滋信･秀信親子と援軍の吉見範弘･下瀬頼定)落城/波多野親子､吉見範弘らが討ち
  死にし､下瀬や吉賀は敗走
1554年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｰ･ﾄｰﾏｽ･ﾜｲｱｯﾄが処刑される/(誕生:1521頃)/ﾒｱﾘｰ1世の結婚に反対して反乱
  を起こした貴族
1554年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｷﾞｰｽﾞのﾒｱﾘｰ皇太后が､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ女王ﾒｱﾘｰの摂政となる
1554年4月17日-09:00|日本|山口県岩国市|天文23年3月16日|陶晴賢の命で弘中隆包､重臣である江良房栄を殺害
1554年4月25日-09:00|日本|鳥取県西伯郡大山町|天文23年3月24日|伯耆の大山の中腹にある大山寺の堂宇がこ
  とごとく焼失
1554年5月12日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文23年4月11日|宮尾城が毛利軍に占拠された
1554年5月13日-09:00|日本|京都府|天文23年4月12日|松永久秀,三好長慶とともに丹波桑田郡へ出陣､三好政勝
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  方の小城を攻め落とす
1554年5月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世が､ﾛﾝﾄﾞﾝ塔での2ヵ月の獄中生活から生還
1554年5月21日-09:00|日本|愛知県清須市|天文23年4月20日|守山城｢織田孫三郎信光｣､守護代｢織田大和守勝勝
  秀｣を殺し清洲城を奪い織田信長に譲り､那古野城主になる
1554年5月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第80代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾏﾙｶﾝﾄﾆｵ･ﾄﾚｳﾞｨｻﾞﾝ｣贖罪と断食で衰
  弱して
1554年6月8日-09:00|日本|愛知県豊田市|天文23年5月9日|岡崎城番馬場幸家･堀越義久､3500騎率い足助城を攻
  める/城主鈴木越後守重直､子鈴木兵庫助信重を人質にして今川方に降る
1554年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第81代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾆｴﾙ｣(~1556年)
1554年6月11日-09:00|日本|広島県広島市|天文23年5月12日|<佐東銀山城合戦>毛利元就､大内義長から離反､陶
  晴賢方の銀山城､己斐城を攻略/毛利軍は江良賢宣が置かれている桜尾城へ進軍途中､羽仁有繁が守っていた支
  城の草津城を落とし､そのまま桜尾城も落とした/厳島の対岸にある桜尾城が陥落したことにより､厳島も毛利
  が奪取
1554年6月21日-09:00|日本|広島県|天文23年5月22日|毛利氏,天野隆綱と盟約を結ぶ
1554年6月30日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天文23年6月|吉田城代伊東左近将監元実･代官藤原朝臣吉田四郎左衛
  門重安･作事奉行畑三郎左衛門勝吉･作事奉行佐久間平助光信､吉田牛頭天王社(関屋町)社殿造営
1554年7月-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｲﾗﾝに侵攻し､ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ､ｴﾘｳﾞｧﾝを征服
1554年7月4日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文23年6月5日|<折敷畑の戦い(安芸国)>毛利元就が､陶晴賢の派遣
  した宮川房長の軍を安芸の折敷畑で迎えうち破る.宮川房長は自害
1554年7月6日-09:00|日本|  ||天文23年6月7日|大内義長と尼子晴久､和睦し同盟
1554年7月15日-09:00|日本|大阪府|天文23年6月16日|<死去>和泉上半国守護(山城国勝龍寺城城主)｢細川元常｣/
  家督は｢細川藤孝｣が継承
1554年7月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王･ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ2世｣(ﾐﾗﾉ公ﾌｪﾘﾍﾟ1世)(~15980913死去)
1554年7月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝兼ｽﾍﾟｲﾝ王ｶﾙﾛｽ1世とｲｻﾍﾞﾙ･
  ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｩｶﾞﾙの男子.女王ﾒｱﾘｰと結婚(~15581117退位~15980913死去71歳)
1554年7月30日-09:00|日本|静岡県|天文23年7月|北条氏康の娘早川殿と今川義元の嫡男氏真が婚姻
1554年7月31日-09:00|日本|宮崎県日南市|天文23年7月2日|伊東軍､古市時任付近の作薙を行う/島津兵､これを
  見て出陣/飫肥城が手薄になったところを伊東軍が総攻撃を仕掛けるも失敗
1554年8月7日-09:00|日本|鹿児島県出水郡長島町|天文23年7月9日|長島領主｢長島鎮真｣が堂崎城を放棄し薩州
  島津家を頼って出水に逃亡⇒肥後人吉領主｢相良晴広｣は同城に兵を進めてこれを占領
1554年8月10日-09:00|日本|愛知県|天文23年7月12日|<死去>尾張国守護｢斯波義統｣守護代織田信友に清洲城を
  攻められ死亡⇒｢斯波義銀｣が継ぎ那古野城へ逃げて信長に保護された(~1556年)/織田信長は守護代格として
  格式を得る
1554年8月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||親征したﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世､｢ﾗﾝﾃｨの戦い｣で神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ5世に勝利
1554年8月14日-09:00|日本|静岡県|天文23年7月16日|｢今川氏真｣が｢北条氏康｣娘早川殿と結婚
1554年8月16日-09:00|日本|愛知県名古屋市北区|天文23年7月18日|<安食の戦い>柴田勝家､安食の成願寺前で川
  尻與一･織田三位を討つ
1554年8月22日-09:00|日本|長野県下伊那郡|天文23年7月24日|武田晴信,伊奈郡の神之峰城主知久頼元･座光寺
  氏が叛いたため信濃下伊那に出陣､信濃下伊那地方を平定
1554年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｻﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄ｣
1554年8月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｻﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣先代の孫(~15720602死刑剥奪)
1554年8月29日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|天文23年8月2日|<三本松城の戦い>(4月17日~)大内軍は12回
  に及ぶ三本松城総攻撃を行うが､籠城側は防衛に成功/さらに､三本松城の支城である下瀬城と御嶽城でも籠城
  が続いていた
1554年9月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾜｯﾀｰｽ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾘｰ･ｱﾌﾞｰ･ﾊｻﾝ｣
1554年9月2日-09:00|日本|長野県小諸市|天文23年8月6日|武田晴信･義信は信濃国に入り､佐久で抵抗する小室
  城の大井高政ほか､同調する豪族を滅ぼす
1554年9月3日-09:00|日本|長野県飯田市|天文23年8月7日|武田晴信･義信､南伊那の小笠原氏の鈴岡城を落とす
  小笠原信定､京都に逃れる
1554年9月9日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天文23年8月13日|<死去>本願寺第10世｢証如(光教)｣39歳/12歳
  の顕如が継承
1554年9月11日-09:00|日本|茨城県土浦市|天文23年8月15日|常陸国小田城主小田氏治は部將新治郎土浦城主菅
  谷摂津守勝貞入道喜翁をして新治郡木田余城主信太勢守範宗を土浦城に誘って殺害
1554年9月11日-09:00|日本|長野県飯田市|天文23年8月15日|武田晴信･義信､南伊那の知久氏の神峰城を落とす､
  知久頼元父子が捕らえられる/次いで､吉岡城の下条信氏ら､晴信(信玄)に降る/｢信玄､伊那を平定｣
1554年9月12日-09:00|日本|佐賀県|天文23年8月16日|<任命>肥前国守護｢大友義鎮(宗麟)｣(~永禄元(1576)年正
  月隠居)
1554年9月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣(~15550616死去)
1554年9月27日-09:00|日本|兵庫県小野市|天文23年9月1日|三好長逸､播磨に出陣し依藤(別所)城外で交戦､三木
  次郎は敗れ依藤城に籠城
1554年9月28日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|天文23年9月2日|<三本松城の戦い>吉見正頼が子･亀王丸(後
  の吉見広頼)を山口に人質として送ることを条件に大内義長に降伏,和睦が成立
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1554年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ｵﾉﾌﾘ｣
1554年10月6日-09:00|日本|愛知県豊川市|天文23年9月10日|吉田城代伊東左近将監元実､龍雲山三明寺(豊川市
  豊川町)造営
1554年10月8日-09:00|日本|兵庫県三木市|天文23年9月12日|三好長逸は､依藤城包囲の傍ら10日間に付城･出丸
  等7ヶ所を陥落し美嚢郡を攻略,この日引揚げる
1554年10月10日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|天文23年9月14日|<岩剣城の戦い>島津貴久の弟忠将は岩剣城外に
  出張っていた祁答院軍に対し種子島銃で攻撃/祁答院軍も種子島銃で応戦/初めて鉄砲が実戦で使用された
1554年10月11日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文23年9月15日|安芸･毛利元就､折敷畑で宮川房長を破る
1554年10月14日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|天文23年9月18日|島津忠将は､戦船50余隻をもって別府川を遡り､
  鉄砲で帖佐城を攻めた
1554年10月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾀﾞﾄﾞﾘｰ｣
1554年10月25日-09:00|日本|広島県江田島市|天文23年9月29日|毛利元就と小早川の警固衆が呉･能美衆らを討
  伐､安芸能美島を占領
1554年10月28日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|天文23年10月2日|<岩剣城の戦い>祁答院良重(13代)の嫡男･重経
  が､岩剣城の戦いで島津氏に敗れ戦死
1554年10月29日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|天文23年10月3日|未明,祁答院良重(13代)は島津氏に岩剣城を開
  城/帖佐城に撤退
1554年10月30日-09:00|日本|京都府京都市|天文23年10月4日|陰陽師･勘解由小路在富､養子の勘解由小路在種(
  弟在康の子)を殺害
1554年11月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｻﾙｳﾞｧﾄｰﾚ･ﾐﾁｴﾘ｣(~15560501死去)
1554年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||この月､ｲｷﾞﾘｽ議会で国王至上法などの反ﾛｰﾏ立法が取り消される/新教徒迫害が
  過酷となる
1554年11月10日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾋﾛｰﾝ軍,ﾁﾁｶﾒ北西のﾌﾟｶﾗのたたかいで壊滅/ｸｽｺの反乱終結
1554年11月10日-09:00|日本|京都府綾部市|天文23年10月15日|綾部城攻撃/龍造寺隆信が綾部鎮幸の綾部城を攻
  撃/少弐冬尚､城主と共に山浦城へ逃亡
1554年11月10日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|天文23年10月15日|<第一次門司城の戦い>(13日~)戸次鑑連
  (立花道雪)らの大友軍1万5千は豊前柳ヶ浦で毛利元就と小早川隆景を大敗させ毛利勢は総崩れし,門司城を奪
  還された
1554年11月20日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文23年10月25日|毛利軍,陶氏の佐西郡友田固屋を攻略
1554年11月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｽｰﾙｰ朝ｼｬｰ｢ｲｽﾗｰﾑ･ｼｬｰ｣ｽｰﾙ朝が分裂
1554年11月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ朝ｼｬｰ｢ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ｣(~12月従兄のﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰに背かれ暗
  殺された)
1554年11月25日-09:00|日本|島根県安来市|天文23年11月1日|尼子晴久､新宮党尼子国久･誠久父子を殺害
1554年11月26日-09:00|日本|兵庫県神戸市西区|天文23年11月2日|<第二次枝吉城の戦い>三好長慶は兵をあげ､
  まず先陣として三好実休隊と篠原長房隊が枝吉城を攻囲､すぐには合戦とはならず枝吉城明石某軍も防備に徹
  し籠城戦となった
1554年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｽｰﾙｰ朝ｼｬｰ｢ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ｣従兄のﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰに背かれ暗殺された
1554年12月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ朝ｼｬｰ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ｣(~1555年死去)
1554年12月1日-09:00|日本|茨城県古河市|天文23年11月7日|<古河御所の戦い>足利晴氏･藤氏､北条氏康に叛す
  るも氏康下総古河城を陥れ足利晴氏･藤氏父子を相模波多野に幽閉
1554年12月4日-09:00|日本|千葉県君津市|天文23年11月10日|北条綱成以下､玉縄衆の軍勢が久留里に対する向
  久留里(向郷)へ陣とり久留里城を攻めるが落城せず
1554年12月8日-09:00|日本|静岡県浜松市|天文23年11月14日|藤原直貞､六所大明神(浜松市北区引佐町的場)社
  殿再建
1554年12月9日-09:00|日本|愛知県春日井市|天文23年11月15日|吉田城代伊東左近将監元実･代官吉田四郎左衛
  門尉重定･作事奉行畑三郎左衛門尉勝吉･作事奉行佐久間半助光信､三河石巻大明神下社社殿造営
1554年12月14日-09:00|日本|熊本県|天文23年11月20日|<死去>肥後国主｢菊池義武｣大友義鎮(宗麟)に攻められ
  て自刃/菊池氏宗家は断絶
1554年12月19日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文23年11月25日|友田高森要害が陥落/毛利軍を悩ました山里一
  揆終結
1554年12月20日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|天文23年11月26日|那古野城主織田信光(信長の父･信秀の弟)
  ､家臣坂井孫八郎に殺害される
1554年12月25日-09:00|日本|神奈川県|天文23年12月|北条氏政､武田信玄の娘黄梅院殿と結婚
1554年12月29日-09:00|日本|新潟県柏崎市|天文23年12月5日|<北条城の戦い(越後国)>長尾景虎家臣の北条高広
  が武田信玄と通じて謀反
1555年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣
1555年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Duarte d'Eca｣(~1558.12)
1555年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ2世｣(~1560年没)
1555年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾞｬﾑﾆｱ国(86の村からなる)
1555年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｽｰﾙｰ朝ｼｬｰ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ｣
1555年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Ismail Shah｣(~1557年)
1555年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ朝ｼｬｰ｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ･ｼｬｰ｣(~同年)⇒｢ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣(~6.22滅亡)
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1555年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Ghiyasuddin Bahadur Shah1世｣(~1561年)
1555年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｰﾙﾜｰ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Baz Bahadur｣(~1562年)
1555年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾉｶﾞｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊｰﾝ｢Ismail Khan Nogay｣(~1564年)
1555年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｼﾋﾞﾙはﾛｼｱの宗主権下(~1563年)
1555年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾟﾙｼｬとｵｽﾏﾝ帝国は合意によりｼﾞｮｰｼﾞｱを分割
1555年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣が郡制改革､地方改革を実施
1555年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝(Kojur)君主｢Kayumarth3世｣
1555年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝(Kojur)君主｢Jahangir2世｣(~1567年)
1555年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Mustafa Neshshar Pasha｣(2期目~1559年)
1555年-03:00|ｿﾏﾘｱ/ｼﾞﾌﾞﾁ/ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱﾀﾞﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Barakat ibn Umar Din｣(~1559年)
1555年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾄﾞﾅｰﾄ｣(~1557年)
1555年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾋｽﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1561年)
1555年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||このころからｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙでｺｰﾋｰが普及しだす
1555年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世｣(~1598年)
1555年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾗ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾍﾞｲ｣(~1557年)
1555年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Jorge Vieira｣(~1557年)
1555年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ｹﾞﾙﾀﾞｰ公｢Philip2世｣(~1598年)
1555年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公(ｱﾌﾞｽﾌﾞｰﾙ家)ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世(~1598年)
1555年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｱｳｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾏﾘﾁｯﾁ｣
1555年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｷﾞｭｽﾄﾛｰ公｢ｳﾙﾘﾋ｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ7世の息子(~16030314死去)
1555年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨﾚﾝﾂｪ共和国ｼｴﾅを獲得/ﾌｨﾚﾝﾂｪ､ﾄｽｶｰﾅ公国の首都に
1555年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Rodrigo Manrique de Acuna｣(2
  期目~1557年)
1555年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<独立>ﾊﾞｳｫﾙ国
1555年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾒﾃﾞｨｰﾅ,水銀による銀の抽出法(ｱﾏﾙｶﾞﾑ法)を発明/ﾒｷｼｺで実用化
1555年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｻﾙﾊﾞﾃｨｴﾗ｣(~1562年)
1555年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･大審問院長代行｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｿﾞﾘﾀ｣(~1556年)
1555年1月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ市長｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾙｹｽ｣(~11月)
1555年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱｺﾞｽﾃｨﾉ･ﾋﾟﾈﾛ･ｱﾙﾃﾞｨﾒﾝﾃｨ｣(~15570104)
1555年1月7日-09:00|日本|神奈川県小田原市|天文23年12月14日|武田晴信の長女(黄梅院)が北條氏政に嫁ぐ
1555年1月14日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･大審問院長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ･ﾃﾞ･ｹｻﾀﾞ｣(~10
  .20)
1555年1月19日-09:00|日本|宮崎県日南市|天文23年12月26日|鬼ヶ城火災/飫肥の島津兵､伊東方の鬼ヶ城を攻撃
1555年1月23日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天文24年|奥平貞能､日近城主奥平久兵衛貞直･彦六父子を助けるため
  麻生邑主天野弥九郎を先鋒に､高隆寺(岡崎市高隆寺町)を攻め兵火により7堂12坊焼失
1555年1月23日-09:00|日本|京都府京都市|天文24年|京都西陣で紋織のできる高機(たかばた)の使用が開始
1555年1月23日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|天文24年|法栄院日立､円立山法栄寺(静岡市葵区駒形通)創立
1555年1月23日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|天文24年|楞厳寺(静岡市清水区今泉)創立
1555年1月23日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|天文24年|三河国慈廣寺雲耕､森淵山梅林院を再興
1555年1月23日-09:00|日本|静岡県焼津市|天文24年|山田新右衛門景隆､山田越後守の守本尊薬師仏を安置する
  為､瑠璃山瑞応寺(焼津市越後島)開基
1555年1月23日-09:00|日本|長崎県対馬市|天文24年|<任命>対馬国守護｢宗義調｣(⇒永禄3(1560)年､対馬国主~永
  禄9(1566)年隠居)
1555年1月23日-09:00|日本|宮城県|天文24年|<死去>陸奥登米寺池領主｢葛西晴胤｣⇒子の｢葛西親信｣が継ぐ(~永
  禄3年4月11日(15600506)死去)
1555年2月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｼﾞｪﾛｰﾑ･ﾃﾞ･ｱﾙﾃﾞﾚﾃ｣(就任せず~1556年5月)､総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ
  ･ﾋﾞｼﾞｬｸﾞﾗ･ﾍﾞﾗｽｹｽ｣(3回目⇒1556年5月､総督~1557年4月)
1555年2月4日-09:00|日本|兵庫県神戸市西区|天文24年1月13日|<第二次枝吉城の戦い>三好長慶､枝吉城(明石長
  行･祐行)を攻略
1555年2月13日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|天文24年1月22日|北村城主･北村清康が貴久に内通した振りをして
  貴久をおびき寄せ攻撃､貴久は鹿児島へ逃げ帰る
1555年2月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾑｶﾞﾙ帝国第2代皇帝｢ﾌﾏｰﾕｰﾝ｣(~15560127死去47歳)
1555年2月22日-09:00|日本|静岡県浜松市|天文24年2月|臨済宗方広寺派長松山富春院(浜松市小沢渡町)開創
1555年2月22日-09:00|日本|千葉県君津市|天文24年2月1日|<第1次久留里城合戦>里見義堯､北条綱成に勝利
1555年2月24日-09:00|日本|高知県高知市|天文24年2月3日|<死去>土佐朝倉領主｢本山茂宗｣⇒子の｢本山茂辰｣が
  継ぐ(⇒永禄6(1563)年1月10日､土佐本山に移転~永禄7(1564)年死去)
1555年2月24日-09:00|日本|新潟県柏崎市|天文24年2月3日|北条高広､長尾景虎に降伏
1555年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||医師で占星術師のﾐｼｪﾙ･ﾄﾞ･ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ(ﾉｽﾄﾗﾀﾞﾑｽ)がﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ地方のｻﾛﾝで予言詩｢
  諸世紀｣を出版
1555年3月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾗｯｾﾙ｣
1555年3月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾗｯｾﾙ｣先代の子(~15850728死去)
1555年3月20日-09:00|日本|兵庫県小野市|天文24年2月27日|三好長慶軍は依藤城を約1ｶ月間攻め,城主であった
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  三木次郎が和議を申し入れ開城/播磨東二郡を手に入れた三好長慶軍は開陣とし､阿波勢､淡路勢､そして長慶
  も芥川山城に帰城
1555年3月23日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第221代ﾛｰﾏ教皇｢ﾕﾘｳｽ3世｣/67歳(誕生14870910)
1555年3月23日-09:00|日本|茨城県筑西市|天文24年3月|結城政勝､宇都宮方の常陸小栗城を攻略
1555年3月23日-09:00|日本|佐賀県神埼市|天文24年3月|竜造寺方の小川信安が姉川惟安の姉川城攻撃/惟安敗れ
  る/ついで小川信安が江上武種の勢福寺城攻略
1555年3月23日-09:00|日本|長野県大町市|天文24年3月|大日向美作入道ら､千見城奪還
1555年3月23日-09:00|日本|新潟県柏崎市|天文24年3月|<北条城の戦い(越後国)>北条城城主･北条高広は長尾景
  虎に降伏
1555年3月23日-09:00|日本|広島県広島市南区|天文24年3月|<仁保島合戦(安芸国)>毛利方から離反していた矢
  野城主野間隆実と共に白井賢胤の軍勢が仁保城を攻めるが奪回には至らなかった
1555年3月23日-09:00|日本|福島県|天文24年3月|<任命>奥州探題｢伊達晴宗｣(~永禄8(1565)年隠居)
1555年3月23日-09:00|日本|千葉県君津市|天文24年3月1日|北条綱成2000余騎で再び久留里城を攻めるが､応戦
  に出た正木氏に敗れる
1555年3月27日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾀﾜｷﾙ･ﾔｰﾔ･ｼｬﾗﾌ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾋﾞﾝ･ｼｬﾑｽｱｯﾃﾞｨﾝ｣
1555年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾘｷﾞ｣｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1555年4月6日-09:00|日本|山口県岩国市|天文24年3月15日|江良房栄が警固船140艘からなる水軍を率いて厳島
  などを襲撃/その後､野間隆実が毛利方から離反して白井賢胤と共に海田浦(毛利方の阿曽沼広秀領)や仁保島
  を攻めた
1555年4月7日-09:00|日本|山口県岩国市|天文24年3月16日|江良房栄,岩国の琥珀院で陶晴賢の命令を受けた弘
  中隆包らによって暗殺された
1555年4月8日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|天文24年3月17日|<死去>下野鹿沼領主｢壬生綱房｣⇒子の｢壬生綱雄｣が
  継ぐ(~天正4年2月25日(15760325)死去)
1555年4月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第222代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾙｹﾙｽ2世｣(~15550501死去)
1555年4月9日-09:00|日本|長野県木曽郡木祖村|天文24年3月18日|武田晴信､木曽谷の藪原着.藪原砦を築城
1555年4月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｱﾅ狂女王｣75歳(誕生14791106)ﾄﾙﾃﾞ
  ｼｰﾘｬｽに幽閉されていた
1555年4月13日-09:00|日本|島根県浜田市|天文24年3月22日|吉川元春､永安城･永安兼政を攻撃､落城/永安兼政
  は益田藤兼を頼って益田七尾城に逃げる
1555年4月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ王軍が救援に努めていたｲﾀﾘｱ中部ﾄｽｶﾅ地方の｢ｼｴﾅ共和国｣が､
  神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ5世(ｽﾍﾟｲﾝ軍)により陥落
1555年4月22日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|天文24年4月2日|島津貴久は蒲生氏の帖佐平山城を攻め､これを落
  城させた
1555年4月28日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文24年4月8日|陶方の神領衆が安芸小方･大竹から小船七､八十艘
  に分乗し毛利方厳島を攻める
1555年5月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第222代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾙｹﾙｽ2世｣/53歳(誕生15010506)
1555年5月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの医師･占星術師･詩人のﾉｽﾄﾗﾀﾞﾑｽ､ﾘﾖﾝで｢予言集｣を刊行
1555年5月4日-09:00|日本|岡山県岡山市東区|天文24年4月14日|安南郡矢野保木城野間隆実は出城が落とされた
  ことで毛利元就に降伏/隆実は舅に当たる熊谷信直を通して降伏を申し出ており､元就も一旦は了承するが､城
  外に出たところで城兵諸共に討ち滅ぼされた
1555年5月10日-09:00|日本|愛知県|天文24年4月20日|織田信長が叔父の織田信光とはかり､尾張守護代織田彦五
  郎を滅ぼし､清洲城を奪って居城と/織田信光(織田孫三郎殿)は織田信長より尾張国那古野城を受け取る
1555年5月14日-09:00|日本|長崎県壱岐市|天文24年4月24日|壱岐･謀叛起こり､六人衆に追われ､有安鵜の部海岸
  [郷ﾉ浦町]にて波多隆が馬渡弥八右ヱ門､草履取一人と共に自害
1555年5月15日-09:00|日本|長野県長野市|天文24年4月25日|上杉景虎が武田信玄守備隊の旭日山城攻略戦､勝利
1555年5月23日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第223代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｳﾙｽ4世｣(~15590818死去)
1555年5月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｴﾝﾘｹ2世｣兼ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫｱ伯爵ｴﾝﾘｹ2世｣52歳
1555年5月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>ﾅﾌﾞﾗ王国国王兼ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｱﾅ3世｣ｴﾝﾘｹ2世とﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ
  の女子(~15720609死去44歳)､ﾅﾌﾞﾗ王国国王｢ｱﾝﾄﾆｵ｣ｳﾞｧﾝﾄﾞｰﾑ公ｼｬﾙﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝとﾌﾗﾝｿﾜｰｽﾞ･ﾀﾞﾗﾝｿﾝの男子(~156
  21117死去44歳)
1555年5月29日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||中央ｱｼﾞｱのｱﾏｽｨﾔで､ｵｽﾏﾝ朝とｻﾌｧｳﾞｨｰ朝が和平条約を締結/ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ
  がｵｽﾏﾝ領へ
1555年5月31日-09:00|韓国/日本|  ||天文24年5月11日|倭寇が朝鮮全羅道を襲撃
1555年6月1日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||先住民千名がｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾙﾄﾞｿﾞの製糖工場を包囲/ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾀﾞ･ｺｽﾀの騎兵隊は先住
  民を圧倒,多くを殺害
1555年6月2日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文24年5月13日|陶晴賢軍百艘が厳島に出陣,宮ﾉ城を攻撃するが毛
  利軍に敗退
1555年6月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣
1555年6月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(~15580908)
1555年6月17日-09:00|日本|山梨県南都留郡富士河口湖町|天文24年5月28日|武田信玄､鵜島流罪中の知久頼元ら
  8人を船津で切腹命令を出す
1555年6月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｽｰﾙ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ･ｽﾘ｣(~1556年)
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1555年6月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ｽｰﾙｰ朝ｼｬｰ｢ｼｶﾝﾀﾞﾙ･ｼｬｰ｣滅亡
1555年6月26日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文24年6月8日|毛利元就が､自ら厳島に渡る途中に陶晴賢方の偵
  察船三艘を撃破
1555年7月1日-09:00|日本|静岡県浜松市|天文24年6月13日|本寺稲荷山善住寺(水窪町向市場)7世心国吟波を請
  して金岩山永福寺(水窪町大里)開創
1555年7月10日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｼﾞﾌﾛﾘﾀﾞを根拠地とするﾌﾗﾝｽ人海賊ｼﾞｬｯｸ･ｿﾜｰﾙ,第三回目のﾊﾊﾞﾅ襲撃.ﾊﾊﾞﾅを
  一時占領し略奪
1555年7月13日-09:00|日本|沖縄県|明･嘉靖34年6月25日|<死去>琉球国王｢尚清｣
1555年7月14日-09:00|日本|愛知県|天文24年6月26日|織田秀孝(信長の弟)が単騎で守山城主織田信次の側を通
  過したとき信次の家臣が無礼を咎めるため相手が秀孝と知らずに弓で射殺/信次は報復を恐れて出奔
1555年7月19日-09:00|日本|千葉県富津市|天文24年7月|<佐貫城合戦>北条氏康が佐貫城を奪取
1555年7月19日-08:00|中国/日本|  ||天文24年7月|中国大陸に上陸した倭冦が南京の大安徳門を焼き､4千人を
  殺傷
1555年7月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||亡命していたﾑｶﾞﾙ皇帝ﾌﾏｰﾕｰﾝが､ﾃﾞﾘｰを奪回
1555年7月24日-09:00|日本|愛知県名古屋市守山区|天文24年7月6日|織田信長が織田定宗･飯尾讚岐守に柴田勝
  家･津々木蔵人と共同で守山城包囲を命じ､愛知郡岩崎城主丹羽勘四郎氏勝の軍と交戦/織田信時(秀俊)を守山
  城主とする
1555年7月25日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文24年7月7日|大内軍の白井賢胤が宮尾城を攻めるが､宮尾城の
  己斐直之らが撃退
1555年7月28日-09:00|日本|広島県広島市南区|天文24年7月10日|大内軍の三浦房清率いる水軍が兵500で仁保城
  を攻めるが､城番の香川光景勢200の抵抗により攻略できなかった
1555年8月6日-09:00|日本|石川県|天文24年7月19日|越前の朝倉宗滴が再び加賀に侵入
1555年8月6日-09:00|日本|長野県長野市|天文24年7月19日|<第2次川中島の戦い>川中島(犀川付近)で武田･上杉
  両軍が衝突.小競り合いに終わる(犀川の戦い)
1555年8月10日-09:00|日本|石川県加賀市|天文24年7月23日|<大聖寺合戦>朝倉宗滴が大聖寺などに立て籠もる
  加賀一向一揆を撃破
1555年8月12日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Diego de Caraza｣(2期目~1561年)
1555年8月19日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天文24年8月3日|<蟹江城の戦い>蟹江城織田民部大輔信包を今
  川軍攻め落城させる
1555年8月28日-09:00|日本|熊本県人吉市|天文24年8月12日|<死去>肥後人吉領主｢相良晴広｣八代鷹峯城にて⇒
  子の｢相良万満丸(義陽)｣が継ぐ(~天正9年12月2日(15811227)死去)
1555年8月29日-09:00|日本|石川県金沢市|天文24年8月13日|<敷地･菅生合戦>朝倉宗滴が加賀一向一揆を鷹尾山
  におびき出しこれを撃破､大勝
1555年9月6日-09:00|日本|長野県木曽郡木曽町|天文24年8月21日|武田信玄が木曾に侵入して木曾義康･義昌父
  子の福島城を包囲､義康は降伏開城
1555年9月12日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|天文24年8月27日|石見津和野城を包囲した陶晴賢が長門へ
  軍を返し､城主吉見正頼は長門徳佐まで追撃
1555年9月16日-09:00|日本|石川県|天文24年9月|<飯川邸騒動>畠山義綱､温井総貞を謀殺し実権を奪う
1555年9月18日-09:00|日本|愛知県海部郡蟹江町|天文24年9月3日|<蟹江城合戦>今川義元の命で松平広忠が蟹江
  城を攻略
1555年9月20日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|天文24年9月5日|竜造寺隆信が肥前谷田城の神代勝利を奇襲/勝利は
  敗れ､筑前高祖城の原田隆種を頼って落ち延びた
1555年9月22日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天文24年9月7日|今川方が東美濃の遠山明智氏を攻め六人討取る
1555年9月23日-09:00|日本|愛知県豊田市|天文24年9月8日|鱸兵庫助信重が小渡(豊田市旭町)に砦を築く普請合
  力のため岩村遠山衆と三河高橋庄の広瀬右衛門大夫が出陣.広瀬右衛門大夫が帰陣の所に今川方足助周辺小領
  主阿摺衆が馳せ参じ合戦/阿摺衆の安藤藤三･深見与三郎が安藤新八郎･安藤宗左衛門を討取る
1555年9月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｱｳｸｽﾌﾞﾙｸ帝国議会で､ﾙﾀｰ派の存在を認める宗教和議の取り決めが成立
1555年9月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹﾚ･ｲｸﾊﾞｰﾙ･ﾀﾞﾏﾄ･ﾘｭｰｽﾃﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~15610710)
1555年9月29日-09:00|日本|愛知県豊田市|天文24年9月14日|<大給(豊田市大内町)山中(豊田市加茂川町)戦い>
  天野小四郎藤秀､諸隊の一隊として参戦し､先駆けし真先に敵に鑓を入れて平五屋敷を押し破る.松井左衛門佐
  宗信､天野七郎安芸守景泰･天野小四郎藤秀手負いの所支え引き取る
1555年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣
1555年10月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Emmanuel Philibert of Savoy｣(~1559
  年)
1555年10月12日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|天文24年9月27日|<第4次八上城の戦い>丹波･三好長慶､八上城(
  波多野晴通)を攻めるが敗れる
1555年10月13日-09:00|日本|静岡県浜松市|天文24年9月28日|井伊信濃守直盛､万福寺薬師堂再興
1555年10月16日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文24年10月1日|<厳島合戦>陶晴賢は毛利元就討伐に出陣したが
  毛利元就の三男小早川隆景が陶並びに陶一族を全滅させ､大内義長を周防より追放/陶晴賢自害/毛利氏は周防
  国･長門国などその旧領を手中にする
1555年10月18日-09:00|日本|広島県廿日市市|天文24年10月3日|<厳島の戦い>弘中隆包は､大聖院を経て弥山沿
  いの谷を駆け登って隣接する山の絵馬ヶ岳にある龍ヶ馬場と呼ばれる岩場に立て籠もっていたが山頂を包囲
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  した吉川勢の猛攻に討ち死､弘中隆助を含め弘中隊は全滅
1555年10月23日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|天文24年10月8日|木村政綱､尾張国功徳院の地蔵菩薩像を寄
  進
1555年10月25日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｴﾏﾆｭｴｰﾚ･ﾌｨﾘﾍﾞﾙﾄ､ﾃﾞｭｶ･ﾃﾞｨ･ｻｳﾞｫｲｱ｣(~15590727)
1555年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙｸﾞ公･ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世｣兼ﾌﾗ
  ﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世｣兼ｴﾉｰ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣兼ｱﾙﾄｱ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ7世｣(~15980506)兼ｵﾗﾝﾀﾞ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣(~15810726)
1555年10月25日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｷﾞｰ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世｣(~15560116死去)
1555年10月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<退任>ｴﾉｰ伯｢ｼｬﾙﾙ1世｣
1555年10月25日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｶｰﾙ5世が､息子のﾌｪﾘﾍﾟ2世にﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞの支配権を譲る→<就任
  >(ｱﾌﾞｽﾌﾞｰﾙ家)ｴﾉｰ伯ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世兼ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世(~15980913)
1555年10月25日-09:00|日本|千葉県千葉市|天文24年10月10日|上総小田喜城主｢正木大膳亮時茂｣千葉へ乱入､宿
  中放火
1555年10月27日-09:00|日本|山口県岩国市|天文24年10月12日|<防長経略(周防国､長門国)>元就は大内軍の主力
  である陶晴賢軍を撃破
1555年10月29日-09:00|日本|山口県岩国市|天文24年10月14日|<防長経略>未明に毛利軍が鞍掛城の搦め手より
  奇襲をかけて杉隆泰親子と城兵1,300を討ち取り､落城させた
1555年11月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ市長｢ｱﾙﾊﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾊﾟｽ｣(~1556年)
1555年11月2日-09:00|日本|山口県岩国市|天文24年10月18日|<防長経略>蓮華山城椙杜隆康は降伏､安芸の大名
  毛利元就に降った
1555年11月6日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天文24年10月22日|斎藤義龍が仮病を装い弟孫四郎と喜平次を稲葉山
  城に呼び寄せ謀殺
1555年11月7日-09:00|日本|  ||弘治1年10月23日|｢弘治｣に改元
1555年11月7日-09:00|日本|愛知県西尾市|弘治1年10月23日|今川義元､吉良義安が叛した為､西条城(西尾市錦城
  町)攻撃し庄内放火･2百余討取る
1555年11月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ南極大陸(ﾌｫｰﾄ･ｺﾘﾆｰ)総督｢ﾆｺﾗ･ﾃﾞｭﾗﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙｶﾞﾆｮﾝ｣(~15
  59年)
1555年11月10日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの副提督ﾆｺﾗｽ･ﾃﾞｭﾗﾝ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾙｶﾞﾆｮﾝ,ﾕｸﾞﾉｰ教徒80名をひきいﾌﾞﾗｼﾞ
  ﾙに進出/ｸﾞｱﾅﾊﾞﾗ湾(現ﾘｵ近郊)のｾﾙﾋﾍﾟ島(現ﾋﾞﾙｶﾞﾆｮﾝ島)に上陸/ﾌﾗﾝｽ領｢南極ﾌﾗﾝｽ｣を宣言
1555年11月10日-09:00|日本|佐賀県|弘治1年10月26日|龍造寺隆信が若村の戦いで同族の鑑兼を破り､鑑兼は降
  伏
1555年11月11日-09:00|日本|山口県岩国市|弘治1年10月27日|<鞍掛城合戦>毛利元就､杉隆泰に勝利.杉隆泰は討
  死
1555年11月12日-09:00|日本|山口県山口市|弘治1年10月28日|周防伊賀地で百姓が蜂起するが､小早川隆景がこ
  れを鎮圧
1555年11月23日-09:00|日本|静岡県藤枝市|弘治1年閏10月10日|<死去>大原雪斎､駿河長慶寺にて
1555年11月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾍﾞｰｼﾞｬ公｢ﾙｲｽ｣
1555年11月28日-09:00|日本|長野県|弘治1年閏10月15日|<第2次川中島の戦い>今川義元の仲介によって､武田信
  玄と上杉謙信の和談成立
1555年12月12日-09:00|日本|大阪府堺市|弘治1年閏10月29日|<死去>茶人･武野紹鴎
1555年12月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世とﾛｰﾏ教皇ﾊﾟｳﾙｽ4世の｢同盟｣が成立
1555年12月15日-09:00|日本|静岡県榛原郡川根本町|弘治1年11月3日|小長谷修理亮､智者山神社十二所権現社(
  本川根町藤川)社殿造立
1555年12月16日-09:00|日本|宮崎県日南市|弘治1年11月4日|飫肥新山城水切れとなり､伊東軍これを攻め落とす
1555年12月18日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|弘治1年11月6日|東俣･厚地に敵が来襲し､島津義久方の兵2人が
  討ち取られる
1555年12月24日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|弘治1年11月12日|斎藤利尚(義龍)が長井道利と謀り稲葉山城内へ見
  舞いに来た斎藤孫四郎･斎藤右兵衛大輔喜平次を殺害して斎藤道三と敵対
1555年12月29日-09:00|日本|広島県尾道市|弘治1年11月17日|毛利方の村上水軍が大島郡の宇賀島を攻め､大内
  方の宇賀島水軍を討伐
1556年-09:00|東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾄﾞﾐﾆｶの修道士は､ﾘﾌｧｵ(ﾘﾌｧｳ)で最初のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ入植地を確立
1556年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｿﾈﾌﾟｰﾙ国
1556年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼｬｲﾊﾞｰﾆｰ朝ﾊﾝ｢ﾋﾟｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣ｱﾌﾞﾙ=ﾊｲﾙの
  子ﾎｰｼﾞｬ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞの子ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾍﾞｸの子(~1561年)
1556年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｼﾓﾝ1世｣(~1569年)
1556年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｲｽｹﾝﾃﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1559年)
1556年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<再任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ3世｣(~1559年退任)
1556年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ代行｢ﾊｻﾝ･ｺﾙｿ｣(~6月)
1556年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾄｩﾙｸﾞｰﾄ･ﾚｲｽ｣(~15650623没)
1556年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯(~1558年､ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家
  がﾎﾞﾍﾐｱ王として領有)
1556年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢Otto Henry｣(~1559年)
1556年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ1世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝(~15640725)
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1556年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<退位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾙ･ﾊｻﾝ･ﾍﾞﾝ･ｱﾌﾞｰ･ﾑｰ｣ｵｽﾏﾝ帝国に併合
1556年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がﾊﾝｶﾞﾘｰのｵｰｽﾄﾘｱ人と戦う
1556年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾞｵﾙｷﾞｳｽが｢金属学｣を著し､鉱毒による環境破壊に言及
1556年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ﾋﾞﾘｬｸﾞﾗﾝのひきいるｽﾍﾟｲﾝ軍,ﾗｳﾀﾛ軍を壊滅.ﾗｳﾀﾛ戦死
1556年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾍﾟｽﾄで多数が死亡
1556年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ﾗｳﾀﾛ,ｱﾝｺﾞﾙとｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝでｽﾍﾟｲﾝ軍を打破.ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝの町を破壊
1556年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Juan Pacheco de Benavides｣(~1
  562年)
1556年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Anders Jude｣(~1569年)
1556年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ｱﾌｫﾝｿ･ｺﾞﾝｻﾙﾍﾞｽ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾀﾌｫｺﾞ｣(~1557年)
1556年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾞﾚｸｰ島は王からｻｰｸの支配者に授与
1556年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾗｰﾃﾞ｣(~1559年
  )
1556年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ﾏﾙﾄﾞﾅﾄﾞ｣(~1558年)
1556年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾌｱﾝ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾋﾉﾎｻ｣(~1558年)
1556年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾍﾞﾙﾒﾎ/ﾙｲｽ･ﾄﾞ･ﾃﾞｭﾎﾞｱ(2回目)｣(~1558
  年)
1556年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･大審問院長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ｷﾆｮｰﾈｽ(摂政)｣(~1559
  0902)
1556年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ市長｢ﾆｺﾗｽ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｽﾞ･ｱ･ﾗｶﾞ｣(2回目~1557年)
1556年1月7日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|弘治1年11月26日|織田信長の叔父織田信光が那古野城内で坂井
  孫八郎に暗殺される
1556年1月12日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|弘治1年12月|島津貴久･義久が大檀主として花尾社の宝殿一宇を
  造立
1556年1月12日-08:00|中国|  ||明･嘉靖34年12月|四川･山東の銀鉱を開く
1556年1月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｷﾞｰ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世｣
1556年1月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｶﾙﾛｽ｣ﾌｪﾘﾍﾟ2世の長男(~15680724
  死去)
1556年1月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<制定>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ､ｽﾍﾟｲﾝ王の下で君主制(~17001116
  )
1556年1月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ王･ｻﾙﾃﾞｨｰﾆｬ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ2世｣兼ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯ
  ﾌﾟ7世｣ｶﾙﾛｽ1世とｲｻﾍﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｩｶﾞﾙの息子(~15980913死去71歳)兼ｱﾙﾄﾜ伯｢ﾌｪﾘﾍﾟ7世｣兼ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ5世｣(
  ~15980506)
1556年1月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世｣ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世の孫.ｶﾙﾛ5世の弟.ﾊﾝｶﾞﾘ
  ｰ王(~15640725死去)
1556年1月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退位>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｶﾙﾛｽ1世｣息子に譲位(~15580921死去)
1556年1月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞはｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄの一部
1556年1月23日-08:00|中国|  ||明･嘉靖34年12月12日|甘粛省と陝西省の間で大地震が起こり､83万人が死亡
1556年1月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞﾙ帝国第2代皇帝｢ﾌﾏｰﾕｰﾝ｣ﾃﾞﾘｰの書庫の階段から落ちて/47歳(誕生15
  08年)
1556年2月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世と神聖ﾛｰﾏ皇帝ｶｰﾙ5世､ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ地方ｶﾙｳﾞｧﾄﾞｽ県のｳﾞｫｰｾﾙ
  で｢ｳﾞｫｰｾﾙ休戦条約｣を締結/現状維持を条件に5年の休戦を決定
1556年2月11日-09:00|日本|大分県宇佐市|弘治2年|豊前･大友軍､竜王城を攻略
1556年2月11日-09:00|日本|沖縄県|明･嘉靖35年|<即位>琉球国王｢尚元｣(~1572年死去)
1556年2月11日-09:00|日本|長崎県壱岐市|弘治2年|牧山舎人､下条将監､立石三河守､牧山善右衛門､下条掃部､松
  本左近ら壱岐国六人衆が､壱岐城代｢波多重｣を殺害
1556年2月11日-09:00|日本|愛知県みよし市|弘治2年1月|<福谷城戦い>今川義元38歳､福谷に砦構え､酒井忠次･
  渡辺正綱･大久保忠勝･大久保忠佐･阿部忠政･杉浦勝吉･大原惟宗･筧正重百騎で守らせる/織田方柴田勝家･荒
  川新八郎頼季5百騎が攻める｡先鋒早川藤太は渡辺正綱に射られ大久保忠勝に討取られる｡柴田勝家､阿部忠政
  に射られ逃れる｡酒井忠次､城外に於て多くの寄手討取る｡織田方143人討死
1556年2月11日-09:00|日本|静岡県静岡市|弘治2年1月|駿河の松平元信(家康15歳)が今川義元の姪である築山殿
  (父の関口親永(氏純)は今川家御一家衆)を正室に迎える
1556年2月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｱｸﾊﾞﾙ｣(~16051027死去63歳)
1556年2月15日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治2年1月5日|<滝脇の戦い>大給松平和泉守親乗と今川方滝脇松平
  乗清戦い､松平久大夫正乗討死
1556年2月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ5世｣
1556年2月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ6世｣(~15670210死去)
1556年2月23日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~15570214)
1556年2月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
1556年2月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ｵｯﾄｰ･ﾊｲﾝﾘﾋ｣(~15590212死去)
1556年3月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･順平8年1月24日|<死去>後黎朝(大越)後期第2代皇帝｢中宗黎暄｣
1556年3月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･順平8年1月24日|<即位>後黎朝(大越)後期第3代皇帝｢英宗黎維邦｣(~1
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  5730122死去)
1556年3月6日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ｿｰ･ﾊﾗ｣(~15640724)
1556年3月6日-09:00|日本|京都府京都市|弘治2年1月25日|地震で禁裏将軍家の殿門多く破壊
1556年3月8日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾏｻﾞﾘｴｺﾞｽ｣(~15650912)
1556年3月12日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治2年2月|<三河怱劇(三河国)>青野松平家で内紛が起きて今川方の
  当主の松平忠茂が討死
1556年3月12日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治2年2月|<三河怱劇(三河国)>上野城の酒井忠尚も挙兵したが降伏
1556年3月12日-09:00|日本|大分県宇佐市|弘治2年2月|豊前･宇佐郡の諸氏､大友氏に叛旗｡大友義鎮､志賀･田北･
  朽網･利光に鎮圧させる
1556年3月12日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|弘治2年2月|石見国津和野三本松城吉見正頼(11代当主)が山
  口にいる嫡男亀王丸を策略を使い奪い返す/再び挙兵し､大内に叛旗
1556年3月13日-09:00|日本|山口県岩国市|弘治2年2月2日|周防国山代で一揆蜂起｡毛利氏,これを討つため,坂元
  祐･粟屋元通らを遣わす
1556年3月14日-09:00|日本|愛知県名古屋市千種区|弘治2年2月3日|反今川方上野城酒井将監忠尚が今川方に転
  じ､酒井忠尚家臣足立甚尉･勝正と共に上野城に退く
1556年3月20日-09:00|日本|熊本県人吉市|弘治2年2月9日|<改名>肥後人吉領主｢相良万満丸｣⇒｢相良頼房(義陽)
  ｣
1556年3月23日-09:00|日本|山口県岩国市|弘治2年2月12日|<防長経略(周防国､長門国)>毛利軍は､山代地方の平
  定に当たっていた坂元祐(坂新五右衛門)が入っていた高森城(美和町)から成君寺城を攻め落城させた
1556年3月25日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治2年2月14日|日近城主奥平久兵衛尉貞友､秦梨城粟生将監永信を
  攻める｡奥平貞能､奥平市兵衛･神谷久左衛門･長田善左衛門を遣わして奥平貞直を助ける.粟生永信は開城して
  逃走.奥平市兵衛討死
1556年3月29日-09:00|日本|山口県岩国市|弘治2年2月18日|<防長経略(周防国､長門国)>毛利軍は､三瀬川で大内
  義長軍を撃退
1556年3月31日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治2年2月20日|<名之内城戦い>東条松平右京亮忠茂､子亀千代甚太
  郎家忠(1歳)を東条に置き､2百騎で織田方日近城主奥平久兵衛貞友を攻める｡松平忠茂､郭外勝利に乗じ城中へ
  入ろうとした所矢に当たり保久･大林に於て討死
1556年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾎﾞﾈｯﾄ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾎﾞﾈｯﾃｨ｣
1556年4月1日-09:00|日本|茨城県筑西市|弘治2年2月下旬|常陸国の佐竹義昭､多賀谷政経､下総国の結城政勝､下
  野国の宇都宮廣綱､壬生綱房､千本義通等が連合して小田方の属城である常陸国真壁郡の海老ヶ島城主平塚山
  城守入道自省を攻める
1556年4月7日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治2年2月27日|<日近合戦(三河国)>山内俊英らが約200の兵を引き連
  れ日近城を攻略し真木治重も連合軍側に加わった
1556年4月10日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|弘治2年3月|飛騨桜洞領主｢姉小路良頼｣が古川姉小路家の当主｢姉小
  路高綱｣を滅ぼし飛騨一国を制覇(~元亀3年11月12日(15721216)死去)
1556年4月10日-09:00|日本|長野県伊那市|弘治2年3月1日|武田晴信(信玄)､信濃伊那郡を攻略/甲越和睦は､有名
  無実となる
1556年4月14日-09:00|日本|茨城県下妻市|弘治2年3月5日|常陸国筑波郡小田城主小田氏治は真壁郡の黒子村に
  出陣して下妻城主多賀谷下総守政経を攻め､佐竹義昭､結城政勝らの加勢軍と戰い筑波郡手子丸城主赤松伯胤
  斉則定入道疑淵らを討取られて敗北し氏治は菅谷摂津守入道喜翁の新治郡土浦の城に逃入
1556年4月19日-09:00|日本|神奈川県三浦市|弘治2年3月10日|里見義弘･正木時忠･小糸城主:秋元氏･丸城:山川･
  川名氏ら､水軍をもって相模三浦を攻めるが退く
1556年4月20日-09:00|日本|京都府|弘治2年3月11日|山代一揆鎮圧される
1556年4月24日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾖｱﾝ･ﾍﾟﾚ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾄﾞ･ｵﾘｳﾞｧﾝ｣(~15600923)
1556年4月24日-09:00|日本|山口県山口市|弘治2年3月15日|石見国津和野三本松･城吉見正頼(11代当主)が嘉年
  勝山城を奪回し､波多野秀信は城主として治まる
1556年5月1日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｻﾙｳﾞｧﾄｰﾚ･ﾐﾁｴﾘ｣
1556年5月1日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾁｺﾆｬ｣(~1558年)
1556年5月4日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治2年3月25日|<滝脇の戦い>大給松平親乗､今川方滝脇松平乗清攻め
  滝脇領を奪う/松平乗清･松平三郎大夫乗遠父子討死
1556年5月8日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治2年3月29日|<野馬原戦い>織田信長､東条松平氏居城青野城に隣接
  した荒河侵入/松平亀千代家忠の名代松井忠次が首級1つ取る
1556年5月9日-09:00|日本|大分県宇佐市|弘治2年4月|豊前の宇佐郡衆が毛利氏に内応の気配を見せたため､大友
  義鎮自らが出陣/豊前竜王城に入りこれを鎮圧
1556年5月9日-09:00|日本|広島県廿日市市|弘治2年4月|毛利隆元,厳島天神社の建立
1556年5月9日-09:00|日本|広島県三次市|弘治2年4月|毛利氏,三次郡高杉知波夜比古神社本殿を再興
1556年5月9日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治2年4月上旬|<三河上野原会見>尾張守護｢斯波義銀｣と三河守護｢吉
  良義昭｣同盟を締結
1556年5月13日-09:00|日本|神奈川県小田原市|弘治2年4月5日|下総国結城城主結城政勝が伊勢大廟に参詣せん
  と発向し途中相模国の小田原に至りしに､下野国河内郡宇都宮城主宇都宮広綱､常陸国筑波郡小田城主小田氏
  治等が連合して結城を攻め､結城政勝は小田原城主北條氏康に援兵を頼み､氏康は武藏国江戸城主遠山丹波守
  高俊､道景､岩槻城主太田美濃守を始め富永政家等の五百騎を結城の加勢として派遣し､下野国佐野城主佐野顯
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  綱､上野国館林城主茂呂忠季､常陸国下妻城主多賀谷政経､下野国の千本通長､梁田､一色､赤井､榎本等も古河公
  方足利義氏の命により結城へ加勢として集る/下野国壬生､鹿沼両城主壬生末治､政廣父子は同国宇都宮城主宇
  都宮廣綱､忠綱父子を攻め破って結城へ来り那須資胤も駆せ加わる､結城政勝は小田原の加勢を得て全軍を率
  へて発向し真壁郡の海老ヶ島に陣す､海老島城主平塚入道自省は城の守りを厳重にして小田原軍の攻撃に備え
  る｡小田氏治は江戸､石川､尾上､宍戸等の諸將と二千騎を率へて出陣し海老ヶ島に於て小田原軍と対陣｡結城政
  勝の子結城七郎晴朝が真っ先き馳けて小田勢に斬り込み結城の兵共大いに奮戰し戰い小田軍を破り､小田原勢
  の岩槻城主太田美濃守の兵等も小田勢を攻め一千余騎を討取り､遂に小田氏治は敗北して新治郡の土浦城に逃
  入る
1556年5月14日-09:00|日本|静岡県裾野市|弘治2年4月6日|大甫一巨､富士山光明寺を開基
1556年5月14日-09:00|日本|茨城県つくば市|弘治2年4月6日|結城政勝は真壁郡の海老ヶ島､筑波郡の小田城を攻
  略し､小田氏の所領中郡四十二郷､田中庄､海老ヶ島､大島､小栗､沙塚､豊田等の地を攻略して所領と成す
1556年5月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄｰﾏｽ･ｸﾗﾝﾏｰが火刑に処せられる/66歳(誕生:14890702)前ｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ大司教でｲｷﾞ
  ﾘｽの宗教改革者
1556年5月26日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｻｾｯｸｽ伯ﾄｰﾏｽ･ﾗﾄﾞｸﾘﾌ｣(1回目~15581213)
1556年5月26日-09:00|日本|福井県|弘治2年4月18日|<寺井合戦>朝倉景隆､一向一揆に勝利
1556年5月28日-09:00|日本|岐阜県|弘治2年4月20日|<死去>美濃国主｢斎藤道三｣長男の義龍と居城に近い長良川
  河畔で戦い敗死/63歳(誕生:明応3(1494))
1556年5月28日-09:00|日本|山口県周南市|弘治2年4月20日|小早川隆景率いる軍勢5,000が攻めるが､須々万沼城
  に籠もる城主･山崎興盛と大内氏援軍･江良賢宣に撃退される
1556年5月29日-09:00|日本|福井県|弘治2年4月21日|朝倉義景が､将軍義輝の仲介により加賀一向一揆と和睦
1556年6月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾙﾄﾞｸﾞﾘ｣(~1557年)
1556年6月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｲｳﾞｧﾝ4世はｱｽﾄﾗﾊﾝ･ﾊﾝ国を滅ぼし､始めてｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊﾝ国の一部を併合
1556年6月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第81代ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｳﾞｪﾆｴｰﾙ｣
1556年6月6日-09:00|日本|愛知県豊川市|弘治2年4月29日|今川義元､一色城牧野民部丞成勝が叛いた為､牛久保
  城牧野出羽守保成を接収し匂坂長能を牛久保城主とする
1556年6月8日-09:00|日本|熊本県|弘治2年5月|<姓氏対立事件>大友義鎮は大友一門の同紋衆に対し､在地の国衆
  や外様家臣の他紋衆にはあまり恩賞を与えず扱いに格差をつけていたことから､他紋衆の阿南氏小原鑑元が中
  心となって肥後で挙兵/挙兵は府内でも発生したため､義鎮は丹生島城へ避難
1556年6月8日-09:00|日本|島根県大田市|弘治2年5月|石見･吉川元春､山吹城(刺賀長信)を攻略し､大森銀山を領
  有
1556年6月13日-09:00|日本|熊本県玉名郡南関町|弘治2年5月6日|大友軍は大津山資冬を案内役として田原氏､井
  木野氏､小代氏､谷川氏､河崎氏､辺春氏､三池氏､田尻氏､蒲池氏らを動員､小原鑑元の立て篭もる関城を攻めさ
  せた
1556年6月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第82代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾌﾟﾘｳﾘ｣(~15590807死去)
1556年6月15日-09:00|日本|熊本県玉名郡南関町|弘治2年5月8日|他紋衆は鎮圧され､小原鑑元も南関城で討死
1556年6月24日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾑﾝｸﾃｨﾙ･ﾀﾌﾞﾄﾞｩｯﾌﾟ｣(~15720623)
1556年6月27日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｧｰｻ｣ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ｸﾞｽﾀﾌ1世の子/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王
  領地を付与(~15630812)
1556年6月29日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｶﾆｪﾃ侯ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ｳﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~15610330没)
1556年7月1日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治2年5月24日|<秦梨城の戦い>秦梨城主粟生将監永信･子信盛､名之
  内城奥平兵衛尉貞友に攻められ､奥平市兵衛･松平彦左衛門ら5人を討取る
1556年7月5日-09:00|日本|愛知県|弘治2年5月28日|林秀貞､林美作守(秀貞弟)･柴田勝家らと共に織田信長へ謀
  反､荒子城･米野城･大脇城も敵対
1556年7月5日-09:00|日本|愛知県新城市|弘治2年5月28日|<第1次布里(鳳来町布里)の戦い>奥平貞能に誘われて
  ､織田方となった田峯菅沼定継と､弟布利城主菅沼定直が戦って菅沼定直敗退/野田菅沼新八郎定村､林左京長
  政に據って今川方に帰服/菅沼十郎兵衛定氏､菅沼定仙み林左京と内通し今川方に属す
1556年8月1日-09:00|日本|愛知県名古屋市守山区|弘治2年6月26日|守山城家老角田新五が城主織田信時を自害
  させ､岩崎の丹羽源六を味方に守山城を奪う
1556年8月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ｶｰﾙ5世｣兼ｲﾀﾘｱ王｢ｶﾙﾛ5世｣(~15580921死去)
1556年8月3日-09:00|日本|新潟県|弘治2年6月28日|越後国主｢上杉景虎｣､国内の紛争に耐え切れず隠居出家を図
  る/長尾景虎は長尾政景らの諫言､家臣団は忠誠を誓ってこれを引き止め､出家は取りやめ
1556年8月5日-09:00|日本|島根県大田市|弘治2年7月|<忍原合戦>尼子晴久､忍原で毛利軍宍戸隆家に勝利
1556年8月5日-08:00|中国/日本|  ||明･嘉靖35年7月|浙江巡按御使史の胡宗憲が倭寇の頭目の徐海らを破る
1556年8月7日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|弘治2年7月3日|島津忠良､大口を相良家に割譲
1556年8月23日-09:00|日本|長野県長野市|弘治2年7月19日|高梨政頼､井上左衛門尉の綿内領乱入.綿内要害落城
1556年8月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾌｪﾘﾌﾟ1世｣(~15980913死去)
1556年8月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ1世｣ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ1世の孫(~156407
  25死去)ﾄﾞｲﾂ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王･ｵｰｽﾄﾘｱ大公
1556年8月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<退任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｶﾙﾗｽ1世｣
1556年8月27日-09:00|日本|長野県長野市|弘治2年7月23日|真田幸綱､雨飾城攻撃開始
1556年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第3代ﾎﾞｽｳｪﾙ伯｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾍﾌﾟﾊﾞｰﾝ｣
1556年9月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第4代ﾎﾞｽｳｪﾙ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾍﾌﾟﾊﾞｰﾝ｣(⇒15670512兼ｵｰｸﾆｰ公~同年剥奪)
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1556年9月6日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治2年8月3日|奥平貞能､宝飯郡雨山に砦築き､知多郡阿知波郷より移
  り用いた､奥平修理(阿知波修理定直)に守らせ､織田方に転じる
1556年9月6日-09:00|日本|愛知県常滑市|弘治2年8月3日|野田菅沼織部新八郎定村､設楽郡双瀬城林左京進長政
  と共に今川に帰服し､大野菅沼十郎兵衛尉定勝･八右衛門定杣と大野城に入る
1556年9月7日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治2年8月4日|三河松平氏の攻撃で尾張織田氏の三河雨山城落城
1556年9月7日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|弘治2年8月4日|三好長慶が安見安房を河内高屋城から追放し飯盛城
  に奔らせ､紀伊の畠山高政を高屋城に迎える
1556年9月13日-09:00|日本|奈良県|弘治2年8月10日|松永久秀が三好勢と共に大和に侵入､筒井･十市･万歳氏ら
  を追う
1556年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｺｰﾄﾆｰ｣
1556年9月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣(~15570929死去)
1556年9月24日-09:00|日本|愛知県新城市|弘治2年8月21日|<第2次布里の戦い>今川軍攻撃し田峯城主菅沼大膳
  亮定継を討死させる.小大膳定利は岡崎へ退く/菅沼左衛門次郎定俊､今川方に攻められ布里において自害/恩
  原城主山川清兵衛重常･菅沼孫太夫定久･筒井与次右衛門源勝･筒井太郎兵衛倶路自害
1556年9月25日-09:00|日本|愛知県|弘治2年8月22日|<第2次尾張争乱>実弟の織田信勝､林秀貞や柴田勝家と共に
  謀反
1556年9月26日-09:00|日本|愛知県名古屋市西区|弘治2年8月23日|柴田勝家､林美作守が尾張国名塚砦を攻撃
1556年9月26日-09:00|日本|茨城県つくば市|弘治2年8月23日|土浦城の小田氏治は小田城を攻めて結城勢を追拂
  って攻略し､城を取り戻して帰住
1556年9月26日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘治2年8月23日|相模国に大風雨が襲い､鶴岡八幡宮の鐘楼が倒壊
  する
1556年9月26日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|弘治2年8月23日|武田方に内通し挙兵した景虎家臣の大熊朝秀を越
  後頸城郡駒帰において上野家成らが破る/朝秀は武田方に亡命し武田家臣となった
1556年9月27日-09:00|日本|愛知県名古屋市西区|弘治2年8月24日|<稲生合戦>織田信長:尾張国稲生で柴田勝家
  をうち破り､ついで林美作守を討ち捕った/織田信行は末盛城に籠城､信長の生母土田氏の取りなしにより林秀
  貞､柴田勝家共々赦免
1556年9月28日-09:00|日本|長野県長野市|弘治2年8月25日|真田幸綱ら､雨飾城支城の車城を落とす.城主栗田大
  膳戦死
1556年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾞﾗﾝｸｰﾃｨ｣｢ﾊﾞﾙﾄﾞ･ﾃﾞｨ･ｶﾞｽﾊﾟｰﾚ｣
1556年10月3日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督代行｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~15580721
  没)
1556年10月4日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|弘治2年9月|龍造寺軍が山内の三瀬城を攻撃､神代勝利は筑前国の原
  田隆種を頼り逃れる
1556年10月6日-09:00|日本|島根県大田市|弘治2年9月3日|<山吹城合戦>尼子晴久､刺賀長信に勝利.尼子晴久､石
  見銀山を掌握
1556年10月11日-09:00|日本|長野県中野市|弘治2年9月8日|真田幸綱(幸隆)･小山田虎満(備中守)らが東条氏が
  拠る長野盆地東部の埴科郡尼飾城(長野市松代町)を陥落させる
1556年10月12日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官｢ｷﾞﾙ･ﾗﾐﾚｽ･ﾀﾞﾊﾞﾛｽ｣(~15590728)
1556年10月13日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~15580721死去)
1556年10月22日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ摂政｢ｲｻﾍﾞﾗ｣(3回目~15590915)
1556年10月22日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ対立王｢ﾔｰﾉｼｭ2世｣兼ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ王(ﾊﾝｶﾞﾘｰ選出)｢ﾖﾊﾈ2
  世｣(2回目~15710314)
1556年10月22日-09:00|日本|愛媛県松山市|弘治2年9月19日|伊予･西園寺公高､宇和郡飛鳥城で宇都宮豊綱と戦
  い､戦死
1556年10月22日-09:00|日本|滋賀県彦根市|弘治2年9月19日|近江の六角義賢が高野瀬秀澄を肥田城に水攻めす
  る
1556年10月25日-09:00|日本|山口県周南市|弘治2年9月22日|<防長経略(周防国､長門国)>毛利隆元が軍勢を率い
  て再度須々万沼城を攻撃するが､やはり落とすことはできなかった
1556年10月29日-09:00|日本|岐阜県恵那市|弘治2年9月26日|<明智城合戦>斎藤義龍が美濃慧那郡明智城を陥し､
  城主明智光安宗宿自害､明智光秀出奔
1556年10月29日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|弘治2年9月26日|大友義鎮が田原親宏に命じ毛利氏に奪わ
  れた門司城奪回を目指して攻め掛かるが､小早川隆景の救援により敗れる
1556年11月5日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||第2次ﾊﾟｰﾆﾊﾟｯﾄの戦いでﾊﾞｰﾌﾞﾙの孫ｱｸﾊﾞﾙが､ｽｰﾙ朝のﾋｰﾑｰを破ってﾑｶ
  ﾞﾙ朝の支配を再び確立
1556年11月20日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|弘治2年10月19日|島津貴久は蒲生氏の支城､松坂城を攻略
1556年11月22日-09:00|日本|高知県|弘治2年10月21日|香曾我部親秀､香曾我部秀通を謀殺
1556年12月1日-09:00|日本|  ||弘治2年10月30日|<死去>一条房通(48歳)元関白､左大臣
1556年12月5日-09:00|日本|島根県|弘治2年11月4日|毛利元就,石見国の佐波隆秀と盟約を結ぶ
1556年12月13日-09:00|日本|千葉県君津市|弘治2年11月12日|北条氏康は北条綱成ら1万2千余騎で上総久留里城
  に押し寄せ合戦し敗退
1556年12月19日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾎﾞｻ｣(~31日)
1556年12月31日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治2年11月30日|<武節谷の戦い>武田方信濃下伊那郡吉岡城主下条
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  信氏､武節古城･川手城山田景隆を陥落させ､下条隼人･佐々木筑後50騎にて､弘治3年3月まで警固させる/下条
  信氏､武節谷で鈴木伊賀守と戦い､鈴木兵庫･弟鈴木甚内･下田運平を討取る
1557年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾀﾞﾗｲｿﾝ･ｺﾞﾃﾞﾝ･ﾊｰﾝ｣
1557年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Bayansirullah(Dom Joao)｣(~1578年)
1557年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾀｲ|  |||ｸﾒｰﾙ王国のｱﾝ･ﾁｬﾝ1世がｼｬﾑに侵攻､ｺｰﾗｰﾄ等を占領
1557年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｼｭﾐｰﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Habib Shah｣(~1561年)
1557年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾆｻﾞｰﾑ朝がｱｰﾃﾞｨﾙ王国を攻め､ｸﾞﾙﾊﾞﾙｶﾞを包囲
1557年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第9代ﾊﾝ｢ﾄﾞｰｽﾄ｣ﾌﾞﾁｭｶﾞの子(~1558年)
1557年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Ali4世 Audha Siyaaka Katthiri｣(~1558年戦死)
1557年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||ｸﾞﾘｱ公国ｲﾒﾚﾃｨから脱退
1557年-03:00|ｴﾘﾄﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<制定>ｵｽﾏﾝ帝国ﾊﾍﾞｼｭ州(ｴﾔﾚｯﾄ)
1557年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾌﾝｼﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢Abu Sakikin｣(~1568年)
1557年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1558年)
1557年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾚﾆｴ｣(~1559年)
1557年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾑｻﾞ･ﾍﾞｲ｣(~1561年)
1557年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Fernao de Meneses｣(1期目~1562年)
1557年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ｣(~15690611死去)
1557年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｻﾝｿｳﾞｨｰﾉのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによるｻﾝ･ｼﾞﾐﾆｬｰﾉ教会完成
1557年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Francisco Metia Marquez y Ped
  rosa｣(~1558年)
1557年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事代理｢Bartolome de Fonseca｣(~1558年
  )
1557年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~1559年)
1557年 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Alonso Arias de Villasinda｣
1557年 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ﾌｧﾊﾙﾄﾞがﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ沿岸を探検
1557年1月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝで最初の国家破産宣言
1557年1月1日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾌｱﾝ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾊﾗｽ｣(~1559年)
1557年1月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣
1557年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼｱｳﾞｨｶ｣(~15581203在職中死亡)
1557年1月30日-08:00|中国/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  ||明･嘉靖36年|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾏｶｵに居留地を建設､明が海賊征討協力で居住
  と通商を許す
1557年1月30日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･天祐1年|後黎朝3代･英宗が天祐と改元
1557年1月31日-09:00|日本|大分県大分市|弘治3年|ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ､府内に小児科医院を設立/日本で最初の洋式
  病院
1557年1月31日-09:00|日本|香川県仲多度郡多度津町|弘治3年|多聞院(現,多度津町)蔵絹本著色西谷藤兵衛肖像
  ,描かれる
1557年1月31日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|弘治3年|島津貴久､薩摩に南林寺を建立
1557年1月31日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|弘治3年|京都妙心寺雪峰禅曽､金剛山宝泰寺(静岡市葵区伝馬町)
  を中興
1557年1月31日-09:00|日本|長崎県壱岐市|弘治3年|六人衆が壱岐を分治
1557年1月31日-09:00|日本|福岡県|弘治3年|<任命>筑後国守護｢大友義鎮｣(~天正4(1576)年正月隠居)
1557年1月31日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|弘治3年1月1日|<八戸城の戦い>龍造寺軍に攻められ八戸城は破却さ
  れた/城主宗暘は神代氏に逃れた
1557年1月31日-09:00|日本|佐賀県武雄市|弘治3年1月1日|神代勝利､竜造寺の熊の川代官館を攻め落とす/肥前
  山内を奪回
1557年2月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ伯｢ｱﾝｿﾆｰ2世｣
1557年2月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢John3世｣ｱﾝｿﾆｰ2世の息子(~15760701死去)
1557年2月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽで､ﾕｸﾞﾉｰ弾圧のため､国王ｱﾝﾘ2世(38)が異端審問所を設ける
1557年2月14日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊｼ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~8.6)
1557年2月14日-09:00|日本|静岡県静岡市|弘治3年1月15日|松平元信(のちの徳川家康)､今川義元の命で今川家
  重臣･関口刑部大輔親永(義広)の娘｢鶴姫(瀬名姫)｣(今川義元の姪､後の築山御前)を娶る/のち､松平元信(家康
  )は､祖父･松平清康の偏諱をもらって松平蔵人佐元康に改名
1557年2月14日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|弘治3年1月15日|寒嵐晴､駿府葛山左衛門佐屋敷近く火事､僅かの
  間に百余軒焼失.専照山東漸寺円光院(静岡市葵区伝馬町)の寮社焼失
1557年2月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾗﾄﾞｸﾘﾌ｣
1557年2月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗﾄﾞｸﾘﾌ｣(~15830609死去)
1557年3月1日-09:00|日本|新潟県長岡市|弘治3年2月|木嶋城主木嶋出雲守､武田に下る
1557年3月7日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾍﾟｰﾃﾙ･ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ｣(~15670426死去)
1557年3月14日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|弘治3年2月14日|井伊谷(引佐町井伊谷)薬師堂造営
1557年3月15日-09:00|日本|長野県長野市|弘治3年2月15日|<葛山城の戦い>信濃･馬場信春､長尾方の前進拠点で
  あった水内郡葛山城(善光寺北方)を攻略し落合氏を滅ぼし､その後戸隠飯綱を勢力下に置く
1557年3月19日-09:00|日本|山口県周南市|弘治3年2月19日|毛利元就が隆元に大内方最後の拠点周防須々万沼城
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  に再度攻撃をかけさせる
1557年3月21日-09:00|日本|茨城県筑西市|弘治3年2月下旬|長尾景虎が上野国に進出し､佐竹義昭や多賀谷政経
  に筑波郡の小田城主小田氏治を攻めさせ､佐竹義重は真壁郡海老ヶ島城主平塚入道自省を攻め破って討取り攻
  略
1557年3月21日-09:00|日本|熊本県人吉市|弘治3年2月21日|肥後人吉領主｢相良頼房(義陽)｣叔父･上村頼孝が弟
  の上村頼堅､稲留長蔵と共に頼房に対して謀反
1557年3月31日-09:00|日本|石川県|弘治3年3月|<弘治の内乱(能登国)>反乱軍､一向一揆を率いて攻め込むが長
  続連に討たれる→反乱軍は押水まで後退
1557年3月31日-09:00|日本|茨城県下妻市|弘治3年3月|小田氏治は下妻城攻撃に向かったが多賀谷政経の救援に
  駆けつけた佐竹義昭に黒子の戦いで敗北し土浦城へ逃れた
1557年3月31日-09:00|日本|長野県中野市|弘治3年3月|長尾氏の有力な盟友であった高梨氏は本拠地の高梨氏館
  (中野城)を武田軍により落とされ､飯山城に後退
1557年4月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ﾋﾞﾘｬｸﾞﾗﾝのひきいるｽﾍﾟｲﾝ軍,ﾗｳﾀﾛ軍を壊滅.ﾗｳﾀﾛ戦死.部下のｶｳﾎﾟﾘｶﾝが闘いを
  引き継ぐ
1557年4月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ｶﾆｪﾃ侯爵ｶﾞﾙｼｱ･ｳﾙﾀﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~1561年2月)
1557年4月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｽﾍﾟｲﾝが植民都市ｸｴﾝｶを建設
1557年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾃﾞｨ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1557年4月1日-09:00|日本|山口県周南市|弘治3年3月2日|<須々万沼城合戦>早朝,毛利元就自身が10,000余の軍
  勢を率いて沼城総攻撃/籠城していた男女1,500人余が惨殺された/江良賢宣が降伏し､その後に興盛も沼城を
  出て開城､自害
1557年4月1日-09:00|日本|山口県周南市|弘治3年3月2日|富田若山城の陶長房は味方の裏切りにあって殺され､
  陶氏は完全に滅び去る
1557年4月3日-09:00|日本|山口県山口市|弘治3年3月4日|山口後河原で内藤隆世が杉重輔と戦い,山口の街は焼
  かれ､敗れた杉重輔が防府にて討たれた
1557年4月7日-09:00|日本|山口県周南市|弘治3年3月8日|毛利軍は､陶氏遺臣が残る富田若山城を攻略
1557年4月11日-09:00|日本|宮崎県日南市|弘治3年3月12日|島津貴久が伊東義祐の日向東光寺城を攻略
1557年4月11日-09:00|日本|山口県防府市|弘治3年3月12日|毛利軍は､防府の天神山松崎天満宮(防府天満宮)に
  駐屯していた鷲頭隆政と朝倉弘房が率いる大内軍2,000を壊滅/右田ヶ岳城の右田隆量や野田長房らは元就の
  勧告に応じて降伏
1557年4月22日-09:00|日本|島根県益田市|弘治3年3月23日|<七尾城合戦>(弘治2年6月~)吉川元春､益田藤兼に勝
  利/益田藤兼､毛利氏に帰属
1557年4月29日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||弘治3年4月|日朝間に丁巳約条(朝鮮王朝と対馬の宗 氏の間で合意
  された来航者取締規則)成立
1557年4月29日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|弘治3年4月|<柿城合戦>小倉実春､佐脇･神戸の連合軍に勝利.佐藤中
  務丞､神戸利盛に謀反.小倉実春､神戸城に入城｡神戸利盛は神戸城を一時喪失
1557年4月30日-09:00|日本|福岡県筑紫野市|弘治3年4月2日|<侍島の戦い>筑紫惟門が筑前侍島で大友軍と交戦､
  釣り野伏せ戦術により大友軍は敗北
1557年4月30日-09:00|日本|山口県下関市|弘治3年4月2日|<且山城合戦>大内氏の家老内藤隆世は自害､大内義長
  は開城した且山城を出て長福院に入った
1557年5月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾟｰｼｰ｣6代伯の甥(~1571年剥奪)
1557年5月1日-09:00|日本|山口県|弘治3年4月3日|<死去>周防･長門国守護｢大内義長｣毛利元就の攻撃され自害/
  18歳(誕生1540年)大内氏はこれで完全に滅亡(勘合貿易の終焉と南蛮貿易の開幕)/陶氏の忠臣･野上房忠も､陶
  長房の嫡子鶴寿丸を殺害の後に自害
1557年5月1日-09:00|日本|山口県|弘治3年4月3日|毛利元就軍が周防･長門守護大内義長の且山城を攻略/毛利隆
  元:周防･長門･石見三国を領す
1557年5月4日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｵｰｽﾄﾘｱのｼﾞｮｰｼﾞ｣
1557年5月5日-09:00|日本|静岡県裾野市|弘治3年4月7日|御宿播磨守綱春､妻(跡部越後守妹)が原因で御宿館に
  楯籠り今川義元より妻子共に自害/御宿大監物正友綱､御宿館落城の時逃れて駿河国相国寺に隠れる
1557年5月6日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|弘治3年4月8日|紀伊国日前･国懸両社の造営成る
1557年5月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ･ｵﾌﾞ･ﾍﾞﾙｹﾞｽ｣(~1564年辞任)
1557年5月13日-09:00|日本|鹿児島県伊佐市|弘治3年4月15日|大隅･島津貴久､北村城(菱刈重豊)を攻略
1557年5月15日-09:00|日本|京都府京都市|弘治3年4月17日|顕如､教光院如春尼(三条公頼の娘)と婚儀
1557年5月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｼﾞﾝﾒﾙﾝ公｢ﾖﾊﾝ2世｣
1557年5月18日-09:00|日本|鹿児島県姶良市|弘治3年4月20日|北村城が陥落した事により戦意を喪失した蒲生範
  清は､龍ｹ城を捨て祁答院へと逃れた/島津氏の薩摩統一
1557年5月19日-09:00|日本|長野県須坂市|弘治3年4月21日|<第三次川中島合戦>上杉景虎が武田方の福島城(須
  坂市)攻略
1557年5月19日-09:00|日本|長野県長野市|弘治3年4月21日|<第三次川中島合戦>上杉景虎が武田方の山田要害(
  長野市)攻略
1557年5月22日-09:00|日本|福岡県宗像市|弘治3年4月24日|筑前国宗像社焼失
1557年5月23日-09:00|日本|長野県長野市|弘治3年4月25日|長尾景虎､旭山城を再興
1557年5月26日-09:00|日本|京都府京都市上京区|弘治3年4月28日|京都立売町が焼亡｡近衛前久邸､炎上
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1557年5月29日-09:00|日本|大分県中津市|弘治3年5月2日|野仲重兼が城主を務める下毛郡長岩城(津民)を大友
  方攻略
1557年5月30日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾊｲﾝﾘﾋ･ﾌｫﾝ･ｶﾞﾚﾝ｣
1557年6月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ代行｢ﾔﾋﾔ｣(~同年)⇒｢ﾕｰｽﾌ1世｣(~同年)⇒｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ
  ｣(2回目~1561年)
1557年6月1日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾌｭﾙｽﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~
  15590917)
1557年6月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｼﾞｮｱﾝ3世/54歳(誕生:15020606)
1557年6月7日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||建築家ﾐﾏｰﾙ･ｼﾅﾝによるｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙのｽﾚｲﾏﾆｴ･ﾓｽｸが完成
1557年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｽﾍﾟｲﾝがﾌﾗﾝｽに宣戦布告
1557年6月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｼﾞｮｱﾝ3世信心王｣
1557年6月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ1世待望王､騎士王｣(~15780804死去)ｼﾞｮｱﾝ3世の
  孫
1557年6月11日-09:00|日本|長野県埴科郡坂城町|弘治3年5月15日|上杉景虎､香坂を攻撃､次いで坂城･岩鼻両城
  を攻略
1557年6月22日-09:00|日本|長野県下水内郡栄村|弘治3年5月26日|<第3回川中島の合戦>長尾景虎と武田信玄が
  善光寺の東北4ｷﾛほどの上野原で戦闘/長尾景虎が勝利
1557年6月27日-09:00|日本|熊本県宇城市|弘治3年6月|上村頼孝･上村頼堅･稲富長蔵の兄弟が謀叛
1557年6月27日-09:00|日本|山口県山口市|弘治3年6月|陶氏家臣であった佐藤宗左衛門尉父子が山口にて蜂起し
  ､山口守備の任に当たっていた市川経好と祖式友兼によって鎮圧された
1557年6月28日-09:00|日本|富山県氷見市|弘治3年6月2日|<弘治の内乱(能登国)>反乱軍が義綱軍の八代俊盛が
  拠点とする越中国氷見･湯山城を陥落させる｡
1557年7月8日-09:00|日本|熊本県宇城市|弘治3年6月12日|相良勢は謀叛した上村頼孝･上村頼堅･稲富長蔵の兄
  弟を成敗するため､頼堅の豊福城を攻撃し､頼堅を成敗
1557年7月17日-09:00|日本|福岡県豊前市|弘治3年6月21日|城主･山田隆朝の上毛郡山田城(豊前市櫛狩屋)を大
  友方攻略
1557年7月19日-09:00|日本|長野県下水内郡栄村|弘治3年6月23日|長尾景虎は飯山城へ撤退/武田氏は志久見郷
  の防衛に成功
1557年7月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||異端撲滅の厳命｢ｺﾝﾋﾟｴｰﾆｭ勅令｣が出される/ｶﾙｳﾞｧﾝ派の本拠であるｼﾞｭﾈｰｳﾞへ
  の滞在を禁止する/神の神聖をけがす｢神の書｣の所持を禁止
1557年7月26日-09:00|日本|大分県宇佐市|弘治3年7月|大友義鎮は宇佐郡竜王城を落城させ､次に妙見岳城､長岩
  城､松山城､馬岳城､三ｹ岳城を次々に攻略､豊前国を支配下に置く
1557年7月29日-09:00|日本|福岡県行橋市|弘治3年7月4日|貫親清等が籠る京都郡馬ヶ岳城(大谷)を大友方攻略/
  規矩郡三岳の長野氏降服/京都郡松山城に籠っていた杉重良､規矩郡門司の仁保氏､毛利方に逃亡
1557年7月30日-09:00|日本|長野県安曇野市|弘治3年7月5日|武田信玄､安曇郡小谷城を攻略
1557年8月1日-09:00|日本|福岡県朝倉市|弘治3年7月7日|<古処山城の戦い>戸次鑑連を総大将とする大友家秋月
  討伐軍､高橋鑑種､臼杵鑑速ら二万は､秋月氏の出城の杉本の城を落とした後､本拠地､古処山城を攻めた
1557年8月6日-09:00|日本|愛知県一宮市|弘治3年7月12日|織田信長､黒田城山内盛豊(岩倉城織田信賢家老)攻落
1557年8月6日-09:00|日本|福岡県朝倉市|弘治3年7月12日|<古処山城合戦>立花道雪･臼杵鑑速､秋月文種に勝利.
  秋月文種･晴種父子は自害
1557年8月7日-09:00|日本|福岡県太宰府市|弘治3年7月13日|豊後勢は筑紫惟門も討たんと山隈原に陣を布き攻
  撃,岩屋城・若杉城の両城が落ち,筑紫惟門は五箇山に入った
1557年8月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王軍､ﾌﾗﾝｽ北部の｢ｻﾝ･ｶﾝﾀﾝの戦い｣(城外の戦闘)でｽﾍﾟｲﾝ王軍
  に大敗/ｱﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ大元帥らが捕虜となる
1557年8月12日-09:00|日本|福岡県太宰府市|弘治3年7月18日|五箇山城自落.秋月氏と共に決起した筑紫惟門･広
  門父子は五箇山城を放棄し逃走
1557年8月18日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾗ･ｻﾝｸﾞﾙ｣
1557年8月18日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|弘治3年7月24日|龍造寺隆信は鹿江兼明の鹿江城へ攻め込む/鹿江は
  大軍に防ぎきれず父子3人討死/鹿江は大友と敵対していた人物で隆信は鹿江の首級を豊後勢の陣に差し送り
  大友と和融
1557年8月19日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾞｼﾞ･ｶﾞｼﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~15581104)
1557年8月19日-09:00|日本|熊本県水俣市|弘治3年7月25日|相良勢が上村兄弟に呼応した菱刈方の久木野城を落
  とす/菱刈重任ら50余人を成敗
1557年8月20日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｼﾞｬﾝ･ﾊﾟﾘｿ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾚｯﾄ｣(~15680821没)
1557年8月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ北部の｢ｻﾝ･ｶﾝﾀﾝ-｣が陥落し､ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾄﾞ･ｺﾘﾆｰ提督も捕虜と
  なる
1557年8月30日-09:00|日本|  ||弘治3年8月7日|下総国印旛郡佐倉城主千葉介利胤が死亡､子の親胤が千葉氏宗
  家を継ぐが家臣原胤貞に殺され､伯父の胤富が入って宗家を継ぐ
1557年8月30日-09:00|日本|千葉県佐倉市|弘治3年8月7日|<死去>下総佐倉領主｢千葉親胤｣17歳､幽閉された後に
  暗殺された⇒兄の｢千葉胤富｣が継ぐ(~天正7年05月04日(15790529)死去)
1557年9月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｻﾝ･ｼﾞｬｯｸ通り事件>ﾊﾟﾘの｢ｻﾝ･ｼﾞｬｯｸ通り｣(5区)の弁護士の家で開かれた｢改革
  派｣の集会が､ｶﾄﾘｯｸ側から襲撃を受け130人(うち30人が貴族)が逮捕される
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1557年9月4日-09:00|日本|佐賀県|弘治3年8月12日|龍造寺隆信は上佐嘉へ進軍,神代衆を多数討ち取った
1557年9月8日-09:00|日本|熊本県球磨郡あさぎり町|弘治3年8月16日|相良勢が稲富長蔵の岡本城攻略/長蔵は北
  原氏を頼り落去
1557年9月18日-09:00|日本|  ||弘治3年8月26日|<弘治2年大坂湾暴風雨･高潮>近畿地方が台風による暴風雨に
  見舞われ,大阪湾に高潮が起こり尼崎の沿岸から明石の沿岸にかけての浦々が襲われ,伊勢地方でも死亡者が
  出た/死者は合計して数千人
1557年9月21日-09:00|日本|長野県下水内郡栄村|弘治3年8月29日|<第三次川中島の戦い(上野原の戦い)>上野原
  において武田･長尾方合戦.武田方が善光寺平と戸隠周辺を勢力下とする大勢は変わらぬまま､両軍とも兵をひ
  く
1557年9月25日-09:00|日本|静岡県伊豆市|弘治3年9月3日|山本御大方､修善寺明山憐察に､賀子･岩崎(3島市)15
  貫文を､亡夫堀越六郎(法名｢正覚院殿大円宗忠大禅定門｣)の菩提の為､正覚院(修善寺)を再建し寄進
1557年9月25日-09:00|日本|広島県三次市|弘治3年9月3日|三吉隆亮,三次郡上里の八幡宮社殿を造立
1557年9月27日-09:00|日本|京都府京都市|弘治3年9月5日|<死去>第105代｢後奈良天皇｣/62歳(誕生:明応5(1496)
  1223)
1557年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣
1557年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｰﾄﾆｰ｣(~16300624死去)
1557年9月29日-09:00|日本|愛知県岡崎市|弘治3年9月7日|秦梨城粟生将監永信､須佐之男神社を再建
1557年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｺﾞﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣
1557年10月12日-09:00|日本|熊本県球磨郡あさぎり町|弘治3年9月20日|相良勢が上村頼孝の上村城攻略/頼孝は
  北原氏を頼り落去
1557年10月23日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｼｭ=ｼｪｲｸ｣
1557年10月23日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｱﾙ=ｶﾞﾘﾌﾞ｣(~15740122死去)
1557年11月6日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|弘治3年10月16日|肥前･神代勝利と龍造寺の将･小川信安は鉄布峠で
  遭遇/勝利は信安に勝利/後陣の隆信は兵をまとめて撤退
1557年11月6日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|弘治3年10月16日|<八上城合戦>丹波･三好長慶､八上城(波多野晴
  通)を攻略.波多野晴通は敗走し波多野家が崩壊
1557年11月17日-09:00|日本|  ||弘治3年10月27日|<践祚>106代｢正親町天皇｣/永禄3年1月27日即位(~15861107)
1557年11月17日-09:00|日本|愛知県西尾市|弘治3年10月27日|西条城(西尾市錦城町)吉良義昭が降参して東条城
  に移されて､西条城(西尾市錦城町)には牧野新次郎成定が在番を命じられる7)
1557年11月21日-08:00|中国/日本|  ||明･嘉靖36年11月|浙江巡撫の胡宗憲が計略により倭冦の首領の王直を捕
  らえる
1557年11月22日-09:00|日本|愛知県清須市|弘治3年11月2日|尾張･織田信長､再び謀反を起こした弟信行を清洲
  城で謀殺
1557年11月30日-09:00|日本|山口県山口市|弘治3年11月10日|大内氏遺臣の草場氏･小原氏･河越氏らが､義隆の
  遺児問田亀鶴丸を擁立して山口の障子ヶ岳城(障子岳)に籠城
1557年11月30日-09:00|日本|山口県山口市|弘治3年11月10日|防長で一揆蜂起し,周防国吉敷郡に乱入
1557年12月1日-09:00|日本|山口県山口市|弘治3年11月11日|<妙見崎の戦い>毛利方の内藤隆春が障子ヶ岳城を
  急襲して､妙見崎山で大内氏残党軍を撃ち破り､久芳賢直､波多野勝実､杉重輔の遺児松千代丸らの軍勢も各所
  で発生した蜂起を鎮圧
1557年12月5日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾋｭｰ･ｶｰｳｨﾝ｣(~15580206)､
  ｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾄﾞﾆｰ卿｣(~15580521)
1557年12月15日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|弘治3年11月25日|刑部左近､願主となり､胡桃平神明社(春野
  町胡桃平)の社殿を造立
1557年12月22日-09:00|日本|広島県|弘治3年12月2日|<傘連判の契約>毛利氏ら12名による連署/毛利元就､吉川
  元春､阿曽沼広秀､毛利隆元､宍戸隆家､天野元定､天野隆誠､出羽元祐､天野隆重､小早川隆景､平賀広相､熊谷信
  直
1557年12月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾊﾟﾄﾗｼｭｸ良候｣
1557年12月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主代行｢ｿｺﾙ｣(~15580125)
1558年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗﾑ君主｢Kyai Gede Pamanahan｣(~1584年)
1558年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国(北元)皇帝｢ﾄｩｰﾒﾝ･ｼﾞｬｻｸﾄ･ﾊｰﾝ｣(~1592年没)
1558年-07:00|ﾀｲ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏ軍がﾀｲのﾁｪﾝﾏｲを攻撃し､ﾗﾝﾅｰを属国とする
1558年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰﾋｰ朝ｼｬｰ｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ1世｣
1558年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰﾋｰ朝ｼｬｰ｢ｱﾘｰ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ1世｣(~1579年死去)
1558年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾗｰﾏﾗｰｼﾞｬがﾏﾄﾞﾗｽのｻﾝﾄﾒを攻め､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに打撃
1558年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<死去>ﾋﾙﾘｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢Ali4世 Audha Siyaaka Katthiri｣戦死
1558年-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第10代ﾊﾝ｢ﾊｰｼﾞｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(ﾊｰｼﾞﾑ)1世｣8代目のﾊﾝ･ｱｶﾀｲ
  の子(~1602年)
1558年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝国王｢Dom Manoel Dhirikusa Loka｣(~1573年)
1558年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊｲﾀﾞｰﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~不明)⇒｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1563年)
1558年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾀﾘｱﾋﾟｴﾄﾛ｣(~1560年)
1558年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝ｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ｵﾌﾞ･ｻ｣(~1560年)
1558年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官代行｢ﾜｲﾅﾝﾄﾞ･ﾌｧﾝ･ｴｲﾅｯﾃﾝ｣(⇒1660年､司令官~15700525没)
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1558年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣ｹﾞｵﾙｸ1世の息子､ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ公(~16080129死去)
1558年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱがﾘｳﾞｫﾆｱをめぐってﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞと戦争
1558年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Pedro Botelho｣(2期目~1559年)
1558年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Hernando de Canizares｣(~1559.6)
1558年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵﾙﾀﾞﾆｰ島をﾏﾚｻﾙﾃﾞ大尉の下でﾌﾗﾝｽ人が占領(2週間)
1558年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾓﾙｼﾞﾌﾞのﾏﾚに交易拠点を開く
1558年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>第3代ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾒﾝ･ﾃﾞ･ｻｰ｣(~1572年)
1558年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｾﾍﾟﾀﾞ｣(~1560年)
1558年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｶﾉ｣(2 回目~1565年)
1558年 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢大審問院｣(~15640221)
1558年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾄﾊﾞｰﾙ｣(~1559年)
1558年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ市長｢ｱﾝﾄﾞﾚｽ･ﾛﾍﾟｽ･ﾓﾗｶﾞ｣(~同年)⇒｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~1560
  年)
1558年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ,ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督領に編入(当時の国名はｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ)
1558年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｪﾃﾞﾘｰｺﾞ･ﾊﾞﾄﾞｴﾙ､ｻﾝ･ｶﾝﾁｱｰﾉにｱｯｶﾃﾞﾐｰｱ･ﾃﾞｯﾗ･ﾌｧｰﾏ設立
1558年1月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ｸﾞｱﾅﾊﾞﾗのﾌﾗﾝｽ植民地でﾕｸﾞﾉｰ教徒の反乱/Villegagnonは首謀者5人を処刑し､ほ
  かのﾕｸﾞﾉｰ教徒を本国に送還
1558年1月3日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾒﾑ･ﾃﾞ･ｻ｣(~15720302没)
1558年1月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの貴族･軍人ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ｷﾞｰｽﾞ(ｷﾞｰｽﾞ公)､200年以上にわたってｲﾝｸﾞﾗﾝ
  ﾄﾞに占領されていた､ﾌﾗﾝｽ北部のｶﾚｰを奪還
1558年1月12日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|弘治3年12月23日|<宇都宮城合戦>佐竹義昭･宇都宮広綱の連合軍､
  壬生綱雄に勝利.壬生綱雄が宇都宮城を放棄.宇都宮広綱､下野宇都宮城を回復
1558年1月15日-09:00|日本|山口県|弘治3年12月26日|元就､防長制圧が終わり､吉田に戻る
1558年1月20日-09:00|日本|愛知県新城市|弘治4年|設楽肥前守､出沢山廣釋寺(龍泉寺)創立
1558年1月20日-09:00|日本|愛知県豊川市|弘治4年|篠束神社､兵火にて焼失
1558年1月20日-09:00|日本|高知県南国市|弘治4年|土佐国国分寺金堂できる
1558年1月20日-09:00|日本|福井県|弘治4年|<交替>若狭国守護｢武田信豊｣追放⇒子の｢武田義統｣(~永禄10年4月
  8日(15670516)死去)
1558年1月20日-09:00|日本|福島県河沼郡柳津町|弘治4年|岩代国軽井沢銀山発見
1558年1月20日-09:00|日本|三重県津市|弘治4年|伊勢の北畠具教の次男･長野具藤を長野氏の養嗣子とする有利
  な和睦を長野氏と結ぶことで勢力を拡大
1558年1月20日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･正治1年|<即位>広南国主｢僊主･阮ﾎｱﾝ｣(~16130720死去)
1558年1月20日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･正治1年|後黎朝3代･英宗が正治と改元(-1571)
1558年1月20日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||阮氏がﾌｴに自立し､ﾍﾞﾄﾅﾑが鄭と阮の対立抗争時代へ
1558年1月20日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|弘治4年1月1日|神代勝利､肥前に帰り龍造寺の兵を破り山内城に入る
1558年1月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾙﾁｬ4世羊飼候｣(3回目~15590925)
1558年2月4日-09:00|日本|長野県|弘治4年1月16日|<任命>信濃国守護｢武田晴信(信玄)｣(~元亀4(1573)年4月12
  日死去)
1558年2月19日-09:00|日本|奈良県五條市|弘治4年2月|大和国宇智郡で惣郡一揆が成立
1558年2月23日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治4年2月5日|<寺部城の戦い>松平元康17歳初陣,寺部城主の鈴木重
  辰に勝利
1558年2月24日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治4年2月6日|<広瀬城合戦>岡崎に帰り広瀬城(東広瀬町)三宅高清
  を攻め､援軍の織田方津川兵庫を討ち取る.足立甚尉討死/本多作左衛門重次･弟九蔵重玄､真先に進み､本多重
  次は2騎を討ち疵をうけ,弟本多重玄は討死/能見松平次郎右衛門尉重吉の次男半弥之助重茂17歳･被官名倉惣
  助討死/松平家臣江原孫三郎利全､敵将神戸甚平を討取る
1558年2月25日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治4年2月7日|松平元康は挙母､梅ヶ坪､伊保などを放火
1558年2月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世｣ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ｹﾙﾝﾃﾝ公(~1
  5640725没)
1558年3月2日-09:00|日本|長野県上高井郡高山村|弘治4年2月12日|武田晴信､山田城主高梨一族山田左京亮に降
  伏勧告をだし､山田は受託
1558年3月5日-09:00|日本|長野県長野市|弘治4年2月15日|馬場信春､水内郡葛山城攻略
1558年3月10日-09:00|日本|  ||弘治4年2月20日|武田晴信(信玄)､将軍家の御内書に応じて上杉景虎(謙信)と和
  睦
1558年3月10日-09:00|日本|愛知県豊田市|弘治4年2月20日|今川軍､吉良義昭に一味し逆心した寺部城鈴木日向
  守重辰を攻め降す
1558年3月11日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|弘治4年2月21日|筒井順慶､安見宗房の後援で筒井城に帰城
1558年3月17日-09:00|日本|島根県邑智郡邑南町|弘治4年2月27日|毛利軍(吉川元春)が石見出羽表の戦闘で尼子
  軍をやぶり尼子軍は温湯城に退却
1558年3月18日-09:00|日本|  ||永禄1年2月28日|｢永祿｣に改元
1558年3月18日-09:00|日本|愛知県名古屋市南区|永禄1年2月28日|笠寺城中浅井小四郎政敏･飯尾豊前守乗連･三
  浦左馬助義就･葛山播磨守長嘉百余人､夜攻め寄せた織田信長による夜襲を撃退し首を少々討取る
1558年3月26日-09:00|日本|愛知県瀬戸市|永祿1年3月7日|<品野城の戦い>品野城桜井松平監物家次三百人､攻め
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  てきた織田軍を秋葉山城･落合城と連絡取り逆襲.豪雨の中織田方広瀬衆竹村孫七郎長方･磯田金平･戸崎平九
  郎･滝山伝三郎ら50人討取る/高木広正､滝山伝三郎を討取る/松平家次家臣山田藤五郎討死/畔田半右衛門勝大
  ､松平信一に従い討死
1558年3月29日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄1年3月10日|太田美濃守資正が筑波郡の小田城を攻めて小田氏
  治と戰い､小田方の菅谷範政の嫡子菅谷彦次郎政頼が討死
1558年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ｵﾉﾌﾘ｣
1558年4月1日-09:00|日本|京都府京都市|永禄1年3月13日|足利義輝､京都奪還のため挙兵､朽木(近江国)より龍
  花へ移る
1558年4月6日-09:00|日本|愛知県名古屋市守山区|永禄1年3月18日|織田勘十郎信成､新しく龍泉寺城を築城
1558年4月7日-09:00|日本|宮崎県都城市|永禄1年3月19日|日向･肝付兼続､都城(北郷時久)を攻撃したが撃退さ
  れる
1558年4月9日-09:00|日本|  ||永禄1年3月21日|<死去>初代西村善五郎(不明)陶工
1558年4月13日-09:00|日本|島根県邑智郡邑南町|永禄1年3月25日|毛利軍が湯温城周辺の日和城攻略
1558年4月16日-09:00|日本|石川県鹿島郡中能登町|永禄1年3月28日|<勝山城合戦>畠山義綱､畠山晴俊に勝利.畠
  山晴俊･温井続宗･三宅総広･神保総誠らは討死
1558年4月19日-09:00|日本|京都府|永禄1年4月|<交替>丹後国守護｢一色義幸｣隠居⇒｢一色義道｣(~天正7(1579)
  年9月24日死去)
1558年4月19日-09:00|日本|滋賀県|永禄1年4月|足利義輝が龍花より和邇(近江国)へ移る
1558年4月19日-09:00|日本|福井県勝山市|永禄1年4月|<勝山城合戦>畠山義綱､畠山晴俊に勝利/畠山晴俊･温井
  続宗･三宅総広･神保総誠らは討死
1558年4月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世の子で王太子ﾌﾗﾝｿﾜ(14歳)､ﾌﾗﾝｽで育てられていたｽｺｯﾄﾗﾝﾄ
  ﾞ女王ﾒｱﾘｰ･ｽﾁｭｱｰﾄ(16歳)と結婚
1558年4月29日-09:00|日本|千葉県野田市|永禄1年4月11日|小田原の北條氏康が下総国葛飾郡関宿城主簗田晴助
  を猿島郡古河に移し､鎌倉葛西ヶ谷の関東公方足利晴氏､義氏父子を関宿城に移す
1558年5月4日-09:00|日本|福島県大沼郡三島町|永禄1年4月16日|会津の山内俊政･俊範が蘆名方の陸奥滝谷城･
  岩谷城を攻めるが､敗北し､蘆名氏に従属
1558年5月12日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄1年4月24日|<寺部城合戦>寺部城に再入城した鈴木日向守重辰･
  加勢の広瀬城三宅高清を､岡崎城松平元康･上野城酒井将監忠尚攻め落す/岡崎家臣足立右馬助の弟甚尉､鉄砲
  に撃たれ討死
1558年5月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ﾌﾟﾚ･ｵ･ｸﾚｰﾙ事件>ﾊﾟﾘで改革派信徒の示威行動が行われ､王族の｢ﾅｳﾞｧﾙ王｣ｱﾝﾄﾜ
  ｰﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝをはじめ武装した貴族が参加
1558年5月18日-09:00|日本|栃木県河内郡上三川町|永禄1年5月|越後の上杉軍勢が下野に攻め入った時､城主多
  功長朝が上杉勢を上州に追い払った/多功長朝率いる宇都宮勢は上野国の白井城まで景虎を追撃してきたが武
  蔵国岩槻城主の太田氏の仲介によって和睦
1558年5月18日-09:00|日本|新潟県|永禄1年5月|上野国平井城主上杉憲政は再び北條氏康に敗れ居城を捨てて越
  後国に逃走し､春日山城主長尾景虎を頼る
1558年5月19日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｱﾄﾞﾚｱｽ･ｱﾝﾄﾞﾚの下で､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾏﾚを占領(~15730701)
1558年5月20日-09:00|日本|滋賀県大津市|永禄1年5月3日|足利義輝が和邇(近江国)より坂本(近江国)の石河の
  本誓寺に入る
1558年5月21日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾄﾞﾆｰ卿｣(1回目~15590830)
1558年6月3日-09:00|日本|愛知県北設楽郡設楽町|永禄1年5月17日|<名倉船渡橋合戦>織田信長の支援受けた岩
  村城遠山左衛門尉景任の家臣山内采女､寺脇城奥平喜八郎信光(貞勝従兄弟)を攻める｡奥平貞勝は援軍として
  戦功/奥平喜八郎信光､山内采女の被官後藤三右衛門･その他の被官加藤甚四郎を討取｡被官山本甚兵衛･中村彦
  次郎疵蒙る/奥平貞勝の家臣生田式部重綱討死
1558年6月5日-09:00|日本|京都府京都市|永禄1年5月19日|松永久秀･長頼･三好長逸･伊勢貞孝ら一万五千の兵を
  率いて市中を打廻す
1558年6月6日-09:00|日本|島根県邑智郡川本町|永禄1年5月20日|<温湯城の戦い>毛利元就､毛利隆元､小早川隆
  景率いる毛利勢7000が小笠原長雄の籠る石見温湯城を攻め降伏させる
1558年6月7日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ暫定総督｢Gutierre de la Pena Langayo｣(~15
  590802)
1558年6月10日-09:00|日本|島根県邑智郡川本町|永禄1年5月24日|毛利軍吉川元春が温湯城周辺の赤城攻略
1558年6月13日-09:00|日本|愛知県岩倉市|永祿1年5月28日|<第3次尾張争乱>織田信賢､守護代の岩倉織田信安を
  追放
1558年6月15日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢尚震｣(~15630209)
1558年6月15日-09:00|日本|栃木県河内郡上三川町|永禄1年5月29日|<多功ヶ原の戦い(下野国)>景虎ら長尾･佐
  野連合軍は宇都宮領へ侵攻する前に小山氏の祇園城へ侵攻し､当主小山高朝を一戦も交えずに降伏させた/そ
  の後は壬生氏の壬生綱雄が拠る壬生城を攻め落とし､宇都宮領の多功城へと進軍/宇都宮勢は多功城主で宇都
  宮家中一の侍大将と評された多功長朝率いる多功勢と宇都宮家からの援軍の合計約2,000騎が迎え撃った.両
  軍は多功城下の多功ヶ原で激突/長尾･佐野勢は佐野氏当主で先陣の佐野小太郎(佐野豊綱)を筆頭に多くの兵
  が討ち取られたため､景虎は兵を引き上げた.宇都宮勢の奮闘によりなんとか長尾･佐野勢を撃退できたが､多
  くの将が犠牲となった
1558年6月17日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄1年6月2日|岩成友通･伊勢貞孝を加えた三好軍が瓜生山山
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  頂の将軍山城を占拠､修築に当たった
1558年6月19日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄1年6月4日|足利義輝､細川晴元と共に如意嶽へ出陣し､三
  好長逸軍と京都鹿ヶ谷に於いて衝突､如意岳城を占拠
1558年6月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ｷﾞｰｽﾞ(ｷﾞｰｽﾞ公)､ﾌﾗﾝｽ北東部のﾃｨｵﾝｳﾞｨﾙを占領
1558年6月22日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄1年6月7日|<鹿ｹ谷合戦>三好長慶､勝軍地蔵山城から撤退.
  足利義輝､勝軍地蔵山城を制圧
1558年6月23日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄1年6月8日|如意ヶ嶽は手薄となり長逸･久秀らが逆に如意
  ヶ嶽を占拠したため､両軍の位置が入れ替わっただけに終わった
1558年6月24日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄1年6月9日|<白川口合戦>足利義輝･六角義賢の連合軍､松
  永久秀に勝利
1558年6月26日-09:00|日本|高知県高知市|永禄1年6月11日|土佐円行寺焼失
1558年6月27日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄1年6月12日|<第二次門司城の戦い>小早川隆景が門司城
  を攻め落とした｡大友方の城将･怒留湯主水を追い､仁保隆慰を城番とし3千の兵力を配属し､関門海峡を扼す北
  九州随一の要衝であったここを拠点に､九州進出を図った｡そして毛利隆元は､筑前､豊前方面の諸将を調略し､
  筑前･宗像氏､豊前･長野氏を味方とすることに成功､各将は大友に反旗を翻し挙兵
1558年7月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ｷﾞｰｽﾞ(ｷﾞｰｽﾞ公)､ｱｰﾛﾝを占領
1558年7月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王軍のﾎﾟｰﾙ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾊﾞﾙﾄ･ﾄﾞ･ﾃﾙﾑ元帥､ﾌﾗﾝｽ北部のﾍﾞﾙｸﾞを占領
1558年7月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｴｸﾞﾓﾝﾄのﾌﾗﾝﾄﾞﾙ軍が､ｽﾍﾟｲﾝに味方してﾌﾗﾝｽ軍を破る(ｸﾞﾗｳﾞﾘｰﾇの戦い)
1558年7月18日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾄﾞﾙﾊﾟｯﾄ市(ﾀﾙﾄｩ)をﾛｼｱ軍が占領(~15820115)
1558年7月18日-09:00|日本|茨城県|永禄1年閏6月3日|佐竹義昭､岩城重隆と和睦
1558年7月21日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督代行｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣
1558年7月22日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾙｶﾞﾗ｣(~15641
  019)
1558年7月26日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌｫﾝ･ﾐｭﾝﾋﾊｳｾﾞﾝ｣(~12月)
1558年7月27日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官代行｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ｳｴｸｽｸｴﾙ｣(~12月)
1558年8月4日-09:00|日本|滋賀県|永禄1年閏6月20日|足利義輝と伊勢貞孝､和睦
1558年8月14日-09:00|日本|石川県|永禄1年7月初旬|<弘治の内乱(能登国)>反乱軍･温井綱貞らが再び能登へ侵
  攻
1558年8月18日-09:00|日本|長野県安曇野市|永禄1年7月5日|武田晴信､牽制のため安曇郡小谷に出兵.小谷城落
  城
1558年8月25日-09:00|日本|愛知県一宮市|永祿1年7月12日|<浮野の戦い>織田信長は2000の軍勢を率い､浮野の
  地において信賢軍3000と交戦.激戦が続いたが､信長の元へ信清の援軍1000が到着すると形勢は一気に傾き､信
  賢軍は壊滅/1200を超える死者を出した信賢軍は､本拠の岩倉城へ敗走
1558年9月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨｰﾉ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ｣(~15610907)
1558年9月8日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||先住民ｺﾞｲﾀｶｽ族が反乱/ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓｳﾗの部隊と対決
1558年9月12日-09:00|日本|埼玉県川越市|永禄1年8月|大道寺政繁､武蔵国川越に建立寺(見立寺)を創建
1558年9月12日-09:00|日本|千葉県野田市|永禄1年8月|足利義氏が関宿城へ入り公方府とする
1558年9月19日-09:00|日本|兵庫県姫路市|永禄1年8月8日|<交替>播磨置塩領主｢赤松晴政｣赤松義祐と浦上政宗
  により追放(播磨争乱)⇒子の｢赤松義祐｣(~元亀元(1570)年隠居)
1558年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1558年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ｣8代伯の孫(~1574年秋死去)
1558年9月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>前神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ｶｰﾙ5世｣兼ｲﾀﾘｱ王｢ｶﾙﾛ5世｣ｴｽﾄﾚﾏﾄﾞｩｰﾗ地方
  の山あいのﾕｽﾃの僧院で/58歳(誕生15000224)
1558年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲﾉﾁｪﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗﾝｸﾃｨ｣｢ﾘﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣
1558年10月12日-09:00|日本|香川県善通寺市|永禄1年9月|<善通寺合戦>三好義賢(実休)が東讃岐の諸将ととも
  に天霧城に攻め込むが香川之景はこれを撃退/之景は実休と和議を結び所領安堵のうえ三好氏の支配下に入る
  こととなった
1558年10月14日-09:00|日本|島根県大田市|永禄1年9月3日|<山吹城の戦い>尼子晴久が､石見銀山奪還のため兵2
  5000で山吹城を攻撃.守る毛利軍の宍戸隆家(兵数7000)は敗北し､石見銀山が奪われる(忍原崩れ)/刺賀長信は
  自身の命と引き換えに城兵を吉田郡山城へ帰還させることを条件に降伏し自害する/尼子方となった山吹城に
  は本城常光が配置される
1558年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣
1558年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~15831111死去)
1558年11月4日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾄｲｶﾞﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1559年6月)
1558年11月5日-09:00|日本|山梨県甲州市|永禄1年9月25日|武田信玄,信州善光寺本尊の阿弥陀如来をはじめ数
  々の寺宝を移し信州善光寺三七代鏡空上人を開山に迎えて甲斐善光寺創建(山梨県甲府市)
1558年11月7日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|永禄1年9月27日|神代勝利が竜造寺方小川但馬守の春日山城を奪回
1558年11月10日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|永禄1年10月|肝付兼続､志布志城に島津忠親を攻めるが撃退さ
  れる
1558年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾒｱﾘｰ1世(血塗れのﾒｱﾘｰ)｣42歳(誕生15160218)
1558年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世(処女王)｣ﾍﾝﾘｰ8世とｱﾝ･ﾌﾞｰﾘﾝの女子(~160303
  24死去69歳)
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1558年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~15980913死去71歳)
1558年11月22日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄1年10月13日|大友義鎮は豊前の領土を確保するため田
  原親宏･臼杵鑑速･吉弘鑑理･斎藤鎮実･戸次鑑連(立花道雪)ら1万5千を門司城へ派軍/大友勢前線の親宏･鑑速･
  鑑理らは毛利勢の元春･隆景らの連携攻勢で苦戦しながら､豊前規矩郡大里津柳ヶ浦村で布陣する鑑連は将兵
  の中から弓が得意な兵を800人選抜し毛利兵に雨霰と矢を射込ませた/これを目にした毛利兵は次第に恐怖感､
  焦燥感を募らせ､元春･隆景ら毛利勢は鑑連･鎭実ら大友勢の挟撃ちで総崩れて門司城に退却
1558年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾛｼｽﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾚｽﾞﾘｰ｣
1558年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾛｼｽﾞ伯｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾚｽﾞﾘｰ｣先代の息子(~1611年死去)
1558年11月24日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄1年10月15日|毛利勢は門司城から出て毛利領へ帰るが
  ､大友軍の臼杵鎮続の追撃を受けた/大友氏は門司城を奪還
1558年11月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>6代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ﾌｱﾝ･ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ=ｽﾆｶﾞ｣
1558年11月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>7代ﾒﾃﾞｨﾅ=ｼﾄﾞﾆｱ公｢ｱﾛﾝｿ･ﾍﾟﾚｽ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾏﾝ･ｲ･ﾃﾞ･ｽﾆｶﾞ=ｿﾄﾏﾖﾙ｣(~1615072
  6死去)先代の孫
1558年11月29日-09:00|日本|愛知県岩倉市|永禄1年10月20日|織田信長､岩倉城織田信賢を落城させる
1558年11月29日-09:00|日本|香川県|永禄1年10月20日|大軍を率いて香川氏領に迫った三好実休に香川之景は抗
  戦したが及ばず和平成立/三好義賢(実休)は兵を引いて帰った
1558年11月29日-09:00|日本|香川県善通寺市|永禄1年10月20日|讃岐の善通寺が兵火に遭う
1558年11月30日-09:00|日本|香川県三豊市|永禄1年10月21日|秋山兵庫助､乱入してきた阿波衆と戦い､麻口合戦
  において山路甚五郎を討
1558年12月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官代理｢Antonio Pereira Brandao｣(~156
  0.10)
1558年12月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ｼｭﾀｲﾝｸｰﾙ｣(⇒1560年8月､
  代行~1561年6月)
1558年12月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第4代ｱｰｶﾞｲﾙ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1558年12月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第5代ｱｰｶﾞｲﾙ伯｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~15730912死去)
1558年12月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼｱｳﾞｨｶ｣
1558年12月9日-09:00|日本|福井県三方上中郡若狭町|永禄1年10月30日|武田義統方の一族武田信方､三方郡前川
  ･気山で武田信豊方と合戦(11月7日まで
1558年12月10日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|永禄1年11月|安形源左衛門直信､駒場慈眼寺開基
1558年12月11日-09:00|日本|愛知県清須市|永禄1年11月2日|織田信行は再度謀反の兆しがあったことから､信長
  は清須城で仮病を装い､見舞いに訪れた信行を､河尻秀隆に命じて暗殺させる
1558年12月14日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄1年11月5日|伊東義祐､新山城を攻め落とす
1558年12月20日-09:00|日本|佐賀県神埼市|永禄1年11月11日|竜造寺方の小田政光と少弐方の江上武種が長者林
  で戦う/竜造寺隆信､政光を見殺しにする
1558年12月24日-09:00|日本|愛知県豊橋市|永禄1年11月15日|今川治部大輔義元､三河八名郡和田郷藤社大明神
  宮(豊橋市石巻本町)造営
1558年12月24日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|永禄1年11月15日|龍造寺隆信は小田政光の蓮池城を攻め蓮池城は落
  城し政光の子鎮光らは筑後国へ逃がれた
1558年12月28日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄1年11月19日|大和筒井城主｢筒井順慶｣､河内守護代遊佐氏
  の娘と婚姻
1559年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾞﾗｳﾞｨﾔ･ｼｬﾊ｣(~1570年没)
1559年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Karashahin Mustafa Pasha｣(~1561年)
1559年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ﾊﾗｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Amir Nor Dhuhi-Suha 'Ali｣(~1567年死去)
1559年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｷﾌﾟﾛｽ副官｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞｨ･ﾀﾞﾆｴﾚ･ﾊﾞﾙﾊﾞﾛ｣(~1561年)
1559年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｿﾌ･ﾊﾄﾞｩﾑ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1560年､在職中に死去)
1559年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Margaret of Parma｣(~1567年)
1559年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Pedro Venegas de Cordoba｣(~1568年)
1559年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<称号剥奪>ｼｬﾃﾙﾛｰ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1559年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<設立>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｿﾞｰﾑ辺境伯領
1559年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢Cesare1世Gonzaga｣(~1575年)
1559年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ3世｣
1559年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Cristovao de Barros｣(~1560年)
1559年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事代理｢Alonso de Llerena｣(1期目~同年
  )⇒｢Plaza｣(~1561.10)
1559年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯･ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟｰ｣(~15711027死去)
1559年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ｣⇒｢ﾙｲ･ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ｣(~1
  562年)
1559年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ南極大陸(ﾌｫｰﾄ･ｺﾘﾆｰ)総督｢ﾎﾞﾜ･ﾙ･ｺﾝﾄ卿ﾚｼﾞｬﾝﾄﾞﾙ･ﾄﾞ･ﾎﾞﾜｼｰ｣(~1560
  0317)
1559年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾗﾌｧｴﾙ･ﾃﾞ･ﾌｨｹﾞﾛｱ｣(~1561年)
1559年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾅﾋﾞﾃﾞｽ｣(~1562年)
1559年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｶﾙﾀｺﾞ総督(名目上)｢ｱﾛﾝｿ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｱﾙｹﾞﾀ｣



1560迄(1476件)

1559年1月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｶﾙﾏﾙ同盟ﾉﾙｳｪｰ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ3世｣55歳(誕生1503
  年)
1559年1月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ﾉﾙｳｪｰ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌﾚｾﾞﾘｸ2世｣ｸﾘ
  ｽﾁｬﾝ3世とﾄﾞﾛﾃｱ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸの長男(~15880404死去53歳)
1559年1月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞﾛｰﾗﾏ･ｳﾞｨｳﾞｧﾙﾃﾞｨ｣(~15610104)
1559年1月5日-09:00|日本|京都府京都市上京区|永禄1年11月27日|<永禄の和議>足利義輝と三好長慶､和睦し京
  都勝軍山城より入洛して相国寺に入る/そこで三好長慶らを引見(幕府の復活)
1559年1月7日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ｱｲﾗｰ･ﾊﾙﾃﾞﾝﾍﾞﾙｸ･ﾃｨﾙ･ﾏｯﾄﾗｯﾌﾟ･ｳﾞｨﾄﾞﾄﾌﾄ｣(~15650703
  没)
1559年1月8日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|永禄1年11月30日|<高屋騒動>河内守護･畠山高政が守護代･安見直政
  の害意を察知し高屋城から泉州堺に出奔
1559年1月9日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄1年12月|日向･島津尚久､日向板敷にて伊東義祐に敗れる
1559年1月11日-09:00|日本|佐賀県神埼市|永禄1年12月3日|肥前･江上武種､筑後より勢福寺城に帰国し龍造寺隆
  信･神代勝利と三者講和
1559年1月21日-09:00|日本|京都府京都市上京区|永禄1年12月13日|足利義輝､本覚寺(妙覚寺)を仮御所として移
  転
1559年1月25日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>前ﾉﾙｳｪｰ王･ｽｩｴｰﾃﾞﾝ王･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾘｽﾁｬﾝ2世｣/77歳(誕
  生14810702)
1559年2月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾀﾞﾏﾝ(ﾀﾞﾏﾝ)がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに買収される
1559年2月7日-08:00|中国|  ||明･嘉靖38年春|蘇州で無頼の暴動がおこり､巡撫翁大立を襲撃
1559年2月8日-09:00|日本|愛知県大府市|永禄2年|稲垣淡路守､追分城(大府市東新町)を築城
1559年2月8日-09:00|日本|愛知県名古屋市|永禄2年|織田信長が鳴海城の周囲に丸根砦･鷲津砦･善照寺砦･丹下
  砦･中島砦を築いて兵を配置､包囲
1559年2月8日-09:00|日本|滋賀県|永禄2年|<交替>近江国守護(観音寺領主)｢六角義賢｣隠居⇒家督は｢六角義治｣
  が継ぐ(~永禄11(1568)年9月12日滅亡)
1559年2月8日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|永禄2年|朝比奈丹波守親徳､仁和寺尊寿院道因大僧正を開山に､音
  羽山清水寺(静岡市葵区音羽町)開基
1559年2月8日-09:00|日本|静岡県藤枝市|永禄2年|賢林永固､富巌山大泉院(藤枝市堀之内)を曹洞宗に改宗し開
  山
1559年2月8日-09:00|日本|静岡県焼津市|永禄2年|大林法慶､石津山蔵珠院(焼津市石津)開山
1559年2月8日-09:00|日本|奈良県橿原市|永禄2年|河瀬権八郎兵部尉宗綱､顕如より寺号を得て今井郷に念仏道
  場(称念寺)を建立
1559年2月8日-09:00|日本|福岡県朝倉市|永禄2年1月|<復帰>筑前秋月領主｢秋月種実｣古処山城を占拠していた
  大友軍を破り秋月氏の旧領をほぼ回復
1559年2月8日-09:00|日本|福岡県那珂川市|永禄2年1月|筑紫惟門も五箇山城を奪還
1559年2月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ｵｯﾄｰ･ﾊｲﾝﾘﾋ｣
1559年2月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣(~15761026死去)
1559年2月18日-09:00|日本|佐賀県|永禄2年1月11日|<死去>元肥前領主｢少弐冬尚｣肥前佐嘉領主｢龍造寺隆信｣に
  敗れ勢福寺城で弟｢千葉胤頼｣(28歳)とともに自害滅亡(31歳)
1559年2月27日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ﾙｲｽ･ﾏﾙﾃｨﾝｽ･ﾃﾞ･ｴｳﾞｧ
  ﾝｼﾞｪﾘｮ｣(~1560年)
1559年2月28日-09:00|日本|栃木県佐野市|永禄2年1月下旬|相模国小田原城主北條氏康､氏政父子が下野国佐野
  唐沢山城主佐野周防守昌綱を攻めて包囲す､時に長尾景虎は八千余騎を率へて上野国の平井より出陣し､後詰
  加勢として佐野昌綱に迎いられ佐野城に入城し､北條氏康の率いる三万五千余騎の大軍を防戰して之れを撃退
  す
1559年3月9日-09:00|日本|岡山県岡山市|永禄2年2月|備前･浦上宗景､沼城(中山備中守)を宇喜多直家に誘殺さ
  せる
1559年3月9日-09:00|日本|岡山県瀬戸内市|永禄2年2月|備前･浦上宗景､砥石城(島村豊後)を宇喜多直家に誘殺
  させる
1559年3月9日-09:00|日本|福島県郡山市|永禄2年2月|蘆名盛氏､陸奥安積郡の佐柄･大槻を攻める
1559年3月9日-09:00|日本|山梨県|永禄2年2月|<改名>甲斐･信濃国守護｢武田晴信｣剃髪改名⇒｢武田信玄｣
1559年3月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<再任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｰ11世｣(~1576年退任)
1559年4月-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽの植物学のｹﾞｽﾅｰがﾁｭｰﾘｯﾌﾟを記載
1559年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾊﾞﾙﾄﾛ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣
1559年4月3日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｹﾞﾗｳﾃﾞｳｫｽ･ﾚﾌﾞﾅ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ｣
1559年4月3日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾒﾅｽ･ﾚﾌﾞﾅ･ﾃﾞﾝｹﾞﾙ｣(~15630131没)
1559年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<ｶﾄｰ･ｶﾝﾌﾞﾚｼﾞ条約>ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世､ｽﾍﾟｲﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ2世とｲｷﾞﾘｽ
  女王ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世の間で､ﾌﾗﾝｽ北部のｶﾄｰ･ｶﾝﾌﾞﾚｼﾞで条約が締結される/ﾌﾗﾝｽがｲﾀﾘｱから手を引くことで｢ｲﾀﾘｱ戦
  争｣が終結/ﾌﾗﾝｽ､ﾌﾗﾝｽ北東部ﾛﾚｰﾇ地方のﾒｯｽ､ﾄｩｰﾙ､ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝの3都市(司教領)を獲得/ﾌﾗﾝｽはｺﾙｼｶ､ﾌﾗﾝｽ南東部のｻ
  ｳﾞｫﾜ､ｲﾀﾘｱ北西部のﾋﾟｴﾓﾝﾃを放棄､北部国境の諸地域とｶﾚｰを得る(8年間領有が認められ､その後ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞから5
  0万ｴｷｭで買い取る)/ｽﾍﾟｲﾝはﾐﾗﾉ､ﾅﾎﾟﾘ､ｼﾁﾘｱ､ｻﾙﾃﾞｰﾆｬなどを獲得
1559年4月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾙｼｶ､ｼﾞｪﾉｳﾞｧ領に
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1559年4月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽが､ｽﾍﾟｲﾝとの間で和約を結ぶ/これでﾌﾗﾝｽはｼｬﾙﾙ8世以来の征服地の
  大部分を失うことになる
1559年4月3日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾞｲﾖﾝはﾘｴｰｼﾞｭ司教区の一部
1559年4月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･嘉靖38年3月|朝鮮黄海道で林巨正の乱がおこる
1559年4月24日-09:00|日本|宮崎県|永禄2年3月17日|日向佐土原領主｢伊東義祐｣が北原氏後継問題で､北原三河
  守を殺害/併せて北原領眞幸院に兵を進める
1559年4月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで､国王至上法と礼拝統一法が制定され､国教会のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化が進む
1559年4月27日-09:00|日本|愛知県岩倉市|永禄2年3月20日|<岩倉城合戦>織田信長､岩倉城織田信賢を攻落/織田
  信賢の重臣で黒田城城主山内盛豊討死/織田信長､尾張を統一
1559年4月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾌﾗﾝﾂ･ｵｯﾄｰ｣
1559年4月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ｣(~1569年)､｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ若公｣(~15920820死去)
1559年5月7日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|永禄2年4月|大井川出水により､龍沢山長源寺(吉田町神戸)諸堂
  流失
1559年5月9日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄2年4月3日|<肥田城合戦>浅井氏に寝返った愛知郡肥田城主･高野
  瀬秀隆を六角義賢が攻撃/肥田城の周りに堤防を築き愛知川と宇曽川から水を流れ込ませるという水攻めを行
  い､城内は相当の被害を受けた
1559年5月18日-09:00|日本|茨城県つくば市|永禄2年4月12日|常陸国土浦城主菅谷摂津守左ヱ門大夫政貞が小田
  城を攻めて佐竹勢を追拂って攻略し之れを回復
1559年5月20日-09:00|日本|鹿児島県志布志市|永禄2年4月14日|肝付兼続が松山城主･平山越後守忠智を志布志
  に殺し進んで松山城を襲い取る
1559年5月29日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｽﾚｲﾏﾝ1世の息子ｾﾘﾑとﾊﾞﾔｽﾞｨｯﾄの間で後継者争いの内戦が起こり､ｾﾘﾑが勝利
1559年6月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世､ﾊﾟﾘ北郊外のｴｸｱﾝで､裁判所に向けて異端撲滅の厳命｢ｴｸｱﾝ勅令｣
  を出す/新教徒に対する迫害を強化
1559年6月6日-09:00|日本|熊本県山鹿市|永禄2年5月|肥後の隈部親永は領地問題から赤星親家と対立し合瀬川
  で親家を打ち破った
1559年6月7日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾒﾝ･ｼﾞ･ｻｰ総督,先住民ﾄｩﾋﾟﾆｷﾑ族の四つの部落を放火･略奪し破壊
1559年6月7日-09:00|日本|静岡県磐田市|永禄2年5月2日|戸羽野村松秀寺五世松山門鶴を開山に曹洞宗円通山観
  音寺(福田町福田)草創
1559年6月9日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾄｩﾋﾟﾆｷﾑ族が反撃.｢泳者の戦い｣
1559年6月10日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄2年5月5日|<佐和山城合戦>六角義賢､佐和山城を攻撃したが攻略
  できないまま撤退
1559年6月14日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|永禄2年5月9日|旦那三浦土佐守､増善寺(静岡市葵区慈悲尾)の釈
  迦如来像を造立
1559年6月21日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｷﾞｭｾﾞﾙﾂｪ･ﾘｭｽﾃﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1563年11月没)
1559年6月21日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|永禄2年5月16日|<死去>伊勢神戸領主｢神戸利盛｣⇒弟の｢神戸具盛｣が
  継ぐ(~元亀2(1571)年1月解任)
1559年6月26日-09:00|日本|熊本県人吉市|永禄2年5月21日|菱刈氏により肥後人吉領主｢相良頼房(義陽)｣の水俣
  城が落城
1559年6月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ2世､4月の｢ｶﾄｰ･ｶﾝﾌﾞﾚｼﾞ条約｣の祝賀行事として､ﾊﾟﾘの宮殿｢ﾄｩｰﾙﾈﾙ
  館｣前の｢ｻﾝ･ﾀﾝﾄﾜｰﾇ通り｣(4区)特設会場で行われた馬上槍競技で､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ儀仗隊長ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾄﾞ･ﾓﾝｺﾞﾑﾘとの親
  善試合で右目を貫く事故にあう
1559年7月3日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄2年5月28日|<肥田城合戦>大雨によって発生した洪水のために堤
  防が決壊し水が流れ出したために六角義賢による肥田城水攻めは失敗に終わった
1559年7月4日-09:00|日本|大阪府岸和田市|永禄2年5月29日|<紀伊口合戦>河内守護代｢安見直政｣･根来衆の連合
  軍､三好長慶の武将､岸和田城の｢十河一存｣･｢松永久秀｣に勝利
1559年7月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ条約が結ばれ､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ､ﾌﾗﾝｽ軍が撤退/新教徒の摂政評議会の
  設置をｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに約束する
1559年7月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王ｳﾞｧﾛﾜ朝｢ｱﾝﾘ2世｣6月の騎馬試合で眼を刺され､傷は脳に達してい
  て苦悶の末/40歳(誕生15190331)
1559年7月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ｳﾞｧﾛﾜ=ｱﾝｸﾞﾚｰﾑ家)ﾌﾗﾝｿﾜ2世[ｱﾝﾘ2世の子](~15601205)
1559年7月18日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄2年6月14日|<高宮合戦>六角義賢､浅井久政に勝利
1559年7月20日-09:00|日本|宮崎県日南市|永禄2年6月16日|島津忠将と豊州家島津忠親の連合軍が伊東軍と飫肥
  長慶寺で合戦,島津軍の勝利に終わった
1559年7月26日-09:00|日本|大阪府|永禄2年6月22日|<十七箇所合戦>三好長慶と安見宗房が戦い､三好勢400名程
  が討死
1559年7月27日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾊﾟﾙﾏ公妃ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ｣(~15671230)
1559年7月28日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官｢ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾗ｣(~15630406)
1559年7月30日-09:00|日本|大阪府|永禄2年6月26日|三好長慶､守口から河内に侵攻
1559年7月30日-09:00|日本|福岡県|永禄2年6月26日|<任命>豊前･筑前･筑後国守護｢大友義鎮｣(~天正4(1576)年
  正月隠居)
1559年8月2日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Pablo Collado｣(~1561.11)
1559年8月4日-09:00|日本|島根県大田市|永禄2年7月|<山吹城の戦い>石見銀山奪還のため毛利元就･吉川元春･
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  小早川隆景が尼子方の山吹城を攻撃するが､尼子軍に敗北､退却時に降露坂で尼子軍の追撃を受ける(降露坂の
  戦い)
1559年8月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第82代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾌﾟﾘｳﾘ｣
1559年8月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第223代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｳﾙｽ4世｣/83歳(誕生14760628)
1559年8月25日-09:00|日本|大阪府|永禄2年7月22日|<榎並合戦>三好長慶方の池田出羽守と安見宗房方の遊佐三
  郎左衛門が合戦し､出羽守が勝利
1559年8月30日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｻｾｯｸｽ伯ﾄｰﾏｽ･ﾗﾄﾞｸﾘﾌ｣(2回目~15640525)
1559年9月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第83代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ﾌﾟﾘｳﾘ｣(~15671104死去)
1559年9月2日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･大審問院長｢ﾌｱﾝ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾗﾝﾃﾞｺ｣(~15640
  802)
1559年9月2日-09:00|日本|愛知県豊明市|永禄2年8月|沓掛城近藤景春､山口左馬助教継の調略により今川方に属
  し､城を明け渡し高園城に移る
1559年9月2日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|永禄2年8月|大法律師日告､梅ヶ島温泉へ湯治に行き､布教のた
  めに日蓮宗白龍山蓮久寺(静岡市駿河区馬渕)創立
1559年9月2日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄2年8月1日|<死去>下総結城領主｢結城政勝｣57歳⇒養子の｢結城晴
  朝｣が継ぐ(~天正18(1590)年所領安堵)
1559年9月2日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|永禄2年8月1日|<高屋城の戦い>三好長慶､畠山高政が安見宗房の籠
  る高屋城(河内国)に攻め入り城下を放火
1559年9月2日-09:00|日本|岐阜県郡上市|永禄2年8月1日|美濃郡上郡東殿山城主常尭が遠藤胤縁を殺害
1559年9月3日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|永禄2年8月2日|<高屋城の戦い>安見宗房が飯盛山城に撤退したため
  ､三好長慶､畠山高政は高屋城に入城
1559年9月4日-09:00|日本|京都府京都市上京区|永禄2年8月3日|足利義輝､室町殿(二条御所)を造営
1559年9月5日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄2年8月4日|安見直政は飯盛城を放棄し大和に逃亡
1559年9月7日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|永禄2年8月6日|<筒井城合戦>松永久秀､筒井藤勝丸に勝利､藤勝丸
  は椿尾上城へ逃れる
1559年9月8日-09:00|日本|群馬県沼田市|永禄2年8月7日|北条孫次郎康元(北条綱成次男)､上杉憲政退去後に沼
  田城主になり､沼田孫次郎を名乗る
1559年9月9日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄2年8月8日|哉翁宋咄､賢仲派庵原山一乗寺(静岡市清水区庵
  原)開山
1559年9月9日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|永禄2年8月8日|松永久秀､信貴山城に入る(郡山辰巳の手引き)/
  筒井順慶､河内布施に逃げ
1559年9月16日-09:00|日本|熊本県球磨郡多良木町|永禄2年8月15日|<獺野原の戦い>夜半に蔵人の軍勢を多良木
  城を攻撃するが城は落とせず､獺野原天道ヶ尾へ退きそこで陣を敷いた
1559年9月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾞｯﾀﾙﾄﾞ･ｹｯﾃﾗｰ｣(~15620305)
1559年9月17日-09:00|日本|熊本県球磨郡多良木町|永禄2年8月16日|<獺野原の戦い>肥後国相良氏の領内獺野原
  で深水惣左衛門の多良木衆が先陣となり直政らと交戦したが､惣左衛門らは討ち死に､多良木衆壊滅｡犬童頼安
  の人吉衆が交戦するが大きな動きはなく､半刻にも及ぶ鑓同士の攻撃に終始｡蔵人の兵に疲れが見え始め､人吉
  衆がこれを押し始めたことで乱戦となり直政の軍は壊滅｡丸目頼美は日向へ逃れたが､直政､及び蔵人を含めた
  180余名が討ち死に､一方の人吉方は62人が死去/敗戦を聞いた湯前城代･中山和泉は城に火を付けて､自害/直
  政の妻子及び､丸目頼美の母と侍女らも逃れていた西光寺谷で自害
1559年9月18日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ｷﾆｮﾈｽ｣ｱｯﾊﾟｰﾍ
  ﾟﾙｰを管理(~1572年)
1559年9月19日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|永禄2年8月18日|朝比奈丹波守親徳､叔父哉翁宋咄天龍円鑑禅師(
  朝比奈摂津守俊元)39歳を開山に､賢仲派天叟山元長寺(静岡市葵区瓦場町)開基
1559年9月22日-09:00|日本|愛知県名古屋市緑区|永禄2年8月21日|山口左馬助教継､調略により無血で大高城水
  野忠氏を攻略/今川義元､朝比奈筑前守輝勝に在番させる
1559年9月23日-09:00|日本|福岡県京都郡みやこ町|永禄2年8月22日|田原親宏､田原親賢や佐田隆居ら大友勢豊
  前方面軍は､毛利元就の調略に応じ挙兵した豊前国人･西郷隆頼や野仲鎭兼らの不動岳城､西郷城を攻略/この
  元就の調略を響応するように門司城､花尾城､香春岳城も浪人一揆で占拠され挙兵
1559年9月25日-09:00|日本|岐阜県郡上市|永禄2年8月24日|美濃郡上郡赤谷山城主東常慶が遠藤盛數に攻められ
  戦死
1559年9月26日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ1世若候｣(15591024まで代行~15680531没)
1559年9月26日-09:00|日本|島根県邑智郡川本町|永禄2年8月25日|<温湯城合戦>石見温湯城の小笠原長雄が毛利
  氏に降伏
1559年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ｼﾆﾊﾞﾙﾄﾞ･ｼﾆﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣
1559年10月1日-09:00|日本|群馬県高崎市|永禄2年9月|1559(永禄2年9月 武田晴信が再び碓氷を越して上野国の
  西部に侵入し､小宮山昌行に安中城を攻めさせ､自ら箕輪城を攻めんと向い､箕輪城主長野業政は之れを迎撃せ
  んと若田ヶ原に進み､武田晴信の前面を渡りて挑戰をいどみ対陣し､若田ヶ原の武田晴信の陣営を襲撃して雉
  郷砦に入ったが､武田晴信も雉郷砦を攻略し長野業政は箕輪城に退陣
1559年10月1日-09:00|日本|島根県大田市|永禄2年9月|<降露坂の戦い>毛利に服属した小笠原長雄らを先鋒とす
  る石見銀山攻略軍は､山吹城の正面にある仙ﾉ山に陣を置いた/山吹城を守る本条常光の抵抗は激しく､元就は
  退却
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1559年10月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ｴﾙｺﾚ2世｣
1559年10月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ公｢ｱﾙﾌｫﾝｿ2世｣(~15971027死去)
1559年10月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Philip3世｣
1559年10月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ伯｢Albrecht｣(~15931111死去)
1559年10月4日-09:00|日本|広島県東広島市|永禄2年9月4日|毛利元就は東西条の大内領に兵を進め､義隆派の平
  賀隆保が籠もる頭崎城を攻めた.隆保は頭崎城から逃亡して､槌山城の菅田宣眞の元に入った
1559年10月5日-09:00|日本|  ||永禄2年9月5日|<死去>堯尊法親王(不明)第164世天台座主
1559年10月6日-09:00|日本|茨城県筑西市|永禄2年9月6日|結城左金吾晴朝は小田方の属城である北條の地を取
  って凱旋/佐竹義重､多賀谷政経らは小田方の真壁郡海老ヶ島城主平塚山城守入道自省を攻めて討取り攻略
1559年10月6日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄2年9月6日|常陸国小田城主小田氏治は下総国の結城晴朝を攻め
  るが下野国小山城主小山下野守高朝､常陸国下館城主水谷伊勢守治持､同兵部大輔正村､同国真壁城主真壁左ヱ
  門尉久幹､羽石内藏助盛長等が結城城に籠って之れを撃退
1559年10月11日-09:00|日本|広島県東広島市|永禄2年9月11日|毛利元就は吉川･小早川･宍戸らと共に軍勢4000
  で槌山城を攻め､降伏させた
1559年10月16日-09:00|日本|三重県四日市市|永禄2年9月16日|<塩浜合戦>未明,工藤の長野勢が塩浜に上陸する
  ところを浜田と堀木が一手になって攻めかかると長野勢はなす術もなく追い散らされた/長野勢の三宅権六ら
  戦いなれた者らの指図で散乱した兵は再び戻り4時間にわたる激戦となった/浜田方のうち関勢の神戸蔵人の
  叔父神戸左衛門尉,堀木常定はじめ強兵50余人を失い,長野勢は三宅権六,乙部丙内ら百余人が討たれ夜に乗じ
  て船に乗り長野へ帰陣
1559年10月19日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄2年9月19日|<肥田城合戦>近江の六角義賢が高野瀬秀澄を肥田
  城に水攻めするが失敗
1559年10月25日-09:00|日本|福岡県宗像市|永禄2年9月25日|大友義鎮､宗像氏の許斐城を包囲/開城/当主の宗像
  氏貞も居城の白山城を捨て大鳥に逃れた
1559年10月26日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄2年9月26日|<結城城合戦>小田氏治は結城氏を攻めるが当主と
  なったばかりの結城晴朝に破れ属城である北条城を失っている
1559年10月26日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄2年9月26日|<第三次門司城の戦い>大友義鎮は田原親
  宏､田原親賢らに命じて門司城を攻撃/毛利元就は毛利隆元､小早川隆景らを門司城へ後詰に向かわせ,小早川
  隆景は児玉就方に海上封鎖を命じる一方､門司と小倉の間に乃美宗勝の軍勢を上陸させて大友勢を攻撃し､さ
  らに水軍を展開して大友軍の退路を断つなどしたため､大友方は退却を余儀なくされた
1559年11月5日-09:00|日本|  ||永禄2年10月6日|<死去>狩野派2代目｢狩野元信｣(84歳､文明8(1476)0809生)絵師
  ｢大仙院花鳥図｣
1559年11月18日-09:00|日本|愛知県名古屋市緑区|永禄2年10月19日|奥平監物定勝･菅沼久助定勝､大高城へ兵糧
  入れる際に,尾張清須城主･織田信長方が大高城を監視するために築いた正光寺砦･永上砦を攻略
1559年11月21日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄2年10月22日|椿尾上城から出陣した筒井衆が横井を焼き払い､
  救援に赴いた松永方の郡山辰巳衆らと戦う
1559年12月5日-09:00|日本|熊本県阿蘇市|永禄2年11月7日|<死去>肥後阿蘇荘領主｢阿蘇惟豊｣67歳⇒子の｢阿蘇
  惟将｣が継ぐ(~天正11年11月02日(15831215)死去)
1559年12月7日-09:00|日本|  ||永禄2年11月9日|<任命>九州探題｢大友義鎮｣(~天正6(1578)年11月権威喪失)
1559年12月22日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永禄2年11月24日|松永久秀が山城勝軍山城を攻め､六角氏の
  将永原安芸守を討つ
1559年12月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第224代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ4世｣(~15651209死去)
1559年12月26日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｴｽﾃﾙｲｪｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾏｸﾞﾇｽ｣(~15950626死去)
1559年12月29日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|永禄2年12月|内藤宗勝(松永長頼)が晴元方の丹波八上城を攻撃
  ､占領.黒井城の赤井時家､荻野(赤井)直正も追放し､丹波国の大半を三好方が制圧
1560年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ2世｣
1560年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾏﾙ･ｼｬｰ｣(~1575年没)､｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾃﾞｨｰﾙ･ｱﾗｳﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣(
  ~1590年没)
1560年-07:00|ﾗｵｽ|  |||ﾗﾝｻﾝ国ｾｰﾀｰﾃｨﾗｰﾄ王､ﾀｳﾝｸﾞｰ王朝(ﾋﾞﾙﾏ)の侵攻を懸念し､王都をｼｴﾝﾄｰﾝからｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝに移
  転/旧都をﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝと改名
1560年-07:00|ﾗｵｽ|  |||ﾗﾝｻﾝ国ｾｰﾀｰﾃｨﾗﾄ王がｱﾕﾀﾔと同盟し､ﾋﾞﾙﾏに対抗
1560年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Bhaktapur)国王｢Trailokya Malla｣(~1613年)
1560年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Kantipur)国王｢Mahendra Malla｣(~1574年)
1560年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがｺﾞｱに異端審問所を設立
1560年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Sangeen Ali1世｣
1560年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾆ王朝ｲﾏﾑ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾗ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1624年)
1560年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<就任>ｽﾙﾂｸ公｢ﾕﾘｳｽ･ｵﾚﾙｶｲﾃｨｽ｣(~1572年)
1560年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｿﾌ･ﾊﾄﾞｩﾑ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣
1560年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾙﾎﾞ｣(~1562年)
1560年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｶﾗ･ｼｬﾋﾝ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1563年)
1560年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝ｢ﾊﾟﾝﾀﾚｵﾝ･ｻ｣(~1564年)
1560年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||南部ｱﾌﾘｶのﾑﾀﾊﾟ国に､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人が侵入
1560年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｴｽﾃﾙｲｪｰﾄﾗﾝﾄﾞ公｢ﾏｸﾞﾇｽ｣(~15950626死去)
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1560年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ﾏｶﾘｼﾞｪ｣(~1561年)
1560年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾂｳﾞｧｲﾌﾞﾘｭｯｹﾝ公｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ｣(~15690611死去42歳)
1560年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ支配者｢ﾎﾟｰﾙ･ｽﾃｨｸﾞｾﾝ･ﾊｲｳﾞｨﾃﾞ｣(~1566年没)
1560年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Cristovao Doria de Sousa｣(~1564年)
1560年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｻｰｸ島はSeigneur deGlatignyの下でﾌﾗﾝｽが占領(~1562年)
1560年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾘｵ周辺の原住民ﾀﾓｲｵ族,南極ﾌﾗﾝｽと連合し反乱/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとの戦いにやぶれ
  る
1560年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ･ﾏｰﾃｨﾝｽﾞ･ｶﾐｰﾆｬ｣(~1
  562年)
1560年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ｴﾁｬｺﾞﾔﾝ｣(~1561年)
1560年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾀﾊﾞｽｺとﾕｶﾀﾝ,ｸﾞｱﾃﾏﾗのｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱを離れ,ﾒｷｼｺ副王直轄領に
1560年1月2日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|永禄2年12月5日|浦川一宮大明神社(佐久間町浦川上市場)殿造
  立
1560年1月7日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|永禄2年12月10日|日蓮宗妙本寺の住持日我が｢いろは字書｣を著
  す
1560年1月20日-09:00|日本|神奈川県|永禄2年12月23日|<交替>相模･伊豆国主｢(北条氏第3代目当主)北条氏康｣
  隠居⇒｢(北条氏第4代当主)北条氏政｣が家督継承/氏康の存命中は氏康･氏政の両頭体制が続く
1560年1月22日-09:00|韓国/朝鮮/日本|  ||朝鮮･嘉靖38年12月25日|倭寇首領の王直､処刑.これ以降は林道乾が
  倭寇を統率し勢力を拡大
1560年1月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~15951204死去)
1560年1月27日-08:00|中国|  ||明･嘉靖39年|<死去>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｼｰﾄﾞ･ﾊﾝ1世｣
1560年1月27日-08:00|中国|  ||明･嘉靖39年|<即位>ﾔﾙｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｶﾘｰﾑ｣ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｼｰﾄﾞ1世の子(~1592年､
  死去)
1560年1月28日-09:00|日本|愛知県新城市|永禄3年|菅沼十郎兵衛定氏､市々浪城築く
1560年1月28日-09:00|日本|静岡県静岡市葵区|永禄3年|長源院4世の法嗣能屋梵芸､曹洞宗泰雲山瑞龍寺(静岡市
  葵区)を建立
1560年1月28日-09:00|日本|静岡県焼津市|永禄3年|大井神社(焼津市駅北)創立
1560年1月28日-09:00|日本|栃木県小山市|永禄3年|<交替>下野小山領主｢小山高朝｣隠居⇒子の｢小山秀綱｣(~天
  正18(1590)年失領)
1560年1月28日-08:00|台湾|  |||倭寇の領袖らが台湾に入植を開始
1560年1月28日-09:00|日本|大阪府|永禄3年1月|河内守護｢畠山高政｣は安見直政と講和し､直政を守護代に補す
1560年1月28日-09:00|日本|京都府京都市|永禄3年1月|足利義輝､ｲｴｽﾞｽ会宣教師ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ｳﾞｨﾚﾗの京都での布教を
  許可
1560年1月31日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄3年1月4日|結城六郎晴朝の結城への帰城途中､古河城主簗田中務
  太輔政信が襲撃､晴朝は簗田勢を破って撃退し無事に結城城に帰陣
1560年2月3日-09:00|日本|茨城県結城市|永禄3年1月7日|結城晴朝に下妻城主の多賀谷政経が離反､小田氏治･佐
  竹義昭･宇都宮広綱ら反北条陣営が結城城を攻撃､落城寸前に古河公方の調停で和睦
1560年2月8日-09:00|日本|愛知県瀬戸市|永禄3年1月12日|<品野城の戦い>品野城(品野3城秋葉･桑下･落合)松平
  信一･戸田直光､織田軍に攻め落される
1560年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|永禄3年1月16日|三好長慶､幕府相伴衆に列し､三好長慶による京都支
  配は実質的に終焉
1560年2月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世敬虔公｣
1560年2月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ平等公｣(~15920617死去)､｢
  ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ強健公｣(~1569年~16000209死去)､｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ11世｣(~1569年~16060307死去)､｢ﾊﾞﾙﾆﾑ10世若公｣(~156
  9年~16030901死去)
1560年2月16日-09:00|日本|千葉県館山市|永禄3年1月20日|上総･北条氏康､安房国館山城主里見義尭を攻撃
1560年2月17日-09:00|日本|徳島県|永禄3年1月21日|<交替>阿波国主｢三好長慶｣隠居⇒｢三好義興｣家督を譲られ
  る
1560年2月26日-09:00|日本|福島県須賀川市|永禄3年2月|蘆名盛氏､田村･佐竹軍と陸奥石川郡松山で戦う
1560年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ皇帝ｱｸﾊﾞﾙ(18)が後見人のﾊﾞｲﾗｰﾑ･ﾊｰﾝを追放して親政を開始
1560年3月16日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄3年2月20日|<広瀬城戦い>松平元康､広瀬城三宅高清を攻め落と
  す
1560年3月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがﾌﾗﾝｽ南極大陸(ﾌｫｰﾄ･ｺﾘﾆｰ)の支配権を握る(ﾌﾗﾝｽ人
  入植者は1566年1月18日まで残る)
1560年3月17日-09:00|日本|広島県|永禄3年2月21日|<任命>安芸国守護｢毛利隆元｣(~永禄6(1563)年8月4日死去)
1560年3月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄3年3月|南都眉間寺を壊し多聞山城を築く
1560年3月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｱﾝﾎﾞﾜｰｽﾞ事件>王軍を率いたｷﾞｰｽﾞ公ﾌﾗﾝｿﾜ､｢新教派｣の｢ﾗ･ﾙﾉｰﾃﾞｨ卿｣ｼﾞｬﾝをは
  じめ1,200人を殺害
1560年3月29日-09:00|日本|鳥取県|永禄3年3月3日|<死去>因幡国守護(但馬天神山城主)｢山名豊定｣49歳､病没⇒
  守護代｢山名棟豊｣兄の山名祐豊の子(~永禄4(1561)年死去)
1560年3月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｱﾝﾎﾞﾜｰｽﾞ事件>ｷﾞｰｽﾞ公ﾌﾗﾝｿﾜ､捕らえた｢新教派｣の指導者52人を処刑し､ｱﾝﾎﾞﾜ
  ｰｽﾞの｢城門｣に吊す
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1560年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾃﾞｨ･ｴｳﾞｧﾝｼﾞｪﾘｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ
  ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1560年4月7日-09:00|日本|広島県三原市|永禄3年3月12日|小早川隆景,御調郡久井稲荷神社々殿を再興
1560年4月15日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｵｰｾﾞﾙ島司教区､最後の司教によってﾃﾞﾝﾏｰｸに売却
1560年4月21日-09:00|日本|福島県西白河郡西郷村|永禄3年3月26日|<小田倉の戦い(陸奥国)>陸奥国白河郡小田
  倉にて那須氏と白河結城氏･蘆名氏の間で発生した合戦/数で劣る那須勢は大変な苦戦を強いられ､総大将であ
  った那須資胤も負傷し一時は自刃を覚悟するほどであったが､有力家臣である大関高増らの軍勢が駆けつけた
  ことにより事なきを得た
1560年4月22日-09:00|日本|福岡県宗像市|永禄3年3月27日|宗像氏貞､許斐城を夜襲し奪回､白山城に入城
1560年4月24日-09:00|日本|富山県|永禄3年3月29日|上杉謙信が富山城主神保義春を攻撃して追放､越中に手を
  伸ばす
1560年4月24日-09:00|日本|富山県砺波市|永禄3年3月29日|<移転>越中富山領主｢神保長職｣⇒越中増山
1560年4月25日-09:00|日本|富山県砺波市|永禄3年3月30日|上杉謙信､夜半､増山城攻略
1560年4月26日-09:00|日本|静岡県焼津市|永禄3年4月|大原肥前守資良､神明宮(焼津市吉津)建立
1560年5月6日-09:00|日本|宮城県|永禄3年4月11日|<死去>陸奥登米寺池領主｢葛西親信｣⇒弟の｢葛西晴信｣が継
  ぐ(~天正18(1590)年失領)
1560年5月13日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ｴｰｾﾞﾙ=ｳﾞｨｰｸ選帝侯｢ｴｰｾﾞﾙ伯ﾏｸﾞﾇｽ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ｣(~15670320)
1560年5月20日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾋﾟﾙﾃﾝとﾄﾞﾝﾀﾞﾝｹﾞﾝはﾃﾞﾝﾏｰｸ王に売却され､王の兄弟ﾏｸﾞﾇｽ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ
  ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝにｱﾊﾟﾅｰｼﾞｭの一部として贈られた
1560年5月25日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄3年5月|三河国西光寺に阿弥陀如来坐像石仏が建立される
1560年5月25日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|永禄3年5月|上野国箕輪城主長野業政は同国国峯城主小幡重定
  を攻め破って攻略し､重定は甲斐国武田晴信を頼る
1560年5月29日-09:00|日本|愛知県西尾市|永禄3年5月5日|織田信長､三河国吉良に侵攻.一帯を焼き討ちし実相
  寺焼失
1560年6月5日-09:00|日本|静岡県|永禄3年5月12日|今川義元は自ら上洛軍を率いて駿府を発ち､尾張を目指して
  東海道を西進
1560年6月8日-09:00|日本|熊本県球磨郡多良木町|永禄3年5月15日|<獺野原の戦い(肥後国)>夜半､当主相良義陽
  とその母である(太夫人)内城君を説得して二人に仮病をつかわせ密かに赤池城へと連れ出した/義陽と内城君
  が長兄に伴われて赤池城へ着く頃､長兄の家臣60余人が､｢叛臣丸目氏を除く｣と大声で叫んで､長兄の屋敷から
  頼美の屋敷へ向けて火矢を放った.頼美は突然の攻撃に恐れおののき､為す術なく妻子､及び母とその侍女らを
  連れだって湯前城へと落ち延びた/直政は事前の約束と違い､内城君を奉じていないことに難色を示したが､と
  もに籠城することになった/義陽は､犬童頼安に軍勢を与えて出陣させ､頼安は奥野一度橋でこれを迎え撃った
  が､軍勢は壊滅させられ､頼安自身も手傷を負って帰還
1560年6月12日 01:00|日本|愛知県名古屋市緑区|永禄3年5月19日|<知多郡大高合戦>午前10時,松平元康､丸根砦
  を攻略.佐久間盛重､討死;朝比奈泰朝､鷲津砦を攻略.飯尾定宗､討死
1560年6月12日 03:00|日本|愛知県名古屋市緑区|永禄3年5月19日|<知多郡大高合戦>正午頃､中嶋砦の前衛に張
  り出していた佐々政次､千秋四郎ら30余りの部隊は信長出陣の報に意気上がり､単独で今川軍の前衛に攻撃を
  仕掛けたが佐々､千秋らが討ち取られてしまう
1560年6月12日 04:00|日本|愛知県刈谷市|永禄3年5月19日|今川義元の敗走兵により市原稲荷神社焼かれる
1560年6月12日 04:00|日本|愛知県名古屋市天白区|永禄3年5月19日|島田城､桶狭間合戦時の兵火に遭って焼失
1560年6月12日 04:00|日本|愛知県名古屋市緑区|永禄3年5月19日|<桶狭間の戦い>13時頃､織田信長の軍勢が田
  楽狹間の今川義元本陣を急襲､服部小平太春安が義元に斬り付け､毛利新介良勝が討つ/蒲原氏徳､岡部長定､一
  宮宗是､斎藤利澄､長谷川元長､飯尾乗連､浅井政敏､三浦義就､葛山長嘉､江尻親良､由比正信､由比光教､松井宗
  信､久野元宗､井伊直盛､松平宗次､松平政忠らも討死
1560年6月12日 04:00|日本|静岡県|永禄3年5月19日|<死去>遠江･駿河国守護｢今川義元｣戦死/42歳(誕生:永正16
  (1519))⇒｢今川｣氏真｣が継ぐ(~永禄12(1569)年5月17日失領)
1560年6月13日-09:00|日本|愛知県刈谷市|永禄3年5月20日|<刈谷城合戦>岡部元信は退却途中､刈谷城を攻撃､刈
  谷城主水野信近を討ち取る
1560年6月13日-09:00|日本|愛知県名古屋市緑区|永禄3年5月20日|岡部元信､今川義元の首を貰い受けて鳴海城
  を開城
1560年6月13日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄3年5月20日|大和･興福寺で酒に火入れを行う/世界初の低温殺菌
  法
1560年6月14日-09:00|日本|愛知県豊明市|永禄3年5月21日|<沓掛城合戦>沓掛城近藤九十郎景春4百余､織田軍に
  攻められ祐福寺の西天神山で討死
1560年6月14日-09:00|日本|熊本県山鹿市|永禄3年5月21日|<合勢川の戦い(肥後国)>赤星道雲と隈部親永による
  合戦/隈部方から鉄砲50･弓100による攻撃が行われ戦闘が始まった/赤星本隊から離れて隈部軍の側面に布陣
  していた赤星蔵人は一気に勝敗を決するべく斬り込もうとして高所に駆け上った所で隈部方の銃弾を受けて
  戦死
1560年6月16日-09:00|日本|愛知県岡崎市|永禄3年5月23日|松平元康､無人の岡崎城奪回.守将の山田景隆は既に
  逃亡
1560年6月16日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄3年5月23日|広瀬･高橋両城城主三宅右衛門大夫高貞､松平元康に
  攻められ雪岡久右衛門の為に討死し落城
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1560年6月20日-09:00|日本|高知県高知市|永禄3年5月27日|<長浜の戦い(土佐国)>長宗我部国親は種崎城から長
  浜城に夜襲をかける/長宗我部方が福留の手引きにより城門を突破すると城兵はほぼ無抵抗で城を明け渡し本
  山氏の本拠地である本山城に集結
1560年6月20日-09:00|日本|千葉県野田市|永禄3年5月27日|<死去>第4代古河公方｢足利晴氏｣下総関宿(栗橋)城
  で病没(53歳)
1560年6月21日-09:00|日本|愛知県名古屋市緑区|永禄3年5月28日|佐々成政に鳴海城岡部元信敗れ,岡部元信鳴
  海城を退去/鳴海城岡部五郎兵衛3百､攻めてきた佐久間信盛1千を撃退/松平元康､挙母･梅が坪･沓掛城織田信
  蕃を攻める
1560年6月21日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄3年5月28日|<肥田城合戦>(4月3日~)六角義賢､肥田城(高野瀬秀
  隆)を水攻めするが失敗して退却
1560年6月21日 01:00|日本|高知県高知市|永禄3年5月28日|<戸ﾉ本の戦い>戦国時代の土佐国に割拠していた長
  宗我部氏と本山氏の間で行われた合戦/朝､長宗我部軍は長浜城から南の雪渓寺に出陣､一方の本山軍はその西
  の日出野に陣を構えた/午前10頃から両軍は激突し当初は数で勝る本山軍が優位に戦いを進めていたが､一刻
  にわたる乱戦の末に長宗我部軍が本山軍を押し返し､本山茂辰は浦戸城へ退く
1560年6月22日-09:00|日本|高知県高知市|永禄3年5月29日|<潮江城の戦い(土佐国)>土佐国で長宗我部氏と本山
  氏の家臣･森孝頼の居城･潮江城で行われた合戦/長宗我部元親は､宇津野山から長浜城の支城である潮江城を
  見据えた時､城内が無人であると考え､長宗我部国親や秦泉寺豊後などの反対意見を押し切り､手勢800人で火
  縄銃や弓を持って城内に侵入｡この時城主であった森孝頼は既に潮江城から逃走しており､大量の旗本と長浜
  城の戦いの残兵､僅かな兵しか城内にはおらず､合戦開始から間もなく潮江城は落城
1560年6月24日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|永禄3年6月|日長上人､日蓮宗道場山妙隆寺(蒲原町西町)創立
1560年6月24日-09:00|日本|長野県長野市|永禄3年6月|武田信玄､清野館跡に海津城築城
1560年6月24日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄3年6月1日|(~4日)松平元康が挙母･寺部･医王山取砦落とす
1560年6月24日 10:00|日本|愛知県刈谷市|永禄3年6月1日|夜､岡部元信･近藤景春､伊賀･甲賀衆75人で刈谷城を
  攻め水野信近を討死させる/水野信元家臣牛田城主牛田近長､伊賀衆皆殺し奪い返す
1560年6月26日-09:00|日本|岐阜県|永禄3年6月3日|織田信長が美濃に侵攻､斎藤義龍方丸毛氏･市橋氏らと戦う
1560年6月30日-09:00|日本|栃木県足利市|永禄3年6月7日|北条氏政､足利学校に｢宋刊本文選21冊｣(国宝)を寄進
1560年7月1日 10:00|日本|京都府南丹市|永禄3年6月8日|内藤宗勝に駆逐された波多野元秀牢人と若狭武田軍勢
  が､野々村(京都府美山町)に攻め込む｡逸見経貴の援軍もあり､内藤宗勝これを退ける
1560年7月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ条約が結ばれ､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ､ﾌﾗﾝｽ軍が撤退/新教徒の摂政評議会の
  設置をｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに約束
1560年7月8日-09:00|日本|高知県高知市|永禄3年6月15日|<死去>土佐国主｢長曾我部国親｣病歿(57歳)⇒嫡男｢長
  曾我部元親｣が家督を嗣ぐ(~天正13(1585)年7月25日土佐一国安堵)
1560年7月11日-09:00|日本|愛知県知立市|永禄3年6月18日|<重原城攻め>松平元康が重原城に攻め寄せるも水野
  信元が撃退
1560年7月12日-09:00|日本|愛知県刈谷市|永禄3年6月19日|<刈谷十八町畷の戦い>松平元康､水野信元と刈谷城
  外十八町畷で戦う/杉浦勝吉･村越平三郎･成瀬新太郎討死
1560年7月12日-09:00|日本|京都府京都市上京区|永禄3年6月19日|足利義輝､室町殿(二条御所)に移転
1560年7月25日-09:00|日本|大阪府茨木市|永禄3年7月3日|三好長慶､畠山高政の兵を河内国玉櫛でやぶる
1560年7月25日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄3年7月3日|<若江城合戦>三好実休､河内若江城を攻略
1560年7月25日-09:00|日本|熊本県水俣市|永禄3年7月3日|菱刈家より､12屋敷との交換で相良側に水俣城が返還
  される
1560年8月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱのﾚｳﾞｧﾙ司令官｢ｶｽﾊﾟｰ･ﾌｫﾝ･ｵﾙﾃﾞﾝﾎﾞｯｸﾑ｣(着任しなかった~1561
  年6月)
1560年8月4日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|永禄3年7月13日|高野山成慶院を武田一門及び一般民の宿坊
  にする
1560年8月13日-09:00|日本|大阪府八尾市|永禄3年7月22日|大窪にて三好実休と安見宗房が戦い､実休が勝利
1560年8月14日-09:00|日本|岐阜県関市|永禄3年7月23日|剣術中条流達人の富田勢源が､美濃国主斎藤義龍の命
  により梅津某と武藤淡路守宅で立ち会い､これを討ち果たす
1560年8月15日-09:00|日本|奈良県奈良市|永禄3年7月24日|松永久秀が大和辰市城に井戸良弘を攻め､救援に出
  陣した筒井順政を破る
1560年8月19日-09:00|日本|奈良県天理市|永禄3年7月28日|<井戸城合戦>(7月24日~)松永久秀､筒井氏に勝利.大
  和辰市城(井戸城)開城
1560年8月22日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄3年8月|<肥田城合戦>六角義賢､肥田城を攻めるも退却
1560年8月22日-09:00|日本|千葉県君津市|永禄3年8月上旬|北條氏康が下総国の久留里城主里見義尭を攻める
1560年8月25日-09:00|日本|  ||永禄3年8月4日|<第一回関東遠征>長尾景虎が関東へ出陣(~永禄4年6月)
1560年8月26日-09:00|日本|静岡県浜松市|永禄3年8月5日|龍潭寺(浜松市北区引佐町井伊谷)炎上
1560年8月27日-09:00|日本|大阪府南河内郡|永禄3年8月6日|三好長慶､畠山高政の兵を河内国石川郡でやぶる
1560年8月28日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|永禄3年8月7日|佐竹義昭は結城晴綱の属城である寺山城を
  攻めた.佐竹方には那須資胤以下那須諸将が味方し結城方には芦名盛氏が味方した.佐竹方優勢であったが寺
  山城はなかなか落ちなかった
1560年9月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<即位>ｲﾝｶ帝国皇帝(ﾋﾞﾙｶﾊﾞﾝﾊﾞ亡命政権)｢ﾃｨﾄｩ･ｸｼ｣ﾏﾝｺ･ｲﾝｶ･ﾕﾊﾟﾝｷの息子(~1571年5
  月天然痘で死亡)
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1560年9月2日-09:00|日本|奈良県天理市|永禄3年8月12日|松永久秀､井戸城を攻略
1560年9月4日-09:00|日本|大阪府寝屋川市|永禄3年8月14日|三好勢池田長正､堀溝で安見宗房を破る
1560年9月5日-09:00|日本|熊本県球磨郡多良木町|永禄3年8月15日|<獺野原の戦い(肥後国)>湯前城主東直政は
  夜半に蔵人の軍勢を多良木城攻略へと向かわせが､多良木城の城代･岩崎加賀の甥は湯前城にいたのであるが､
  叔父が討たれることを懸念して策を以って自らの侍女を城外へと出し､この侍女に出兵の情報を伝えさせてい
  たため､岩崎加賀は須恵､深田､木上の地頭の兵を事前に伏兵させ､蔵人がやってくると､伏兵は一気に襲いかか
  ったが､逆に壊滅させられ､多良木城へと逃れた.蔵人はそのまま多良木城を攻撃するが城は落とせず､獺野原
  天道ヶ尾へ退きそこで陣を敷いた
1560年9月5日-09:00|日本|滋賀県彦根市|永禄3年8月15日|<野良田の戦い>近江野良田で行なわれた北近江の戦
  国大名･浅井長政軍と南近江の戦国大名･六角承禎軍の合戦で浅井長政が勝利し､浅井家の北近江における覇権
  が確立
1560年9月6日-09:00|日本|熊本県球磨郡多良木町|永禄3年8月16日|<獺野原の戦い(肥後国)>湯前城主東直政､頼
  美､蔵人の軍勢に加え､日向国向山城の那須武綱､大川内城の那須武宗､小崎城の那須武晴ら地頭衆も援軍とし
  て獺野原に布陣/犬童頼安の人吉衆は横瀬大王祀(多良木町黒肥地横瀬)前に布陣して､深水惣左衛門の多良木
  衆､須恵､深田､木上の兵は､波志鹿倉(所在地不明)に布陣/多良木衆が先陣となり湯前城主東直政政らと交戦し
  たが､惣左衛門らは討ち死に､多良木衆も壊滅､次に人吉衆がこれと交戦するが､頼美の兵と頼安の兵は知り合
  い同士で､尚且つ親戚や兄弟同士で戦うことになり､躊躇いがあったものか大きな動きはなく､半刻にも及ぶ鑓
  同士の攻撃に終始した｡だがそのうちに､二度目の戦いであった蔵人の兵に疲れが見え始め､人吉衆がこれを押
  し始めたことで乱戦となり湯前城主東直政の軍は壊滅.頼美は日向へ逃れたが､直政､及び蔵人を含めた180余
  名が討ち死に､一方の人吉方は62人が死去/敗戦を聞いた湯前城代･中山和泉は城に火を付けて､自害/湯前城主
  東直政の妻子及び､頼美の母と侍女らも逃れていた西光寺谷で自害/乱の原因となった侍女(つまり婢)もこの
  時に全員殉死
1560年9月12日-09:00|日本|愛知県豊川市|永禄3年8月22日|宝誉秀林､諏訪山明光寺を開基
1560年9月13日-09:00|日本|岐阜県|永禄3年8月23日|織田信長:美濃侵攻､丸毛長時･長井甲斐守衞安と戦い､退却
1560年9月16日-09:00|日本|群馬県|永禄3年8月26日|長尾景虎が関東管領上杉憲政らの依頼により､北条氏康攻
  撃のため関東に出陣
1560年9月20日-09:00|日本|愛知県豊田市|永禄3年9月|岡崎城主｢松平元康｣が織田信長方の挙母･梅ヶ坪･広瀬･
  伊保･沓掛の砦を攻め陥す
1560年9月20日-09:00|日本|長野県松本市|永禄3年9月|<完成>武田晴信が山本勘助に命じて長尾景虎との戦いに
  備え､海津城(後の松代城)を築城
1560年9月20日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|永禄3年9月1日|大友氏の兵が再び伊予宇和郡三間に侵入
1560年9月23日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|永禄3年9月|<交替>日向佐土原領主｢伊東義祐｣⇒｢伊東義益｣(~永禄12
  年7月11日(15690823)死去)
1560年9月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1560年9月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の息子(~15901118死
  去)
1560年9月28日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|永禄3年9月9日|高屋城(河内国)東の河原口にて伊丹親興と貴志･丹
  下･野尻が率いる畠山勢と交戦し､親興が勝利
1560年9月29日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｸﾞｽﾀﾌ1世｣/64歳(誕生14960512)
1560年9月29日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｾｰﾃﾞﾙﾏﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｰﾙ｣(~16040322)ｸﾞｽﾀﾌ1世の息子
1560年9月29日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ14世｣(~15680929退位)
1560年10月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Manoel de Vasconcellos｣(~1561年死
  去)
1560年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾚｵｰﾈ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾆﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣
1560年10月4日-09:00|日本|愛知県名古屋市西区|永禄3年9月15日|尾張国比良村六所社の社殿が建立される
1560年10月12日-09:00|日本|高知県高知市|永禄3年9月23日|<神森城の戦い>長宗我部元親の家臣福留隼人･中島
  大和などが神森城を攻め落城
1560年10月13日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄3年9月24日|<飯盛城合戦>三好実休､安見直政に勝利
1560年10月17日-09:00|日本|群馬県吾妻郡東吾妻町|永禄3年9月28日|<岩下城合戦>上杉景虎､岩下城を攻略
1560年10月17日-09:00|日本|群馬県沼田市|永禄3年9月28日|<沼田城合戦>上杉景虎､北条孫次郎の沼田城を攻略
1560年10月18日-09:00|日本|群馬県前橋市|永禄3年9月29日|<厩橋城合戦>長尾景虎､厩橋城を攻略.以降､越後軍
  の戦略拠点
1560年10月19日-09:00|日本|群馬県安中市|永禄3年10月|上杉謙信､碓水城原氏攻撃｡援軍小倉内蔵介勝久､伊賀
  衆率い河越城(埼玉県川越市)北条氏尭を守る/一宮宗是外より碓水城と連絡取り上杉軍8千敗走させる
1560年10月19日-09:00|日本|滋賀県長浜市|永禄3年10月|<交替>近江小谷領主｢浅井久政｣隠居⇒子の｢浅井長政｣
  (~天正元年9月1日(15730926)死去滅亡)
1560年10月19日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|永禄3年10月|佐竹義昭､陸奥寺山城を攻略
1560年10月23日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|永禄3年10月5日|伊予に侵入した大友氏の兵が､宇和郡石城を落と
  す
1560年10月28日-09:00|日本|京都府宇治市|永禄3年10月10日|飯盛城の後詰めに出陣した香西道印･波多野右衛
  門･木沢新太郎らが宇治周辺で放火するが､丹波から到着した松永長頼がこれを討つ
1560年10月30日-09:00|日本|京都府宇治市|永禄3年10月12日|松永長頼､炭山に拠る香西元成を敗死させる
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1560年10月30日-09:00|日本|京都府京都市南区|永禄3年10月12日|内藤宗勝､木幡･鳥羽に攻め込んできた細川晴
  元軍を破る
1560年11月2日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|永禄3年10月15日|三好長慶が河内高屋城救援に来た根来衆を破る
1560年11月11日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|永禄3年10月24日|<高屋城合戦>三好長慶､高屋城畠山高政に勝利
1560年11月14日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄3年10月27日|三好長慶が河内飯盛城の守護代安見安房を攻撃､
  安見直政降伏
1560年11月18日-09:00|日本|大阪府|永禄3年11月|<就任>河内国守護｢三好義賢(実休)｣(~永禄5(1562)年3月敗死
  )
1560年11月18日-09:00|日本|埼玉県羽生市|永禄3年11月|<羽生城合戦>広田直繁､中条出羽守に勝利し羽生城を
  奪還
1560年11月18日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|永禄3年11月|<就任>大和信貴山領主｢松永久秀｣信貴山城4層
  高殿(天守)完成(⇒1562年､大和多聞山に移転~永禄6(1563)年12月14日隠居)
1560年11月18日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|永禄3年11月|<信貴山城改修>松永久秀､信貴山城に4層高殿(
  天守)完成
1560年11月18日-09:00|日本|栃木県矢板市|永禄3年11月初旬|常陸国太田城主佐竹義昭が陸奥国の白河城主白河
  晴綱や合津城主葦名盛氏らと戰って寺山城を落とし､陸奥国の南郷を攻略
1560年11月20日-09:00|日本|山梨県甲州市|永禄3年11月3日|<勝沼騒動>勝沼信元謀反,武田信玄の命を受けた山
  県昌景に誅殺され､勝沼氏は改易
1560年11月29日-09:00|日本|埼玉県羽生市|永禄3年11月12日|<羽生城合戦>広田直繁､中条出羽守に勝利し羽生
  城を奪還/長尾景虎､広田直繁に羽生城を安堵
1560年11月30日-09:00|日本|大阪府大東市|永禄3年11月13日|三好長慶､飯盛城に入城し､居城.芥川山城には三
  好義興､高屋城に三好実休を配置
1560年11月30日-09:00|日本|奈良県葛城市|永禄3年11月13日|松永久秀が万歳城を攻め､万歳氏は降伏して開城/
  この日長慶は本城を芥川城から飯盛城へ移した/実休(義賢)は高屋城へ入る
1560年12月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｵﾙﾚｱﾝ公｢ｱﾝﾘ2世｣ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世(~15660208)
1560年12月5日-09:00|日本|奈良県桜井市|永禄3年11月18日|松永久秀が泊瀬の桜坊城を攻め開城させる
1560年12月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王ﾌﾗﾝｿﾜ2世がわずか17か月の治世で(1544-､16歳)/｢ｳﾞｧﾛﾜ朝｣が断
  絶
1560年12月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ国王(ｳﾞｧﾛﾜ=ｱﾝｸﾞﾚｰﾑ家)ｼｬﾙﾙ9世[ｱﾝﾘ2世の子ﾌﾗﾝｿﾜ2世の弟](~15740
  530)母后ｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽが摂政となる
1560年12月11日-09:00|日本|奈良県宇陀市|永禄3年11月24日|松永久秀､沢氏の大和国沢城と檜牧城陥落
1560年12月15日-09:00|日本|熊本県人吉市|永禄3年11月28日|肥後人吉領主｢相良頼房(義陽)｣は相良義滋の四女
  ･千代菊と婚儀
1560年12月16日-09:00|日本|奈良県宇陀市|永禄3年11月29日|大和･松永久秀､宇陀郡を制圧.大和一国､完全に松
  永久秀の手中に入る
1560年12月17日-09:00|日本|群馬県伊勢崎市|永禄3年12月|上旬,長尾景虎､那波城攻略/那波宗俊に対し勝利
1560年12月17日-09:00|日本|埼玉県川越市|永禄3年12月|<河越城合戦>長尾景虎､河越城を包囲.北条氏堯､長尾
  景虎に勝利し河越城を防衛
1560年12月17日-09:00|日本|佐賀県杵島郡白石町|永禄3年12月|後藤貴明､須古の平井経治と戦って敗れる
1560年12月17日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|永禄3年12月|毛利軍の仁保隆慰が門司城を奪回/以降仁保
  隆慰が門司城番となる
1560年12月23日-09:00|日本|群馬県前橋市|永禄3年12月7日|上杉景虎､赤石城(那波宗俊)を攻略
1560年12月30日-09:00|日本|群馬県前橋市|永禄3年12月14日|上杉景虎､既に従っていた厩橋城の厩橋長野彦九
  郎と､その叔父を誅殺､領地を接収


